

月曜〜金曜 
9:30〜18:00 

±曜旧陛祝日 

9:30〜12:00、13:00〜17:00 

(解社休業曰を除さます。） 


AV マルチチヤンネルアンプ 


《フ U — コールは、携帯電話 ’ PHS からはご利 
用になれません。一般電話は、携帯電話- 
PHS からご利用巧能ですび、通話料がかか 
0ます。 


VSA-LX 
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取扱説明書 


お取り扱いについてお困りのとさ 

hHp://pioneer.jp/suppo け / 

カスタマーヴポートセンター 

m 0120 - 944-222 

一般電話 03-5496-2986 


受付時間 





準備 


まを上のごを意 


•ま全にお使いいただくために、必ずお守りください。 

•ご使用の前にこの r 安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 


この取扱説明書および製品への表示は、製品をを全に 
正しぐお使いいたださ、あなたや他の人々へのを害や 
財塵への損害を未然に防止ずるために、いろいろな給 
表示をしていまず。その表示と意味は次のよラになっ 
ていまず。 

巧客をよく理解してか6本夕をお読みください。 

絵表示の例 

A A 記号は注意(警告を含む)しなければな5 
/な\ ない内容であることを示していまず。 

■ -^図の中に具体的なを意内容(を図の場合は感 

產进ち、わ•、'がわ、わア1、ホサ 

A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人が 
死こまたは重傷を負ラ可能性が想定される内容を示し 
ていまず。 

を 

0記号は禁止(やってはいけないこと)を示 
していまず。 

図の中や近くに具体的な禁止内容(を図の場 
台は分解禁止)び描かれていまず。 

• 記号は行動を強制したり指示ずる内容を 
示していまず。 

図の中に具体的な指示内容(ち図の場台は電 
源プラグをコンセントか5巧け)び描かれて 
いまず。 

A\ ミち意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人び 
損害を負ラ可能性が想定される巧客および物的損害の 
みの発生が想定される内容を示していまず。 


么警告 


異常時の処置 


• 万一煙び出ている、変なにおいや音びするなど 
flC の異常状態のまま使巧すると火災•感電の原因 

W グ となりまず。すぐに機器本体の電源スイッチを 

切0、必ず電源プラグをコンセントか5损いて 
ください。煙び出なくなるのを確認して販売店 
に修理をご依頼ください。お客様による修理は 
危険ですから絶対おやめくださし、。 

• 万一内部に水や異物等び入った場合は、まず 
機器本体の電源スイッチを切0、電源プラグを 
コンセントから抜いて販売店にご連絡くださ 
し)。そのまま使用すると火災•感電の原因とな 
ります。 

0 ^ • 万一本機を落とした0、カバーを破損した場を 

rtf - は、機器本体の電源スイッチを切り、電源プラ 

グをコンセントか5抜いて販売店にご連絡く 
ださい。そのまま使用すると火災•感電の原因 
となります。 

設置 


0 ^ • 電源プラグの刃および刃の付近にほこりや金 

属物び付着している場合は、電源プラグを损 
いてか5乾いた巧で取り除いてください。その 
まま使用すると火災•感電の原因となります。 

電源コードの上に重いちのをのせた0、コー 
ドび本機の下敷きにな5ないようにしてく 
ださい。また、電源コードび引っ張5れない 
よラにしてください。コードび傷ついて、乂 
災•感電の原因とな0ます。コードの上を敷 
物などで覆ラことにより、それに気付かず、 
重い物をのせてしまラことびあ0ます。 


放熱をよくするため化の機器、壁等か5間隔 
をとり、またラックに入れる時はすを間をあ 
けてください。また、次のよラな使いちで通 
風孔をふさびないでください。内部に熱びこ 
わり、乂災の原因となることびありまず。 
あおむけや横倒し、逆さまにする。 

-►巧し入れなど、風通しの悪い狭いところに押 
し込む。 

じゅラたんやふとんの上に置く。 

テーブル ク□スなどをかける。 

0 * 付属の電源コードはこの機器のみで使用ず 
ることを目的とした専巧部品です。他の電気 
製品ではご使用になれません。他の電気製品 
で使用した場合、発熱により火が • 感電の原 
因となることびあ0ます。また電源コードは 
本製品に付属のわの政外は使用しないでく 
ださい。他の電源コードを使用した場合、こ 
の機器の本来の性能び出ない こと や、電流容 
量不足による発熱か5义災 • 感電の原因とな 
ることびあります。 

0 * 本機の上に火びついたろラそくなどの裸火を 
置かないでください。火災の原因となります。 


使用環境 


己 • この機器に水び入ったり、姑らさないように 
ごミ主意 < ださい。火災•感電の原因となりま 
す。雨天、降雪中、海岸、水辺での使用は特にご 
ま意くださし、。 

• 風呂場•シャヮー室等では使用しないでくだ 
さい。火災•感電の原因となります。 














0 ♦表示された電源電圧(交流 1 日日ボルト已日 
Hz /60 Hz ) し义の電圧で使用しないでくだ 
さい。火災•感電の原因となります。 

0 參この機器を使用でさるのは日本国内のみです。 

船舶などの直流 ( DC ) 電源には接続しないでく 
ださい。火災の原因となります。 

使馬方を 


• 本機の上に花びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬 
品や水などの入った容器またはルさな金属物 
を置かないでください。こぼれた0、中に入っ 
た場合、火災‘感電の原因となります。 

♦ 城れた手で(電源)プラグを抜を差ししないで 
ください。感電の原因となることびあります。 

0 參本機の通風孔などから、内部に金属類や燃え 
やすいわのなどを差し込んだり、落とし込ん 
だ0しないで < ださい。乂災•感電の原因とな 
ります。特にお子様のいるご家庭ではごミ主意 
<ださい。 


準備 

• 本機のカバーを外した0、改造した0しないで 
ください。内部には電圧の高い部分びあり、火 
災•感電の原因とな0ます。内部の点検，整備- 
修理は販売店にご依頼ください。 

0 参電源コードを傷つけた0、加工した0、無理に 
巧げたり、ねじったり、引っ張ったり、加熱した 
りしないでください。〕ードび破損して火が 
感電の原因となります。コードび傷んだら(芯 
線の露出、断線など)、販売店に交換をご依頼 
ください。 

0 参雷び鳴り出した日アンテナ線や電源プラグには 
触れないでください。感電の原因となります。 

0 ® 製品に付属の電源コンセントには、そのパ 
ネルおよび取扱説明書に表示された容量 
を超える消費電力を持つ電気機器を接続 
しないで < ださし)。乂災の原因となります。 
電熱器具、ヘアードライヤー、電磁調理器などは 
接続しないで < ださい。また表示してある電力 
政内であってわ、電源を入れた時に大電流の流 
れる機器などは接続しないでください。 
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設置 


〇 參電源プラグはコンセントに根元まで確実に差 
し込んでください。差し込みび不完全ですと 
発熱した0、ほこ0び付着して火災の原因と 
なることびあ0ます。また、電源プラグの刃に 
触れると感電することびあ0ます。 

0 m 電源プラグは、根元まで差し込んでもゆるみ 
びあるコンセントに接続しないでくださし、。 
発熱して火災の原因となることびあります。 
販売店や電気工事店にコンセントの交換を依 
頼してくださし、。 

0 参ぐらついた台の上や傾いたところなど不安定 
な場所に置かないでください。落ちた0、倒れ 
たりしてけびの原因となることびあります。 

0 参本機を調理台や加湿器のそばなど油煙、湿気 
あるいはほこ0の多い場所に置かないでく 
ださい。火災•感電の原因となることびありま 
す。 

A ♦テレビ、才ーデイオ機器、スピーカー等に機器 

/|\ を接続する場合は、それぞれの機器の取扱説 

^~^ 明書をよく読み、電源を切り、説明に従って接 

続してください。また、接続は指定の〕ードを 
使用して < ださい。 

A ♦ 本機の電源び入っている状態で本機の底面に 
/!\ 触れないでください。電源び入っている状態 

の本機底面は熱くなり、火傷の原因となるこ 
とびあります。 


Q m 本機の上に重いものやが枠か日はみ出るよう 
な大をなむのを置かないでください。バラン 
スびくずれて倒れた0、落下してけびの原因 
となることびあります。 

本機の上にテレビを置かないでください。放熱 
や通風び巧げ5れて、火災や故障の原因とな 
ることびあります。(取扱説明書でテレビの設 
置を認めている機器は除をます。） 

異常時の処置 


0 % 電源プラグを损く時は、電源コードを引っ張 
5ないでください。コードび傷つさ火災•感電 
の原因となることびあります。必ずプラグを 
持って抜いてください。 

0 参電源コードを熱器具に近づけないでくださ 
し、。コードの被ふくび溶けて、 火災 .感電の原 
因となることびあ0ます。 

• 移動させる場合は、電源スイッチを切り必ず 
電源プラグをコンセントか日扳さ、が部の接続 
コードを外してから、行ってください。コードび 
傷つを火災•感電の原因となることびあります。 

0 m 本機の上にテレビやオーディオ機器をのせた 
まま移動しないでください。倒れた0、落下し 
てけびの原因となることびあ0ます。重い場 
合は、持ち運びは2人！; LL で巧ってくださし、。 

0 参窓を閉め切った自動車の中や直射曰光び当た 
る場所など異常に温度び高<なる場所に放置 
しないでください。火災の原因となることび 
お0ます。 
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使用方法 


• 長時間音び歪んだ状態で使わないでくださ 
し V スピーカーび発熱し、乂災の原因となるこ 
とびおじます。 

• 本機に乗ったり、ぶ日下がったりしないでくださ 
し、。特におモ様はごを意ください。倒れたり、壊 
れたりしてけびの原因になることびあります。 

• へッドホンをご使用になる時は、音量を上げ 
すぎないよラにごま意ください。耳を刺激す 
るよラな大をな音量で長時間続けて聞くと、 
聴力に悪い影響を与えることびあ0ます。 

• 電源投入媛、スピーカーか5音び出るまでに 
数秒かかりますので、その間に音量を最ルに 
して < ださい。突然大をな音び出て聴力障害 
などの原因となることびあ0まず。 

• 旅行などで長期間ご使巧にな5ない時は安全 
のため必ず電源プラグをコンセントか5抜い 
て < ださし、。 


• 指定政外の電池は使用しないで<ださい。ま 
た、新しい電池とちい電池を混ぜて使用しな 
いでください。電池の破裂、液漏れにより、火 
災•けびや周囲をミち損ずる原因となることび 
おります。 

• 電池を機器内に挿入する場合、極性表示(プラ 
スけ)マイナス (一) の向き)にを意し、表示ど 
おりに入れてください。間違えると電池の破 
裂、液漏れによ0、火災 • けびや周囲を巧損す 
る原因となることびあります。 


〇 參長時間使用しない時は、電池を取0出してお 
いて <ださい。電池か5液び漏れて火災、け 
び、周囲をミち損する原因となることびありま 
す。もしミ夜び漏れた場合は、電池ケースにつし、 
た液をよくお:さ取ってか5新しい電池を入れ 
てください。また万一、漏れた液び身体につい 
た時は、水でよく洗い流してくださし、。 

電池は加熱したり分解したり、火や水の中に 
入れないでください。電池の破裂、ミ夜漏れによ 
り、火災、けびの原因となることびあ0ます。 

保み点巧 


/X • 日年に一度く5いは内部の掃除を販売店など 
/!\ にご相談ください。内部にほこりびたまったま 

ま、長い間掃除をしないと火災や故障の原因と 
なることびあります。特に湿気の多くなる梅雨 
期の前に巧ラとより効果的です。なお掃除費用 
については販売店などにご相談ください。 

• お手入れの隙はま全のために電源プラグをコ 
^ー ンセントか5抜いて行ってくださし、。 


本機の使用環境温度範囲は日む〜3日で、使用 
環境湿度は8已％切下(通風孔び巧げられてい 
ないこと)です。 

風通しの悪い所や湿度び高すざる場所、直射曰 
光(または人工の強い光)の当たる場所に設置 
しないで < ださい。 

D3-4-2-1-7C Ja 


設置について 


A * 放熱のため、本機の上に物を置いたり、 
巧やシートなどをかぶせた状態でのご使 
m ^ 用は絶対におやめください。異常発熱に 
より故障の原因となる場をがあります。 

• ラックなどに設置する場をは、上部に 
20 cm 上空間をあけてください。 



20 cnU ソ上離ず 


本機 


r f T T ： T 


お手入れについて 

通常は柔 6 かい巧でか 6 おさしてください。ミちれがひどい場合は水で已〜日倍に薄めた中性 
洗剤に柔らかい巧を浸してよく絞ったあと、ミちれを拭き取り、そのあと乾いた布で拭いてくだ 
さい。アルコール、シンナー、ベンジン、殺虫剤などが付着すると、印刷、塗装などがはげる 
ことがありますのでごを意ください。また、化学ぞラさん等をお使いの場をは、化学ぞラさん 
等に添付のを意事項をよ < お読みください。 
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音のエチケット 

楽しし请楽も時と場所によっては気になるものです。離近所への思いやりを十分にしましよう。 
ステレオの音量は、あなたのむがけ;欠第で大さくを小さくわなります。 

とくに静かな夜間にはかさな音でを通りやすいをのです。夜間の音楽鑑賞にはとくに気を配りま 
しよラ。近所へ音び漏れないよラに窓を閉め、お互いにむを配り、快い生活環境を守りましよラ。 


00AA-s^0 A 
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付属品を確認する 



U モコンに電池を入れる 





電池を直射日光の強いところや、炎天下の車内-ストーブの前などの高温の場所で 
使用•放置しないでください。電池の液漏れ、発熱、破裂、発火の原因になりまず。 
また、電池の性能や寿命びな下ずることびありまず。 


A 電池を誤って使用ずると、液漏れしたり破裂したりずる危険性びありまず。しソ下の 
点について特にごま意ください。 

'王居、. 巧しし唯電池と一度使用した乾電池を混ぜて使用しないでください。 

• 乾電池のプラスとマイナスの向をを電池ケースの表示どおりに正しく入れてください。 

-乾電池には同じ巧状でち電圧の異なるちのびあります。種類の違ラ乾電池を混ぜて使用しないでくだ 
さい。 

-長い間 （1 力月！;(上） U モコンを使用しないとさは、電池の液漏れを防ぐため、乾電池を取り出して 
<ださい。液漏れを起こしたとさは、ケース巧についた液をよくおさ取ってか6新しい乾電池を入れ 
て < ださい。 

. 不要となった電池を廃棄する場含は、各地方自治体の指示（条例）に従って処理してください。 


リモコンの操作節囲 

本機を U モコンで操作するとさは、 U モコンをフ□ント 
パネルの U モコン信号受光部に向けてください。 

. U モコンと本機との間に障害物があったり、 U モコン受 
光部との角度が悪いと操作がでさない場をがあります。 

. U モコン受光部に直射曰光や堂光口などの強い光が当た 
ると誤動作することがあります。 

• ホが線を出す機器のおくで本機を使用したり、赤外線を利 
用した他の U モコン装置を使用したりすると、本機が誤動 
作することがあります。逆にこの U モコンを操作すると、 
他の機器を誤動作させることをあります。 
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KURO LINK 機能で HDMI 機器を連動動作させる.. 

KURO LINK 対応機器を接続する .... 

KURO LINK モードを設定する . 

PQLS の設定を巧う . 

連動動作を開始する前に動作確認する . 

アンプ連動モードを使ラ . 

スピーカーシステムを切り換える . 

別の部屋で本機の音や映像を再生する 

〜マルチゾーン機能〜 . 

マルチゾーンの設定..… ... 

フ□ントパネルでマルチゾーンの操作をする.... 

リモコンでマルチゾーンの操作をする ... 

マルチチヤンネルアナ□グ再生する.…… .. 

接続した機器間で録音/録画をする.…… .. 

フ□ントパネル表示部の明るさを調整する . 

スI」ープタイマーを設定する . 

HDMI 出力を切り換える . 

再生中の音声や設定内容を確認する 
(ステータス表示） . 


アンプか5音を出す〜基本再生〜.… . 

音声入力信号の切0換え . 

へッドホンで聴く . 

iP 日 d をつないで再生する . 

Pod の音楽を再生する . 

iPod の操作を切0換える . 

USB メモリーを再生ずる . 

音楽ファイルを再生する . 

写真ファイルを再生する ... 

U スニングモードでいろいろな音を楽しむ . 

最適な設定でサラウンド再生する . 

サラウンドバック ch 処理を切り換える .. 

UP MIX 機能を使ラ ...... 

再生中にスピーカーの出カレベルを調整する.... 

アナ□グ入力信号の歪みを低減する . 

状況に応じて MCACC のメモ U —を使い分ける.. 
低域の位相乱れを補正する 

(PHASE CONTROL). 

オーディオ調整機能を使用する . 

ビデオ調整機能を使用する… .... 


モ3ン 73 


U モコンで複数のパイオニア製アンプを操作ずる ..... 73 

U モコンで他機器を操作する . 74 

他機器の U モコン信号を本機のリモコンに 

呼び出す(プ U セツトコード設定) ... 74 

リモコンの設定を U セツトする ... ....75 

他機器の操作について. . ....76 


昼本設定 


スピーカーインピーダンスの切り換え..……… ....... ....36 

スピーカーの自動設定を行ラ 

〜フルオー ト MCACC 〜 . ….37 

入力端子の割0当てを変更する ... ....40 


昼本再を 


目次 
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安全上のごま意…… . 2 

設置について ... 4 

付属品を確認する.. . 巳 
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本機の特長 


高音質•多機能な本機 VSA - LX 已2の主な特長をまとめました。「本書の掲載ページ」に進むと、それぞれの機能や 
操作を楽しんでいただけます。 

本書の掲載ページ 


アド/。スド MCACC を搭載 

^ MCACC では実隙の製作現場で行われる高精度な調整を 
家庭でわ実現でさるよラに自動化し、チヤンネル間の空 
間情報の歪みを補正。正確なマルチチャンネルの音場を 
再現します。 



R37 

「スピーカーの自動設定を巧ラ〜 
フルオート MCACC 〜」 

R87 

「部屋の残響特性の測定と残響を 
考慮した捕正 （ E 日プ□フェツ 
シヨ ナル)」 


厚 ) PHASE CONTROL Hlg 

ソースか 6 スピーカーまでの信号伝送経路によって生じ 
ていた低域の位相とタイ S ングのズレを補正し、原音に 
忠実な力強いヴウンドを実現します。 


O P.56 

「低域の位相乱れを補正する 
(PHASE CONTROL )」 


(3) 高音質を追求した低ジッター設計 

HDMI 接続での CD 再生では、本機の安定したク□ック信 P.64 

号を使った同期システム rp 日 LS 機能」を実現 ( P 日 LS 対応 I ~〉 「 PQLS の設定を行う」 

機器接続時)。さ6に高精度 PLL を用いた r ジッターリダ 

クシヨン回路」を搭載。ク□ックジッターを低減し、高音 

質化を追求しています。 


(4 i ) HDMI にスレスサラウンド フォー マット対応） 

ドルビー TrueHD や DTS-HD Master Audio などの□ス 
レスデジタル音声フォーマットに対応。また、高画質規 
格の Deep Col 日「出力や x . v . Col 日 r の伝送を巧能 。 KURO 
LINK 機旨陡搭載し、 HDMI 機器との連動動作を実現。 


( 6 ) iPod や USB に収録された巧を再生 

iPod や iPhone の音楽ファイルを再生することができま 
す。また、 US 目メモリーに保存されている音楽を再生し 
たり、写真をスライドショー再生することができます。 


R23 

「 HDMI で接続する」 



P.103 

r デジタル音声フオーマットに 
ついて」 


R62 

「 KUR 日 LINK 機能で HDMI 機器 
を連動動作させる」 


R43 

O RPod をつないで再生する」 

R45 

「 US 目メモリーを再生する」 


( 6 ) その他の主な特長 

-パイオニアビデオコンバーターを搭載 
-さまざまな AV 機器を操作でさる多機能 U モコンを付属 
-省エネルギー設計(待機時 0.6 W ) 

-ひと目でねかる GUI 画面 


Ij'N 「映像の接続について（バイオニア 
*— ~レ/ ビデオコンノ く一夕一)」 


• " X . V . Colo 「"および x.v.Color は、ソニー株式爸社の 
商標です。 
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本機の設定の流れ 


本機は上級アンプに匹敵する機能や端テを装備した、本格的 AV アンプですが、1；|下の手順で設定をするだけで、 
簡単に ホームシアターを 楽しむことがでさます。 

手順の色は、1；!下の意巧を表しています。 

必ず巧ラ手順 

必要に応じて巧ラ手順 


♦寺♦♦ホ 
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； |M| 

!1 

1 

II 




}mm mmWm 


® film 

CONTROL 


PS 

I ®1 


®2 laift 
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1 

(OUTPUT 12 V — 
TOTAL 50 mA MAX) 

12VTRIGGER 





己 DIN 

居 

IN 田 

IN 白 

IN 因 

リリ UI2 W=Mf 

1 抽 




画画 ilD 含 




① HDMI 入出力端子(一 23 〜 26 ぺージ） 

霞同卽デジタル音声入力端子（一2已〜28ペー 
ジ） 

端子に表示された機器と違ラ機器を接続するとさ 
はデジタル音声入力の設定が必要です。(一40 
ぺージ） 

感コンポーネントビデオ入出力端子(一2已〜2色 
ぺージ） 

端子に表示された機器と違ラ機器を接続するとさ 
はコンポーネント / D 4 入力端子の設定が必要です。 
(一40ぺージ） 

® マルチゾーン映像/音声出力端子(一29〜30 
ぺージ） 

( D モニター出力端子(一26ページ） 

© アナ□グ音声入出力/ビデオ入出力端子 
(一23〜28ぺージ） 


@アナ□グ音声入出力端子(一28ページ） 

® RS -232 C 5 好卜33ぺージ） 

パソコンと接続するための端子です。 

感 D 4 ビデオ入出力端子(一2曰〜26ページ） 

端子に表示された機器と違ラ機器を接続するとさ 
はコンポーネント / D 4 入力の設定が必要です。 

(一40ぺージ） 

® コント□—ル入出力端子(一31ぺージ） 

⑩マルチゾーン用旧入出力端子(一32ページ） 

© 12 V トリガー端子(一:32ページ） 

® スピーカー端子(一19〜20ぺージ） 

スピーカーインピーダンス目〇〜1日0のスピー 
カーを使用でさます。 


各部の名称とはた5を 


リアパネル 


參參擎© 
參參"§琴© 
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各部の名称とはた 6 を 
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MULTI CH IN 
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SPEAKERS 

CENTER SURROUND 
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戀戀 

戀漏 




AC OUTLET 

ごミ主恵： 

テレビや モニターは 
接綻しないでください。 
• 連動 100 W レ : TF 




® 光デジタル音声入出力端子（^23〜28 
ぺージ） 

端子に表示された機器と違ラ機器を接続する 
とさはデジタル音声入力の設定が必要です。 
(一40ぺージ） 

© マルチチヤンネル入力端子(一28ページ） 

® プリアウト端子(一19、31ページ） 

@ AC 11\1端子(一3已ぺージ） 

必ず一番最後に接続して<ださい。 

⑩ AC アウトレツト予備コンセント（一3已 
ぺージ） 


A ま 


意 


製品の仕様によ0、本体部やリモコン（付属の 
場合）のスイッチを操作することで表示部がす 
ベて消えた状態とな0、電源プラグをコンセン 
卜か6巧いた状態と変わらなく見える場含があ 
0ますが、電源の供給は停止していません。製 
品を電源から完全に遮断するためには、電源プ 
ラグ（遮断装置）をコンセントから抜<必要び 
あ0ます。製品はコンセントのおくで、電源プラ 
グ（遮断装置）に容易に手が届くように設置し、 
旅行などで長期間ご使用にならないとさは電 
源プラグをコンセントから抜いてください。乂 
災の原因となることがあ0ます。 


r 電源について」（一35ページ)ちご覧くださし、。 


る部のち掏 


11 















































































各部の名称とはた 5 を 


フ□ントパネル 



① INPUT SELECTOR ダイヤル 

本機の入力を切り換えます。 

(D 6STANDBY/0N ボタン 

本機の電源をオン/スタンバイにします。 

電源をオンにすると、ボタン中央のインジケーター 
び点打します。ただし、電源がスタンバイのとさ 
を 、 KURO LINK 機能を日 N に設定している場を 
はインジケーターが点口することがあります。 

日2ぺージ） 

感 HOME MENU/ なみ <^->/RETURN ボタン 

ホーム六ニューの表示や設定を行います。 

® PHASE CONTROL インジケーター 

PHASE CONTR 日 L を日 N に設定しているときに 
点口します。（一已日ぺージ） 

ADVANCED MCACC インジケーター 

オーディオ調整機能で、 「 EQ 」 （周波数特性の補正） 
をオンにしているとさに点なします。（一81ペー 
ジ） 

PQLS インジケーター 

P 日に機能が働いているときに点口します。 

(一日4ぺージ） 

HDMI インジケーター 

HDMI 対応機器と接続処理中に点滅し、接続が完 
了すると点なします。（^24ぺージ） 

感 表示部(フ□ントパネルディスプレイ） 

(一13ぺージ） 

® ENTER ボタン 

設定を決定するとさに使用します。 

⑦ リモコン受光部 

n 」 モコンの操作範囲」を参照してください。 

(一已ぺージ） 

® MASTER VOLUME ダイヤル 

音量を調卽します。 

感 PH0NES5 贵子 

ヘッドホンを接続します。（一42ページ） 


® リスニングモードボタン(一48〜日〇ぺージ） 
AUTO SURR/ALC/STREAM DIRECT 

オートサラウンド再生と ALC (オートレベルコン 
卜□ール)およびダイレクト再生を切り換えます。 

STEREO 

ステレオ再生とフ□ントサラウンド•アドバンス 
再生を切り換えます。 

ADVANCED SURROUND 

アドバンスドサラウンドモードを切り換えます。 

STANDARD SURROUND 

ドルビープ□□ジック nx や Neo : 目のモードを切 
り換えます。 

HOMETHX 

THX の各モードを切り換えます。 

⑩ SPEAKERS ボタン 

スピーカーシステムを切り換えます。卜6日ぺージ) 

® MULTI-ZONE ボタン 

別の部屋で本機につないだ機器を再生する機能(マ 
ルチゾーン機能)に使用します。（一目8ページ） 

CONTROL 

>(インゾーンとサブゾーンに日 NE 2および ZONE 
3) を切り換えます。 

ZONE 2や ZONE 3で再生する入カファンクシヨ 
ンを選んだり 、 MASTER VOLUME ダイヤルで 
別の部屋の音量を調整するとさに使用します。 

ON/OFF 

マルチゾーン機能を入/切します。 

® MCACC SETUP M に端子 

音場設定の自動測定のとさに、付属のセットアッ 
プ用マイクを差し込みます。（一37ページ） 

@ iPod/iPhone/USB 端子 

iP 曰 d や iPh 曰 ne 、 またはマスストレージクラスに 
対応した US 目;><モリーを接続して再生することが 
でをます。（一34ぺージ） 

® HDMI 入力端子 

HDM 閒応機器（ビデオカ六ラなど)を接続します。 
(一34ぺージ） 






























































各部の名称とはた 6 を 
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I CD-R 

iPod BD DVR 
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□□□□□ □□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ □□□□□ 

-□□□加 □□□□□ 

□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 


(9) ® ® ®® 

①音声入力信号インジケーター 

現在選択されている機器の音声入力信号の種類び 
点に[します。 

(D プ□グラムフオーマットインジケーター 

ドルビーデジタルや DTS などの入力信号が持って 
いるチヤンネルを表示します。（本機か6出力され 
る音声の表示ではありません。） 

L/R :フ□ント左/ち 
C :センター 

SL/SR :サラウンド左/ち 

XL/XR :上記し U がの2チヤンネル(左/ち） 

XC :上記！;!外の 1 つのチヤンネル、モノラルサラ 
ウンドチヤンネル、マト U ックスエンコードフラ 
グのいずれか。 

LFE :超低音の効果音 (Low Frequency Effect ) 〇 
超低音が再生されているとさに (（）) び点口します。 

感デジタルフオーマットインジケーター 

それぞれのデジタル信号入力時に点口します。 

® S.RTRV 

サウンドレト U バー機能が働いているとさに点灯 
します。（^已8ぺージ） 

(D DSD PCM 

SACD を PCM に変換しているとさに点口します。 

PCM 

PCM 信号を再生しているとさに点打します。 

© MULTI-ZONE 

マルチゾーン機能が選ばれているとさに点なします。 
(一目7ぺージ） 

⑦ SOUND 

ミッドナイト/ラウドネスモード、または低音/ 
高音の調整機能が選ばれているとさに点口します。 
(-^已7、已8ページ） 

また、ダイア□グエン八ンス;><ント機能がオンの 
ときにわ点口します。（一已8ページ） 

® UP MIX 

UP MIX 機能を日 N にしているとさに点口します。 
(一已3ぺージ） 

(9) リスニングモードインジケーター 

選択されている U ス ニン グモードに応じて点口し 
ます。（一48ぺージ） 


感） 感) 

@ 户 (PHASE CONTROL) 

PHASE CONTR 日 L 機宫目ヴく日 N のとをに,点打しま 
す。（一已目ぺージ） 

⑩アナ□グ信号インジケーター 

アナ□グ入力信号のレベルを補正しているとさに 
点口します。（一已4ぺージ） 

® 入カフアンクシヨンインジケーター 

現在選ばれている入力が点なします。 

® 啄 

ミュート(消音）しているときに点口します。 

(0) 音量表示 (dB) 

現在の主音量レベルを-80 dB から+12 dB (最大） 
で表のします。最小時は-が表されます。 

© スク□ールインジケーター 

選択できる項目が上下に続いているときに点灯します。 

® スピーカーインジケー う 一 

現在選択されているスピーカーシステムが点口し 
ます。（一66ぺージ） 

® SLEEP 

ス U —プタイマーが設定されているとさに点口し 
ます。（一71ぺージ） 

® デコード処理インジケーター 

マト U ックス-デコード処理時に点に[します。 

□□ PRO LOGICIIx :ドルビープ□□ジック II 処 

理またはドルビープ□□ジック llx デコード時。 
Neo: 色： Ne 日:目デコード時。 

® MSTR 

DTS-HD Master Audi 日を再生しているときに 
点口します。 

@キャラクター表示部 

操作中の情報や U スニングモード、デコード情報 
(信号処理の内容)などを表示します。 

@リモコン操作モードインジケーター 

アンプの U モコン操作モードが設定されていると 
さに点なします。 （1 に設定されているとさは点 
なしません。） 


f 何らかの操作のあと、キャラクター表示部び2砂間点滅する場 t 

合は、操作禁止を意味しまず。 

心 ぶ 


フ□ントパネルテイスプレイ 


る部の名称 

誓 


が 

が 


を 

聲 

夕 

を 


©- 
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各部の名称とはた 5 を 


AV アンプ 入力機器 

-の • © 



. 、 PQLS ■' - 

回囚 i 〇_;问 

音吉 表示 CH 

lJ lJ GIjH±J 

_ TV CTRL IAV7 ンプ I _ 

-■□■匹 

リモコン設定 


ド ion を sr 

I AV アンプ） 




本機の U モコンは各操作ボタンごとに白はアンプおよびテレビコント□ール、青は他機器コント□ールと色分けさ 
れています。 

テレビや他機器の操作方法については、 n 」 モコンで他機器を操作する」（一74ページ)をご覧ください。 


AV アンプ 0 ボタン 

本機の電源を ON または OFF (スタン 
バイ状態）にします。 


アンプ操作ボタン （[AV アンプ 
ボタンを巧してか5操作しまず。） 

HDMI OUT : HDMI 信号の出力端子を 
切り換えます。（一72ページ） 

音责切換： 入力信号の種類〔アナログ/ 
デジタル/ HDMI など）を切り換えま 
す。（一42ページ） 

MCACC ; MCACC MEMORY を選 
択します。（一日日ページ） 

スリープ： ス U —プタイ7—を設定し 
ます。〔一71ページ） 

SBch 処理： サラウンドバックチャン 
ネルまたはバーチャルサラウンドバッ 
クチャンネルの ON / AUT 日/日 FF を切 
り換えます。（一已2ページ） 

アナ□グ ATT :アナ□グ信号び入力さ 
れている場を、入力信号のレベルび高 
すざて音び歪んでいるとさに押すと聴 
をやすくなります。（一日4ページ） 

デイマー： フ□ントパネル表示部の明 
るさを切り換えます。（一71ページ） 
CH レベル： チャンネルを選択し、台/马 
でレベルを調整します。（一已4ページ） 


アンプ設定/調整ボタン 
( IAV アンプ 1 ボタンを巧してか5 
操作しまず。） 

オーディオ 調整：オーディオに関する 
調整を巧います。（一日7ページ） 
ビデオ 調整：映像に関する調整を行い 
ます。（一6日ページ） 

ホームメニュー ：ホームメニューを表 
示します。（一78ページ） 

な {I た马 /決定/戻る： 各種設定項目 
の選択/決定/戻る 

リモコン設定ボタン 

U モコンのプ U セットコードを設定し 
たり、 U モコン操作モードを切り換え 
ます。（一73ページ） 

マルチゾーン用切り換えスイッチ 

メインゾーンとゾーン2、ゾーン3の操 
作を切り換えまず。 


マルチコント□ールボタン 

本機の入力を切り換えます。また他機器 
を操作するとをの U モコンの操作モード 
を切り換えます。 


入力切換ボタン 

本機の入力を切り換えます。 


音量ボタン 

+/- :本磯の音量を調節します。 
消音： 消音します。 


アンプ操作ボタン （ 

ボタンを巧してか目操作しまず。） 

U スニングモードボタン 

( AUTO / ALC/D 旧 ECT 、 STEREO 、 
STANDARD、ADV SURR 、 THX ) : 

いろいろな音場効果を加えることびで 
をます。（一48ページ） 

PHASE CTRL : PHASE CONTROL 
モードの ON / OFF を切り換えまず。 
(一已6ページ） 

状態確認：選択/設定されている機能 
や入力信号などの情報をディスプレイ 
に表示します。〔一72ページ） 

PQLS : PQLS 機能の AUTO/OFF を 
切り換えます。（一日4ページ） 


AV アンプI ボタン 

U モコンをアンプ操作モードにします。 



AV アンブ 


トトコント□-ル 


^■|田|稱01國： 

醫纖 
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スピーカーの接続 


スピーカーの配置/ほ用/ f ターンを選ぶ 


7本のスピーカーと1台のヴプウーファーを接続して、臨場感あふれるサラウンドサウンドが楽しめます。また、 
バイアンプ接続による高音質再生や、マルチゾーン機能で他の部屋で音楽を楽しむことが巧能です。スピーカー 
が2本し^上あれば、本機で高音質再生が楽しめます。 


• フ□ントスピーカー左/ち ( D / Q ) は必ず接続してください。 


• パターン ll ；! 外の接続を行ラ場合は 、 Surr Back System (スピーカー出力端子)の設定び必要です。（-<37、 
93ぺージ） 


フ□ント左 


サブウーファー 


甲 


センター 


フ□ントち 



サラウンド左 サラウンドち 


サラウンド 
バック左 


四 


画 


サラウンド 

バックち 


B 赏目本のスピーカーをお持ちの場 
含、サラウンドバックを1本にするか、 
7. Ich からセンターを除いた構成に 
するか選ぶことがでをます。 



ノーマルサラウンド接続(工場出荷時の設定) 


■特長 

最大 7. Ich まで接続でさるサラウンド重視の接続方まで映画館の 
よラなスピーカー配置を実現します。 

また、 SACD や DVD オーディオなどの高音質マルチチャンネル音 
楽ソースと映画の両方にこだわった使い方を巧能です。 


■接続 

すべてシングルワイヤ(通常)接続(一19ページ)。 
またはバイワイヤ接続(^20ぺージ)。 

■スピーカー出力端子の設定 

[ノーマル] (工場出荷時の設定）（一37、93ぺージ) 


m 



パターン2 

己 Ich サラウンド&バイアンプ接続 



■特長 

フ□ントスピーカーを高音質(バイアンプ)で再生し、最大己 . Ich 
までのサラウンド再生が巧能です。 

■接続 

フ□ントスピーカーのみバイアンプ接続(一20ページ)。 

(通常のシングル接続ち巧能です。） 

他のスピーカーはシングルワイヤ(通常)またはバイワイヤ接続。 


■スピーカー出力端子の設定 
[Front Bi-Amp] (一37、93ぺージ) 


フ□ント左 


サブウーファー 




センター 


フ□ントち 


〇 □ 

左 ち 

ゾ ーン吕 


パターン3 

己- Ich サラウンド& 
ゾーン2接続 


巧 



《ゾーン2では MCACC 設定は適用されません。 

また、ゾーン2ではサブウーファーを使用でさません。 

この接続パターン LU 外でを、他のアンプを接続してゾー 
ン2機能を使うことができます。卜29ぺージ） 


■特長 

ゾーン2で インゾーンとは別の機器のス 
テレオ再生が巧能です。 

(入力機器の選択に一部制限があ0ます。） 
卜29ぺージ） 

■接続 

すべてシングルワイヤ(通常)接続 
(一 1日ぺージ)。 

またはバイワイヤ接続(^20ぺージ)。 

■スピーカー出力端子の設定 
[ZONE 2] (一37、93ぺージ） 
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スピーカーの接続 



※スピーカー目では MCACC 設定は適用されません。 

また、スピーカー目ではサブウーファーを使用でをません。 

使い方の例 

例 1) 別の場所(キッチンなど)でも同じ機器の音声を聞く。 

例 2) 1つの部屋で、映画用(マルチチャンネル再生:スピーカー 
A ) と音楽用（ステレオ再生：スピーカー目）の2つのシステム 
をつ < る。 


パターン4 

己- Ich サラウンド& 
スピー カ ー B 接続 


■特長 

スピーカー A システムで最大已 . 1 ch 再生を 
しなが6、同じ機器の音をスピーカー目で 
ステレオ再生することが巧能です。 

A のみ / B のみ / A 目両方の選択が巧能です。 
(一目日ぺージ） 


■接続 

すべてシングルワイヤ(通常)接続 
(一19ぺージ)。 

またはバイワイヤ接続(一2日ぺージ)。 

■スピーカー出力端子の設定 
[Speaker B] (一 37、93ぺージ） 


ヒント 

• お手持ちのスピーカーが7本(およびヴプウーファー1台)無くてわ、お好きな接続方法が選べます。 
(フ□ント2本だけでを楽しめます。）（一19ぺージ） 

• サブウーファーを接続しない場を、フ□ントスピーカーは低域再生能力のあるタイプを使用してください。 
サブウーファー用の低域成分がフ□ントスピーカーか6出力されるため、低域再生能力のないタイプでは 
スピーカーを破損する恐れがあります。 

• 接続が終わった5、必ずフルオート MCACC (スピーカーの自動設定)を巧ってください。 （^37ぺージ） 


スピーカー配置について 


最適なサラウンド再生を行ラには、それぞれのパターンで1；|下のよラにスピーカーを配置します。 


已 .1 チヤンネルの例 

フ□ント左センターフ□ントち 
一 □ □ 




サブウーファ- 


□ 

サラウンド左 




□ 

サラウンドち 


日.1チヤンネルの例 


フ□ント左センター 

フ□ントち 

□p [ 

] 

□ 

サブウーファー 

にた 

六; 

の。 




サラウンド II 

サラウンド 

左 サラウンドバック ち 
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スピーカーの巧 続 


—セツテインク 


より本格的なサラウンドを目指すためには、正確にスピーカーを配置し、音量や音質の素性を均一にしてマルチ ch 
の音のピントを合わせることが重要です。 


設置場所と設置ち法 

建物に直接振動が伝わり音質が変わらないよラに、周りの壁から最低1曰 cm 政上離してください。柔6かい床や 
棚板を音質に影響があるので、専用スタンドやコンクリートプ□ックなどの使用をお勧めします。 


リスニングポジシヨンか5の角度 

センタースピーカー （ C ) を使用する場をはフ□ントスピーカーを 
広め (6 ぴ程度)に、センタースピーカーを使用しない場をは狭め 
(4 已 D 程度）に配置することをお勧めします。ペアになる左ちの 
スピーカーは、左ち対称の角度に設置すると音の定位がよ<なり 
ます。（図1 ■ ITU - R 推奨已 . Ich スピーカー配置を参照） 

スピーカーの 高さ調整 

フ□ントスピーカー：中高域を再生するユニットが、ほぼ耳の高 
さになるよラに調整します。 

センタースピーカー：フ□ントスピーカーの高さにそろえられない 
場合は、仰角を調整して U スニングポジションに向けてください。 
サラウンドスピーカー：耳の高さより下にならないよラに設置し 
ます。 


リスニングポジシヨンか S の距離(奥行き) 



接 

続 


センタースピーカー （ C ) はフ□ントスピーカー左ち ( L / R ) と同一 
面、またはやや奥まった位置の方が、されいな音場になります。 

スピーカーの 向き(振り角） 

図2のように、 U スニングポジションの後方30 cm 〜8日 cm (ヴ 
ラウンドスピーカーと U スニングポジションの間）にすベてのス 
ピーカーを向けると良好な定位感び得られます。 

サブウーファーの設置、調整 

サブウーファーはセンタースピーカーとフ□ントスピーカーの 
間に配置すると、音楽ソースでを自然に再生でさます(サブウー 
ファーが1台の場合は、左ちどち6の間に設置してを問題ありま 
せん)。 

ただし他のスピーカーの低音出力との巧ち消し含いが起こらない 
よラな場所に配置して<ださい。また、壁の近<に設置すると建 
物との共振により低音が極端に増強される場含がありますのでご 
を意ください。 



モニター TV とスピーカーとの 位置関係 

フ□ントスピーカーはなるべくモニターか6等距離になるよラにします。 

センタースピーカーは、なるべく画面に近い方がセ U フや歌が自然に聞こえます。ただし、ブラウン管テレビの 
場含は、色ズレ防止のための防磁型スピーカーを使用してください。 

また、センタースピーカーを床に置いて設置する際は、仰角を調整して U スニングポジションに向けてください。 


k 


センタースピーカーをテレビの上に設置するときは、適切な方法で固定してください。固定しないと地震 
などの外部の振動により、スピーカーが落下してケガをしたり、スピーカーを破損する原因となります。 
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スピーカーの接続 


/1\機器の接続を行5場合には、必ず電源を切り、電源コードをコンセントから抜いてください。 

ミ主意 


スピーカーを 接続す る 


SURROUND 目 ACK 端子は、サラウンドバックスピーカーを接続するだけでなく、フ□ントスピーカーの高音質化や、 
別エリアでのステレオ再生に使用できます。（ただし、 X インゾーンは最大已 . Ich までとなります。）卜1已ぺージ） 

已 . Ich / 目. Ich / y . lch のノーマルサラウンド接続やマルチゾーン接続、スピーカー目接続を行う場合は r 一般的な接 
続」（一1日ぺージ)のようにスピーカーに接続します。フ□ントスピーカーのバイアンプ接続をするときは r バイア 
ンプ接続」（一2日ページ)をご覧ください。 

スピーカー の接続について 

スピーカーの接続には市販のスピーカーコードを使用します。1；!下のように本機の SPEAKERS (スピーカー端子) 
に接続します。 





® 線をねじる。 

③ スピーカー 端子を緩め、ス ピー 
力ーコードを差し込む。 

感スピーカー端子を締めつける。 


バナナプラグを接続すること 
もでをます(詳しくは、プラグ 
の説明書をお読みくださし、)。 



会: 




本機は公称インピーダンスが6 n 〜16 n のスピーカーに対応していまず。 

6 〇む上8 0未満のスピーカーをご使用の場台は、電源をオンにずる前に必ずインピーダンスの設定を行つ 
てください。（一36ベージ） 

スピーカーと本機の®および0端モどうしを正しく接続してください。 

スピーカーコードを接続ずるとさは、芯線をしっかりねじり、スピーカー端子からはみ出していないこと 
を確認して<ださい。芯線び U アパネルに接触した0、度)および©び接触すると保護回路び働いて電源び 
スタンバイ状態になることびあります。 

ノ 


ヴプウーファーの接続について 

サブウーファーの接続にスピーカーコードを使用することはでさません。アンプ内蔵サブウーファーとアナ□グ 
ピンケーブルによる接続を行ってください。 
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スピーカーの接続 
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## 
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旧 
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TOTAL 50 mA MAX) 
12VTRIGGER 


A 

ご a. 

OUTLET 

な 

I— •' 

t ご T ミ;ミさい. 

X) ■な下 


Q ) 



◎ 


サラウンドスピーカー 
左 （ SL ) 


サラウンドノ（ックスピーカー端テは、 
スピーカー B や、ゾーン2の接続もでさます。 


© 史 


7.1 チヤンネルサラウンド接続 
サラウンドバック ：サラウンドパック 

每ピーカー左 ( SBL ) スピーカーち （ SBR ) 


巨.1チヤンネルサラウンド接続 


] 


© 史 


◎ 

ソフソノ rvv ツソ ■ , ね:脚:レ东ピ /V 

スピーカー ( SB ) ' ■ 

◎ 


I スピーカ ー B 接続 I 


(® 

スピーカ ー B 左 （ L ) ■ :スピーカ ー B ち （ R ) 

■ 

(® 


I ゾーン2接続 I 



ゾーン2左 （ L ) 


ゾーン2ち （ R ) 


A 


◎ 


サラウンドスピーカー 
ち （ SR ) 


サラウンドバックスピーカー端子の用途によって、スピーカー出力端子の設定とスピーカーシステムの切り換え 
は政下のよラに行います。 

• ノーマル サラウンド接続 

スピーカー出力端子の設定：ノーマル 
• スピーカー目接続 

スピーカー出力端子の設定： Speaker 巳 
• ゾーン2接続 

スピーカー出力端子の設定 ： ZONE 2 スピーカーシステム： ON または OFF になります。 


スピーカーシステム： ON または OFF になります。 
スピーカーシステム： A 、 B 、 A + B または OFF になります。 



已 . Ich のスピーカーセットを接続するとをは 、 FRONT L / R 、 CENTER、SURROUND L / R および PRE 日 UT の 
SU 目 W 日日 FE 刊こ接続してくだ'さし )。 SURROUND L / R を接続せずに SURROUND 目 ACK に接続すると正しく 
動作しません。 


アンプ巧蔵 

パワードサブウーファー センター 



X. 


0 
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スピーカーの接続 
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サラウンド スピーカー 
ち （ SR ) 


サラウンド スピーカー 
を （ SL ) 


バイアンプ接続時は、スピーカー出力端子の設定とスピーカーシステムの切り換えは下のよラに行います。 
スピーカー出力端子の設定： Front 团 -Amp 
スピーカーシステム： A+B ( SP ^ AB ) が通常状態です。 

スピーカー端子回のフ□ント ch とスピーカー端子固の出力は同じです。 High / Low は回/回のどちらとでも接続でき 
ます。 


ネットワークび着脱でをるスピーカーの場合、ネッ 
トワークびがれたが態では効果び得られませんので 
ご注意ください。 


A フ□ントスピーカーの目 i - Amp 接続をするときは、 
アンプへの悪影響を防ぐため、スピーカーに付属 
ま意 されている Hi 呂 h - Low のショート金具は必ず外し 
てください。 

詳しくはスピーカーの取扱説明書ちご覧ください。 


日 i - wire (バイワイヤ)接続の場ち 


レーマル」または 「 Speaker 目」でシステムを組む場合は、目 i - Amp ではなく Bi - wire 接続び巧能です。スピーカー端子凶に、 
バイワイヤ U ング対応スピーカーの Hi 卽と Low の2本を並列に接続してくださし、。 



A 

ま意 


この方法で異なる2つのスピーカーを接続しないで 
<ださし、。 


フ□ント ch 用スピーカーがバイワイヤリング対応であれば、さらに高品位な目 i - Amp 再生が巧能です。 


ノレ r アン：^応 
スピーカー 


センター 
ピー カーに） 


フ□ント スピーカー 
左 （ L ) 


[hi か^^ 


LOW 戰興 



アンプ內蔵 
パワードサブウーファ 
( SW ) 


バイアンプ対応 
スピーカー 



フ □ントス ピーカー 
ちの） 
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各機器の接続 


他機器の接続を巧ラ前に 


本機の入カフアンクシヨンには、工場出荷時は！; TF の入力端子が割り当て6れています（リアパネルの端子表記)。 
通常はこの割り当ての通りに接続することをお勧めしますが、これ政外の接続を行ラことを巧能です。その際は 
入力設定の変更が必要です。〇は割り当てを変更でを、 X は割り当てが固定されていて変更でさません。 


目 D および HDMI 4端子は設定を変更できません。 

KURO LINK 設定を日 N にしているときは、 HDMI 端子は他の入カフアンクシヨンに変更できません。 


入カフアンクシ 

ョン 

入力端子 1 

デジタル音声 

HDMI 

1コンポーネント / D 4 映像 ■ 

DVD 

C 0 AX -1 

〇 

IN -1 

BD 

X 

( BD ) 

X 

TV/SAT 

0 PT -1 

〇 

〇 

DVR 

OPT - 吕 

〇 

IN -2 

VIDEO 

0 PT -3 

〇 

〇 

HDMI 1 

X 

HDMI -1 

X 

HDMI 吕 

X 

HDMI -2 

X 

HDMI 3 

X 

HDMI -3 

X 

HDMI 4 

X 

( HDMI -4) 

X 

CD 

C 0 AX -2 

X 

X 

CD - R/TAPE 

〇 

X 

X 

MULTI CH IN 

X 

〇 

乂 ※ 


m 

続 


※「マルチチャンネル入力の設定」（一99ページ)でビデオ入力を選択でさます。 



ついで 


本機に音声信号を入力するには、光デジタル/同軸デジタルまたはアナ□グ音声コードによる接続を行います。 
HDMI 対応機器であれば、 HDMI ケープルで接続して HD オーディオを入力することを巧能です。 

音声入力信号の切0換えを AUTO に設定している場を、下の優先順位で自動的に入力信号が選択されます。 


HDMI 入力は、工場出荷時は日 FF に設定されています。 


優先順位 


局し、 

/\ 


低し、 


端子とケーブルの種類 


HDMI 


同卽デジタル 

© <〇]»— 


光デジタル 


呂 


光ファイバーケースレ 


© 

© 


アナ□グ 



コンポジットコード(ホ/白） 


伝送可能な音声信号 


HD 音声 


従来のデジタル音声 


従来のアナ□グ音声 


■光ファイバーケーブルの取り扱いについて 

-急な角度に巧0巧ばないでください。保管するとさは、直径び]日 cm 以上になる 
よラにして < ださし、。 

-接続の隙は端子の向きを合わせてしっかり奥まで差し込んでください。誤った向き 
でむりやり挿入すると、端子び変形し、ケーブルを损いてちシャッターび閉ま5な 
くなることびあります。 



1已 cm じ(上 
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各機おの接続 
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本機は、入力された映像信号を異なる種類の信号に変換でさるビデオコンバーターを搭載していますので、1；1下 
のよラに映像コードの組み含わせを選ぶことがでさます。 


映像をテレビに表示する 


ソース機器か6の映像信号について、本機から出力巧能な出力端子は1；1下のとおりです。 



ソース 機器 

ソース機器との接続端子 


高画質 

へ 


-映像出力可能 


本機 


テレビ 


テレビとの接続端子 



HDMIOUT 


參參參 

Y Cb/Pb Cr/Pr 
COMPONENT VIDEO 
MONITOR OUT 

または 




D4 VIDEO 
MONITOR OUT 


© 


S-VIDEO 
MONITOR OUT 


m 


VIDEO 

MONITOR OUT 


ケーブルの種類 

(本書での表記） 





D1(480i) 信号のみ映像出力可能 


/? 

. コンポーネントまたは D4 端子から入力された1080が言哥ま、 HDMI か日は出力されません。 

. 入力された信号によっては、ビデオコンバーターび働かずに映儘び出力されないことびあります。その攝合はビデオコンバーター 
^の設定を OFF にして、入力機器とテレビの両方を同じタイプのコ^ドで接続してください。卜60ぺージ）_ J 


映像を録画する 

ソース機器からの映像信号を録画するには、コンポジットコードまたは S ビデオコードを使用して、それぞれの機 
器と必ず同じ種類のコードで接続します。そのほかのケーブルを使用したり、異なった種類のケーブルが混在し 
た接続では、正しく録画でをません。（一27ページ） 

いずれかの方法で接続 


巧咖 ] ff i 砸 [> 


hjmm ^'j mu ] 録画機器 

本機の 本機 本機の映像出力 、 

映像入力へ ( DVR 日 UT ) から 

f? A 

テレビによっては、 S ビデオ入力とコンポジット入力の両方を接続していると、信号のち無にかかわらず萬に S ビデオ入力び優先され、コ 
ンポジット端テでのみ接続している機器の映儘を見ることびでさない場合びありまず。詳しくは、テレビの取扱説明書をご覧ください。 

ん ぶ 

























































































































各機器の接続 
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I 戀戀 
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I^WHi suRamm surfoim) 


: ERS 

SURROUND 


禱 
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禱禱 

禱禱 


戀囑 

禱囑 


会 


機器の接続を行ラ場合には、必ず電源を切り、電源コードをコンセントから抜いてください。 


テレビと再を機器の接続 


テレビと再生機器 ( DVD プレーヤーやブルーレイディスクプレーヤーなど)を本機に接続します。 




で接続する 


テレビと再生機器の両方に HDMI 端子がある場をは、 HDMI による接続をお勧めします。 

• KUR 0 LINK 対応のパイオニア製フラットテレビやブルーレイディスクプレーヤー、または KUR 日 LINK と互換 
性のある他社製品などを、 HDMI ケープルで本機と接続することでこれらの機器との連動動作が巧能になりま 
す。詳しくは、 「 KUR 日 LINK 機能で HDMI 機器を連動動作させる」（一日2ぺージ)をご覧ください。 


接 

続 


HDM 阿応 

ブルーレイデイスクプレーヤーなど 


HDMI 対応再生機器 




光 C 
デジタル」 
音声出力 音声出力 

いずれかひとつのち法で接続, 


HDMI 対応テレビ 
(フラットテレビなど） 


この接続は、テレビの 
音声を本機で聞く場合 
こ必要です。_ ィ 


23 


i 細 




0W 



ii >§ 




ui . 


袋！ 


#- f 


0 


I ® 

E=E 


參參參 




爆 ® I 

















































































各機おの接続 


f . HDMI 11\1に入力された映像信号にはビデオコンバーター機能び働をませんので、必ず HDMI OUT から HDM 閒応のフラットパネ I 
ルディスプレイなどに接続してください。 

.KURO LINK 対応テレビおよび KUR 日 LINK と互換性のある他社テレビを接続する場合は 、 HDMI 0 UT 1 端テに接続してください。 
KURO LINK 機能は HDVII OUT ] 端子のみ使用でさます。 

.HDMI OUT 2端子にテレビを接続した焉合は、 HDMI 出力の設定を 「HDMI OUT 2」 または 「HDVII OUT ALL 」 に切り換えてくだ 
さい。（一72ベージ） 

. HDCP (デジタル内容保護)技術に対応していなし'!機器には接続できません。接続した場合は 「HDCP ERR 日 R 」 と表おされまず 。 HDCP 
に対応した機器を接続したときにもこの表示び出ることびありますび、映像びとぎれなく出力されれば不具合ではありません。 

[. HDCP 対応機器でも DVI で接続した場合は、正常に動作しない場合びあります。_ J 


AV アンプを経由すると HDMI 機器が正し<動作しないとまは 


再生機器 ( DVD プレーヤーやビデオ、セットトップボックスなど)の仕様によっては、 AV アンプを経由してテレビに 
映像や音声を出力でさない場合があ0ます。再生機器とテレビを直接接続すれば問題がなく、 AV アンプを経由す 
ると不具合が生じる場含は、再生機器の仕様をメーカーにお問い含わせください。 

このよラな再生機器をそのままお使いになるとさは、下の2つの接続方法が選択でさます。いずれの方まわ、 
HDMI でしか伝送できない音声のフオーマットは再生できません。 

接続例1 

■ I 「再生機器に HDMI 出力が無い場含の接続」（^2己ぺージ）をご覧<ださい。 

- >< U ット；再生時の操作方法が簡単です。 

-デメリット：映像をアナ□グで伝送するため、 HDMI の最高画質で楽しむことはでをません。 

-使用ち法；他機器の再生と同様に操作します。 

接続例。 

■ 再生機器とテレビを HDMI ケーブルで直接接続して<ださい。（映像のみ直接 HDMI 伝送します。） 
■本機と再生機器を音声ケーブルで接続して<ださい。 

■メリット：映像は HDMI でのデジタル伝送のため、最高画質を楽しめます。 

-デメリット：操作方法が传や複雑で、機器によっては 2 ch 音声しか出力されないことがあります。 

( HDMI 接続されたテレビの音声チャンネル数を検知して、再生機器側で出力を自動設定するため。） 
■使用ち法：この再生機器を使用する場含は、本機とテレビの入力を両方切り換えて<ださい。 
テレビの音量を最小にして、本機に接続されたスピーカーとテレビから同時に音が出ないように 
します。 


HDM 悔続について 

本機では HDMI 接続において!; TF のことに対応しています。 

• HDCP で保護されたコンテンツの伝送 

• Deep C 日 1(3 「信号の伝送(対応機器接続時） 

• x . v . Col 日「信号の伝送网応機器接続時） 

• さまざまなデジタル音声信号の再生 ( r 入カフアンクションの対応フォーマット」卜108ぺージ)をご覧くださし、。) 

• KURO LINK 機能を利用した連動動作(対応機器接続時） 


" x . v . Coior " および x . v.Color は、 ソニー 株式妄社の商標です。 

HDMI、HDMI □ゴ、および Hi 卽 -Definition Multimedia Interface は 、 HDMI Licensing , LLC の商標また 
は登録商標です。 
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各機器の接続 




も淵巧ぶぶ巧忘 



テレビに HDMI 入力端子があり、再生機器に HDMI 出力端子が無い場をは、テレビのみ HDMI で接続します。本機 
のビデオコンバーター機能により、アナ□グで入力された映像信号を HDMI でテレビに出力でさます。 

• テレビの音声を本機で聞く場をは、23ぺージをご覧になり、音声ケーブルの接続も行ってください。 

• 再生機器にマルチチヤンネルアナ□グ音声出力がある場をの接続については r マルチチヤンネルアナ□グ機器の 
接続」（一28ページ)をご覧ください。 

DV □プレーヤーなど 


◎ 


Jo 0 0 0 0 


◎ 


ち 

続 


いずれかひとつのち法で接続 

- D 映像 广コン.ボーネント^曲な I 中,ナ1っ 






いずれかひとつの方法で接続 

アナ□グ デジタル 

音青出力 n r 音芦出力- 
ち 左 同軸 光 
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IN 田 IN 芭 
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MULTI CH IN 
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HDMI 対応テレビ 
(フラットテレビなど） 
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各機器の接続 


テレビに HDMI 入力び無し、場合の接続 


テレビに HDMI 入力端子が無い場合は、それぞれの機器を映像信号はアナ□グで接続します。 

• HDMI IN に入力された映像信号にはビデオコンバーター機能が働さませんので、テレビにアナ□グ出力するこ 
とはでさません。 

• 再生機器にマルチチヤンネルアナ□グ音声出力がある場をの接続については r マルチチヤンネルアナ□グ機器の 
接続」（一 28 ページ)をご覧ください。 

DV □プレーヤーなど 


口） 〇 〇 1 I 0 0 0 0 0を) 



f ※ここでの HDMI ケープルによる再生機器の接続は、再生機器の HD 音声を本機で聞く場合に使用するをのです。映儘をテレビで見る 
には、別途アナ□グで映像の接続を行ってください。再生機器によっては、 HDMI と他の接続方法で映像を同時に出力することびで 
をなかったり、出力の設定び必要な場合びあります。詳しくは再生機器の取扱説明書をご覧ください。 
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* 禱禱禱禱禱 


HDD/DVD レコーダー、 
ビデオデッキなど 


HDD/DVD レコーダーやビデオデッキなどの録画機器 
を接続します。 

• 録画することを前提とする場をは、ソース機器と録^ 
画機器の映像信号をコンポジットか S ビデオのどち ^ 
6かに統一して接続する必要があります。また音声 
信号についてもアナ□グ接続する必要びあります。 


各機器の接続 


m 


禱 


參參 

晒 

CONTHOL 


mmm 

## 

0 戀禱 

戀 

響 ® 

mmm 

⑩ , 姻 2 Q|!I) 
H 


(OUTPUT 。"： 
TOTAL 50 mA MAXI 

12VTRIQGER 



(OUTPUT I2V-: 

nm 田 mAkMXI 
口 vmeGER 


禱禱馨禱戀 



衛星放送やケーブルテレビチューナー、地上波デジタ 
ルチューナーなどの映像機器を接続します。 

• チューナーにデジタル出力端子がない場含や、地 
上波放送などのアナ□グ信号を本機を通して楽し 
みたいとさはアナ□グ音声接続を行ってください。 

• MPEG-2 AAC 信号を再生するにはデジタル音声接 
続び必要です。 


衛星チューナー 
地上デジタルチューナ ー 


いずれかひとつの 
ち法で接続 
，-映像出力 一^ 

S に义映像 



1 DD / DVD 心つーダーや 
ごデオデッキの接続 


地上デジタル/衛: 
の接続 


る機器との接続 




® ® で 



® 8勇 I :ご 
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各機おの接続 


7ルチチヤンネルアナログ機 
器の接続 


ソース機器の已 . Ich アナ□グ出力端子と本機の MULTI 
CH IN 端子を接続して、マルチチャンネルアナ□グ信 
号を再生でさます。 HDMI を使用しないで DVD オー 
デイオや SACD を再生する場合や、本機の対応フオー 
マツト (-^1 日8ページ)政外のマルチチャンネル信号を 
再生したいとさに効果的です。 

DVD プレーヤーなど 


その他の音声機器の接続 


音声再生機器の接続には、アナ□グおよびデジタル接 
続がでをます。ドルビーデジタルや DTS ソフトを再生 
するには、デジタル接続が必要です。 


CD レつーダー、 
カセットデッキなど 


I 0 0 0 0 0 ◎ 


マルチチャンネルアナログ出力 

サブ 

— サラウンドつ厂ウファー- 
ちを 




し、ずれかひとつのち法で接続 

デジタル アナ□グ 

■音青入力1 r 音青入力 



DVR CWVTAPE 

our IN n OUT m 

I MULTI CHW PRE, 


參參- 

參參’ 


》## 

SPEAKERS 

囚 FfONT 的 flER si；rn ■: j 

SUWCUCMCK. 1 

D4 VIDEO 
OUT 

。戀戀 

戀 

戀® 

禱喔 

を #0 

® 馨戀 

禱 

戀戀 

禱喔 

> (OUTPUT I2V- 
TcmsOnVIMUCl 

口 vn 田 G 巧 




カセットデッキを設置する場所によっては、再生したとさ 
に雑音などび発生する場をびあります。これはアンプの卜 
ランスによるリーケージフラックス（漏れ磁束）の影響に 
よるちのです。このよラなとをには、設置ずる場所を変える 
か、アンプから離して設置してください。 


參參參 


mm 

(OUTPUT 。"： 
TOTAL 50 mA MAX 
12VTRIGGER 


wwwww 


ソース機器によっては、マルチチヤンネルアナ□グ出力の 
設定び必要な場合びあります。出力の ON / OFF 設定は ON 
にしてください。詳しくは、ソース機器の取掘説明書をご覧 
<ださい。 

ソース機器び6.1 ch /7. Ich アナ□グ出力に対応してし) 
る場合は、ソース機器のサラウンドバック出力端子は使巧 
しません。 

MULTI CH IN 端子に入力された信号は本機でタウンミッ 
クス処理を巧ラことびできません。 
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サブゾーン （ZONE 2) に別のアンプを用意して、図のようにをラー台のアンプとテレビモニターを本機に接 
続します。 


サプゾーン (ZONE 2) の機器 


本機(メインゾーン） 
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き機器の接続 


マルチゾーン接続に ONE 2 /ZONE 3) 


本機を操作して、本機のある部屋 CX インゾーン）とは別の部屋(サブゾーン)で本機につないだ機器の再生を楽し 
めます(マルチゾーン機能)。本機ではインゾーンとは別に ZONE 2と ZONE 3の2つのシステムを構築するこ 
とびでさます。六インゾーンとサブゾーンで同時に同じソースを再生することはもちろん、別々のソースを再生 
することをでさます。 


サブゾーンでは、下記のよラな一部制約があります。 

. 再生でをる音声はステレオ(アナ□グ)音声で、 HDMI で入力された音声は再生できません。また 、 MULTI CH IN 入力は再生できません。 
. I 」スニングモードや低音/高音調整などの各種音声機能は使えません。 

.ZONE 2 への 映像出力は、ビデオ（コンポジット)出力のみ対応しています。コンポーネントや HDMI は使巧できません。また 、 USB 
入力の JPEG 画像を表示させることはでさません。 

.ZONE 3 への 映像出力はでをません。 


m 

続 


2つめの部屋のマルチゾーン接続 



ZONE 2端子をほ用したマルチゾーン接続 


藝爆 | gp 馨. 
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3 つめの部屋のマルチゾーン接続 



サブゾーン (ZONE 3) に別のアンプを用意して、図のようにちラー台のアンプを本機に接続します。 


ヴプゾーン (ZONE 3) の機器 


本機(メインゾーン） 




關 1 BD IN 

AABSSPIK 

D-6 


iNg IN 且 


1(KURO 
LINK) 


OJAXIAL" 

IN 田 


各機器の接続 

SURROUND 己 ACK 端子を巧用したマルチゾーン接続 

図のよラにテレビモニターとスピーカーを本機に接続します。この接続の場合、メインゾーンは已 . Ich サラウン 
ド出力までとなります。 Suit 目 ack System の設定は ZONE 2 を選択してください。（一37、日3ページ） 

サブゾーン (ZONE 吕)の機器 本機(メインゾーン） 
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.達! ® 


パイオニア製品 




他社製品 


き機器の接続 


プリアウトをほったパワーアンプの接続 


rSurr Back System の言受定」（一93ぺージ）と連動して、 PRE 日 UT 端子の SURROUND 目 ACK わ、ら出力される 
音声が！; TF のよラに変わります。他のパワーアンプなどを接続する場をはごを意ください。 

[ノーマル]のとき：サラウンドバックチヤンネルの音声 
[Speaker 巨]のとき：ダウンミックスされた 2ch の音声 
[Front Bi-Amp] のとき：フ□ントチヤンネルと同じ音声 

[ZONE 2] のとき： ZONE 2で選択されている入カフアンクシヨンのアナ□グ 2ch の音声 (Z 日 NE 2日 N のときのみ） 


フ□ント 


センター 


サラウンド 


サラウンド A ‘ック 


アンプ巧商 



この接続を行った場合、個々のア 
ンプの能力やボ U ューム位置など 
により音場補正を正確に行ラこと 
びでをない場合びあります。 


旧 レシーバーを ほって集中コント□—ルする 


ステレオ機器などを、キャビネット巧などの U モコン信号が届かない場所に設置している場をでを、市販の旧レ 
シーバーを使用して、 U モコンでシステムの操作ができます。本機や接続した機器(パイオニア製品だけでなく、 
他社製品を含む)が操作でさます。マルチルームの U モコン操作などにち使用でさます。 




m 


旧レシー八一 


旧接続は、旧端子を装備している機器を使巧してください。 

接続に必要なケーブルの種類については、旧レシーバーに付属の取扳説明書を参照してください。 

旧レシーバーの U モコン受光部に壁光むから強い光び直接照射されている場合は、リモコン操作びできないことびあります。 
他社製品では旧といラ名称び使用されていない攝をびあります。お使いの機器に付属の取损説明書で確認してください。 

フ□ントパネルの U モコン受光部と旧レシーバーの IJ モコン受光部び同時に受信した場合は、旧レシーバーび優先されます。 
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各機器の接続 


化のパイオニア製品をつないで集中コント□ールする 


コント□ール入力/出力端子の付いた複数のパイオニア機器を、本機の U モコン受光部を使って集中コント□ール 
することができます。リモコン受光部を持たない機器や、受光部が信号を受けられないところに設置した機器を 
U モコン操作び巧能になります。 


餐獲)參こ 

® 咖 

CONTROL 



◎ 


口 


〇 〇 〇 〇 C 


r 石〇 


本機 

本機の U モコン受光部に向けて 
本機のリモコン 送信して<ださい。 



] ント□ール入力端子付きの 
他のパイオニア製品の 
CONTROL IN 端子へ 


コント□ール入力/出力端モ 
付さの他のパイオニア製品 


本機の CONTROL IKI 端子にコント□ールコードを接続すると、リモコンを本機に向けて直接操作することはできません（リモコン 
信号受光部び機能しな < なります)。 

接続には巿販のモノラルミニプラグ付き〕ード姬抗なし)をお使いください。 

コント□ール端子の接続をずる場合は、必ずオーディオコード、映像ケーブルまたは HDMI ケーブルち接続してください。デジタル 
接続だけでは、システムコント□ールは正しく動作しません。 


2 V トリガー巧応機器の接続 


12 V卜 U ガー対応機器を本機に接続することで、システム動作を行います。本機の入カフアンクシヨンを選ぶだ 
けで、12 V T 阿 GGER 端子に接続された機器へ制御信号が送6れます。連動設定については「12 V卜 U ガー端子 
の連動設定」（一99ページ)をご覧< ださい。 



12 VHJ ガー対応機器 
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r . 接続には巿販のモノラルミニプラグコード(抵抗なし）をお使いください。 

32 • 12 y TR に GER 端子か6は最大で DC 12 V /已0 mA (3 端デ I タル)び出力されまず。 
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RS-232C ケーブル 
(ク□スタイプ） 



パソコン 


Microsoft®, Wind 日 ws®Vista，Wind 日 ws ⑥ XP， 
Wind 日 ws®2 日日日は米国 Microsoft C 日の oration の 
米国およびその他の国における登録商標または商標です。 
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各機器の接続 


パソコンを接続して残響特性を面送する 


アドバンスド MCACC (-<37、87ページ)で測定した部屋の残響特性や MCACC のパラ六ーターを、パソコンの 
画面上で詳し < 確認でをます。 

残響特性の結果をパソコンの画面で確認する場合には、測定前にあらかじめ本機とパソコンを RS-232C ケーブ 
ルで接続します。 

パソコンに転送して表示するには、1；|下の条件を満たしている必要があります。 

パソコン本体 g 

• OS (オペレーテイング* システム)が、 Microsoft® [Windows Vista Home Basic/Home Premium/ ^ 
Ultimate SPl」、[Windows® XP Professional/Home Edition SP3」、「Windows® 2000 の。 
Professional SP4」 であること 
. 画面解像度び800 X 日日日ドット上であること 
.RS-232C ポートを搭載していること 

(COM ポートの接続についてはノ ':ソコンのメーカーへお問い合わせください） 

RS -232 C ヶーブル 

. ス-ス：ク□スタイプ(インターリンク、 U バースタイプなど)を使用すること 
専用アプリケーション•ソフトおよび専用取扱説明書 
. 下記 URL でお客様登録をしたあと、ソフトウェアダウン□ードへ進み、ダウン□ードしてください。 
http://pi 曰 neer.jp/supp 曰 It/ 

• 詳しくはダウン□ー ドした PC アプ U ケーションの取扱説明書をご覧ください。 

|^/-トパソ〕ンなど?^5-232仁端子びないパソコンの場合は、市販の113巨一1=13-2320変換ケーブル(113巨-シリアルケーブル)を1 
使い、 USB 経由で接続することも可能です。 
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各機おの接続 


前面端子に機器を接続する 


前面端子に HDMI 対応機器や iPod 、 US 目メモ U - を接続して、本機で音声や 
映像を楽しめます。 

前面端子を使用するとさは、 PUSH OPEN タブを巧して端子カバーを取りが 
します。接続の前に本機の電源をオフにしてください。 



HDMI 対応機器を接続する 


HDMI 出力端子があるビデオカメラやテレビゲーム機 
などを前面端子に接続して、簡単にこれ6の機器の映 
像や音声を楽しめます。接続には HDMI ケーブルを使 
用します。 

f 接続する機器によっては、専巧の接続コードび付属している場1 
合びあります。詳しくは、接続ずる機器の取扱説明書をご覧く 
ださい。 


— 户 \ VIDEO む " ERA 

] 雜 ㈱ 思圖 画 

MCACC SETUP MC U 巧 HOUM 



iPod を臟する 


iP 日 d を接続して、 iP 日 d の音楽や映像を本機で楽しめ 
ます。接続には付属の iPod ケーブルを使用します。 
iPod の再生については、 nPod をつないで再生する」 
卜43ぺージ)をご覧ください。 

r . iPod の接続には、 iPad に付属のケーブルち使巧でをます I 
び、その場合は iPod の映像を本機を通して見ることはで去 
ません。 

. iPod の接続については、 iPod に付属の取扱説明書もご覧 
<ださい。 



A 円 



iPod 


USB メモ y — を接続ずる 


お手持ちの US 目>(モ U- を接続して、 US 目>(モ U- に記 _ 

録されている音楽/画像ファイルを本機で再生できます。 ゴ胃 

US 目;><モ11-の再生については、 rus 目><モ11-を再生 ~ rrri ~ 


する」（一4已ページ)をご覧ください。 
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• 本機とパソコンを US 日ケーブルで接続して音楽ファイルを再 
生することはでをません。本機び対応している US 巨メモリー 
は、が付け八ードディスクや携帯フラッシュメモリー、マルチ 
カード I 」 ー ダー、デジタル カメラ、 デジタル オーディオ再生 
機( FAT 12、 FAT 16、 FAT 32のフォーマットに対応)などの 
USB マスストレージクラスに属する機器です。 

. 本機ではずべての US 巨;^モ U —の再を、および電源の供給を保 
証できない場合びありまず。また、本機と接続したことで 、 USB 
メモ U —のファイルび万一損失した場合、当社は一切の責任を 
負ラことびできませんので、あらかじめご了承ください。 


US 目メモリー 

































































各機器の接続 


電源コードの接続 


すべての接続が終了したら、電源コードを家庭用電源コンセント (AC 1日日V)に接続します。 


電源コードのつなざかた 

本磯の電源コードは極性管理されています。音質向上のため、極性を合わせることをお勧めしまず。下図のよラに電源 
プラグの N マークのある側をコンセントの幅の広い方（アース側）に合わせて差し込んでください。 


/!\本機の電源コードは着脱式になっていまずび、付属しているコード(電流客量1日 A 、 機器側 2 P プラグイン 
壁化ソケット方式)がの電源コードはご使用にな5ないでください。 


霞 


巧 

続 


公弥インピーダンスが60似上80未満のスピーカーをご使用の場をは、電源コードを接続後、電源 
をオンにする前に必ずインピーダンスの設定を行ってください。（^36ぺージ） 



[. 電源コードをコンセントに差し込むと本機の電源びスタンバイになります。この隙、2秒から10秒間、 HDMI に関する初期化動作 

を行います。初期化中は HDMI インジケーターび点滅しますので、点滅び終了してから本機の操作を行ってください。 KUR 0 LINK 
設定卜巨3ぺージ)を OFF にすることで、この処理は行われなくなります。 

• 旅行などで長期間本機を使巧しない場をは、必ず電源コンセントから電源コードを振いておいてください。長期間、電源コードを损 
いた状態でち、本機で設定した各種設定び消去されることはありません。 

. 電源コードを旅くときは必ず本体をスタンバイ状態 ( ST 冉 ND 目 Y /0 N ボタン中央のインジケーターび消なした状態)にしてください。 



電源について 

本機の電源は、 U モ]ンの AV アンプ (!) ボタン(またはフ□ントパネルの 0STAND 目 Y/ 日 N ボタン)を押すたびに、 
オンとスタンバイび切り換ります。オンのときは OSTAND 目 Y/ 日 N ボタン中央のインジケーターが点灯します。 
ただし、スタンバイ状態でも KUR 日 LINK 設定が日 N になっているときは、インジケーターび点灯することがあ 
ります。（一目3ぺージ） 

※電源を入れることを r オンにする」、電源を切ることを r スタンバイにする」といいます。 


モ備コンセント (AC OUTLET ) の接続 


[連動100 WliTF ] 

本機の電源スイッチの ON/STAND 巨丫（日 FF) の切り換えに連動して、接続した機器の電源を日 N/OFF でさます。 
接続した機器の消費電力が100 W を超えないよラにしてください。 
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AC OUTLET 

ご注意： 

テレビや モニターは 
を続しないでください。 
■ 连動100 W 1 U 下 


連動100 wiy 下 


A . 消費電力がパネルに表示されているワット数を超える 
ような電気器具(暖房、アイ□ン、テレビ、トースター、 
C + 旨 ドライヤーなど）は絶対に接続しないでくださし、機 

に’。、 器の故障や火災の恐れがあります。 

• 表示されている消費電力が本機のパネル表示値よ〇少 
なくてちテレビ、サブウーファー、パワーアンプは接 
続しないでください。電源を入れたとをや大きな音で 
再生ずる場合に大きな電流が流れ、本機の故障の原因 
となることびあります。 



























































基本設定 


スピーカーインピーダンスの切り換え 


スピーカーインピーダンスの設定は、日 QL ツ上8 n 未満と8 n 〜1日 n の吕通りありまず。お手持ちのスピーカー 
び日 niiLhS n 未満の場合は L ツ下の手順で設定を変更してください。（工場出荷時は8 Q~16 n に設定されて 
います。） 


2 3 4 2 




スピーカーインピーダンスび 
8 n 〜1日 n の場合 


ISPEAKE い60 H 

スピーカーインピーダンスび 
已 ni；Lh8 n 未満の場合 


1 電源びスタンバイ状態であることを確認ずる。 


2 De"t" enter を押しなび5む standby / 

+ ON ボタンを押ず。 

- 表示部に RESET ◄NO ► と表示されます。 

© 


3 t / ♦ボタンを繰り返し押して、 

SPEAKER ◄ 8 D ►を表示させる。 


4 主厶 和/-►ボタンを繰り返し押して、 

SPEAKER 8 n または SPEAKER 6 n 
を選ぶ。 
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基本設定 


スピーカーの 自動設定を巧ラ 〜フルオート MCACC ' 


本機のフルオート MCACC では、従来のマニュアル調 
整では難しかったさまざまな設定を、自動で高精度に 
測定、設定することができます。スピーカーか6出力 
されるテストトーンを付属のセットアップ用マイクで 
測定し、解析します。フルオート MCACC での測定項 
目と全体の流れはち記のとおりです。 


ち記の〜感の測定/解析にかかる時間 

_ ©合計3〜7分程度_ 


A 測定中は大さな音でテストトーンが 
出力されます。近隣住宅やルさなお子様 
ま意 などへのご配慮をお願いします。 


I Suit Back System の設定 
測定、設定値の保を先選択 


初期測定（測定環境のチ王ツク） 

①暗騒音馆 C 屋の騒音）の測定 
⑤マイク感度の診断 

③各 ch のスピーカー有り無し、および極性の判定 


お客様によるスピーカーの有0無し判定結果の確認 
(または修正） 


システム全体の解が/測を 

感 スピーカー システム 

(各 ch の低域再生能力を判定） 
スピーカーの 出カレベル 
(各 ch の出カバランスを補正） 
スピーカーまでの 距離 
(最適なディレイ値を解析） 
定在波制御 
(定在波の影響を軽減） 

残響特性の測定 
視聴環境の周波数特性 
(出力音声の音色を統一） 


⑥ 

⑥ 

⑦ 

感 

⑨ 


入力规 Pod US 巨になっているとをは、自動設定を巧うことびでをません。また、 ZONE 2や ZONE 3び ON のときも自動設定を行 
ラことびでをません。 

測定は静かな環境で行ってください。 

セットアップ巧マイクは、=脚などを使用して U スニングポジションの耳の高さに設置してください。 （= 脚び無い場合は、なるベ 
く =脚に代わる电のを用意してください。テープルやソファの上などに置くと、正しく測定できない場合びあります。） 
スピーカーと U スニングポジション(マイク)の間に障害物びあると、正醒に測定でをない場合びあります。 

測定中は U スニングポジションから離れて、各スピーカーのが側から U モコンで操作を行ってください。 

自動設定中に静止画面を已分間放置すると画面にスク U —ンセーバー機能び働をますび、いずれかのボタンを押ずことで再び同じ 
画面を表あします。 

測定を途中で中断したとさは、それまでの測定内容は確定されません。 



本機とテレビの電源を入れる。 

本体のむ STAND 目 Y/ 日 N ボタンを押します。 


サブウーファーを接続しているときは、測定のためサブウー 
ファーの電源を入れてボ U ュームレべルを適度に上げておいて 
<ださい。 

テレビに本機の GUI 六ニュー画面び表示されるよラテレビ側の入 
力切換を合わせて < ださい。 


2 付属のセットアップ用マイクを接続ずる。 

U スニングポジションにマイクを配置します。 

マイクの接続は;欠ページをご覧ください。 

マイクを差し込むとフルオート MCACC 画面び表示され 
ます。 


畳本設定 
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基本設定 


2 


兰脚などの上にセットアップ巧]セットアップ用 
マイクを固定してください 。マイク 
U スニングポジションに設置し 、, 
マイク部をちの高さに合わせ 
て < ださい。 


ーマイク部 



お手持ち 
の王脚 


フ□ント 

スピーカーち ( R ) 



♦ , 

パワード 
サブウーファー 
( SW ) 

フ□ント 

スピーカーを ( L ) 


サラウンド 
スピーカー 左 ( SL ) 



サラウンド 
スピーカーち ( SR ) 


サラウンドバック 
スピーカーち ( SBR ) 


3 


PUSH OPEN タブを巧して'端子 

九 J く一を取り外します。 

MCACC SETUP M に端テに付 
属のセットアップ用7イクを差し込 
んでください。 


付属のセットアップ用マイクを、 TV モニターの近<に置いて 
オートセツトアップを行わないで<ださい。また、テーブルや 
ソファなどの上にマイクを置くと、正確に測定でをない場合び 
あります。 


サラウンドバック 
スピーカー を ( SBL ) 


直青 ま示 CH 

□ □ CZHI] 

TV CTRL 区 V7 ンブ 1 

□ □ - 3 

リモ〕 



3,4 


づ IAV アンプI ボタンを押してか5、 t ボタンで 

Surr Back System を選択して、和崎ボタンで 
サラウンドバックスピーカー端子の用途を選ぶ。 

Surr Back System の項目は、用途によってしツ下の設定 
を選択します。 

• ノーマルサラウンド接続の場合：[ノーマル] 

• バイアンプ接続の場合 ： [Front Bi - Amp ] 

• ゾーン2接続の場合：区 ONE 2] 

• スピーカー目接続の場合 ： [Speaker B ] 

詳しくは、「スピーカーの配置/使用ノく夕ーンを選ぶ」 

(一1已ページ)をご覧ください。 


4 



已 



4 t ♦ボタンで[スタート]を選択して巧定ずる。 

オートセットアップの自動測定に進みます。 

手順已へお進みください。 

A オートセットアップのテスト I ンは大音量です。 

ルさなお子様び近くにしぶ場合などはごを意ください。 
ま意 ボリュームを下げることをでをますび、正し<設定さ 
、 _れない場合びあります。_ ノ 

測定/設定値のな存先 (EQ ； SYMMETRY の保存先)を変 
要したいとさは、 t ボタンで項目を選択し、■■►ボタン 
で内容を変更してから[スタート]を選択します。 


5 自動測定び開始されまず。 

最柳こ初期測定娜定環境チ X ック)び行われます。 

0音騒音：暗騒音括 P 屋の騒音)の測定 

マイク□フォン：マイクの感度を診断 

スピーカー YES/NO :各 スピーカーの 有り無し、および 

極性の判定 

「暗騒音」および「マイク□フォン」のチェックでエラーび表示 
されたときは、測定環境およびマイクの接続をちラー度確認 
し、[ I 」トライ]を選んでもう一度測定ずることをお勧めしまず。 
-►でじ欠へ進む]を選択し、：欠の測定へ進むこともできまず。 












































































ち 


6 


エラーび 表示された5 

判定結果でエラーび表示された場合は、スピー 
カーの接続を間違えている可能性びありまず。[ I 」 
トライ]してち結果び同じような場合は一度電源 
を切り、スピーカーの接続を確認してください。 
また、途中で測定エラーによる警告び表あされて 
いる場合びありますので、そのとをは画面の指示 
に従ってください。指おの詳しい内容については 
「ホームメニューでの MCACC (音場補正)時に表 
示されるメッセージの意味」（一116ページ)をご 
覧< ださい。 


スピーカー有り無しの確認画面で、 SW を 「 NO 」 
から 「 YE 引に直して決定すると、サブウーファー 
のレベルを確認するためにヴプウーファーのみ 
再測定を行います。 


7 


サラウンド glKD 分巧 
スビーカーシステム 
►スビーカー出カレベル 
スピーカーまでの狙 ■ 
定在坦 
巧 


Aco C 


Q Pro 


•:々 


HOME MENU へ 


8 


7 


つ J レオート MCACC で測定した部屋の鶏響特性を確 
認することびでさます(一日日ページ)。ここでは補正 
後の鶏響特性を予測値で表示します。実測による捕 
正後の残響特性を確認したい場をは、残響特性の測 
定を行ってください(一87ぺージ’)。 


8 


基本設定 


スピーカー有り無しの確認画面になりまず。 

スピーカーの判定結果にエラーや逆相びな<、確認画面 
で何も操作びないときは10秒後に自動で手順7へ進み、 
オートセットアップび再開されます。 

スピーカー有り無し料定については、し i (下の表をご覧く 
ださい。 


スピーカー有り無し確認画面の見かた 


有無 

スピーカ^^ 

接続している 

接続していない 

規定外の接続 

L/R 

フ□ント左ち 

YES 

エラー 

… 

C 

センター 

YES 

NO 

… 

SL/SR 
サラウンド左ち 

YES 

NO 

エラー 

SBL/SBR 
ヴラウンドパック 

YES 

NO または—— 

エラー 

SW 

ヴブウーファー 

YES 

NO 

… 


スピーカー有り無し判定結果が正しいとさ 

[0 K ] を選んでミ夫定ボタンを押します。 

もう一度自動測定をやり直ずとを 

[ I 」トライ]を選んでま定ボタンを押します。 

スピーカー有り無し判定結果び間違っているとを 

[ I 」トライ]を選んでもう一度自動測定をやり直してみて 
ください。それでち間違ってしまラとをは、■►ボ 
タンで正しし馈定に直したあとま定ボタンを押します。 

を巧と表示された場合は、スピーカー接続の極性 (+/ —) 
び間違ってし、る可能性びあります。 

接続が間違っているとき 

電源を切って電源コードをコンセントから抜を、スピー 
力一を正しく接続し直してください。接続び終わったら、 
もラー度フルオート MCACC を行ってください。 

接続が正しいとき 

さまざまな要因によ D 逆相と表示される可能性びありま 
す(一115ページ)。その場合は、[なへ進む]を選んでミ夫 
定ボタンを押してください。 


補正用測定び開始されまず。 

スピーカー システム；各 スピーカーの 低域再生能力判定 

スピーカー出カレベル：各 ch の出カバランスを補正 

スピーカーまでの距離；スピーカーまでの距離を解析 

定在波制御：定在波の影響を軽減 

歹丢響特性：残響特性の測定 

Aco Cal EQ Pro :出力音声の音色を統一 

これらの自動設定には接続しているスピーカーの数に 
よって3〜7分程度かかりますので、手順8の画面になる 
までしばらくお待ちください。 


HOME MENU 画面び表示された5自動測定は終 
了でず。 

必ずセットアップ用マイクを本機から抜いてください。 


la. フルオート MCACC 

AV アンプ 


10 _ _ 

Km I リトライ I 





2. MCACC データチ;1ック 
3•データ ■« 

4.システム!9定 


昼本設定 


ががなががなが 


R B B L W 

C R S S S S S 
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基本設定 


入力端子の割り当てを巧ちする 


機器の接続をする場合は、 r 他機器の接続を行ラ前に」（^21ぺージ)の表をご覧になり、入カフアンクシヨンが 
割り当てられた端子に接続することをお勧めします。それ！;!外の接続をした場合は、各入カフアンクシヨンの入 
力端子の割り当てを変更します。 

そのほか、下の接続を行ったとさわ必ず設定を行ってください。 

. リアパネルのデジタル音声入力端子に記載された工場出荷時の設定と異なる接続をしたとさ。 

デジタル音声入力の設定 ( Di 呂 ital In ) 

. HDMIl 〜3端子に接続した HDM 關応機器を、 HDMIl 〜3似外の入力で再生したいとき。 

一 HDMI 入力の設定 (HDMI Input ) 

HDMI 入力の設定をする場合は 、 KURO LINK 設定卜日3ぺージ)を日 FF にしてください。 

. コンポーネントビデオ映像入力端子、または D 4 ビデオ映像入力端子に映像機器を接続したとさ。 

ーコンポーネント / D 4 ビデオ映像入力の設定 ( C 曰 mp/D In ) 



音亩 表示 CH 

□ □ EW 

_ TV CTRL 防7ンプ 1 

□ □ 

リモコ;/ SS 


3〜〇 


7 

2 



1 

IAV ァンプ1 リモコンを AV アンプ操作モードにする。 

y 

A 

ホームメニュー ボタンを押ず。 



メこューホームメニュー画面び表示されます。 

3 

[4. システム設定]を選んで巧定ずる。 

4 

[ b . 入力端子の設定]を選んでミ夫定ずる。 

已 

変更したい入カフアンクシヨンを選ぶ。 


6 変更したい設定を選んで、割り当てたい入力端子 
を設定ずる。 


たとえば、光デジタル端子 ( IN 邸を使って DVD プレー 
ヤーを接続したときは、 r 入力」での VD 」 を選びの i 巨 ital 
In 」 の設定を [0 PT -2] に変更します。また、 D 4 VIDEO 
IN 囚こ入力した映像信号を再生したいときは、 rComp / 
□ In 」 の設定を [ IN -1] に設定します。 

/ ^ 戻るボタンを押ず。 

ろ I [ 入力端子の設定]を終了します。 

ホームメニューを終了するときは、因 g - を 
押します。 
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基本再を 


アンプか6音を出す〜基本再を〜 


接続した機器を再生するときの手順です。本機では、「音声入力信号の切り換え」（一42ページ)で入力信号を選 
んで、 ru スニングモードでいろいろな音を楽しむ」（一48ページ)で U スニングモードを選ぶことが主な操作です。 


AV アンプ 入力。器 

. 


0- 


心 


IV 

iPod USB 


DVR HDMI 

CD-R VIDEO 

入力切換 

田田 


_ _ nuMiuui 

I 11 I 21 I 31 

有宙抑 ft MCACC スリープ 

囚回回 

SBc 诚 ® 乃 □ か TJ ディマー 

山山山 

_ CH レベル _ 

い ]I 0 I ド夫を I 


回 I 入力 I 

テとピコントロゴし 

チ心を 
白白 



AI/TO/ALC/ _ -ij- 

口 AECT STCREO STANDARD ADV SURR 


[ o/c 


国 . 


_ PQLS 

囚回因凹 


有宙 R 示 

□ □ 


[ ZH ±] 

TV cm W7'J0\ 

□ □ m-m- 


-2 

4 


-7 


-5 


3 


1 

再生ずる機器の電源を入れる。 

2 

AV 7 ンプ 
© 

本機の電源を入れる。 

(本体の場含は、む STAND 目 Y / ON を押します。） 

3 

IAV アンプ1 

リモコンを AV アンプ操作モードにする。 


yi 入力切換 

w 因因 


iPod USB 

□ 


再生ずる機器を選ぶ。 

ボタンを押すたびに入力機器び切り 
^ pR HDMI 換わります（本体の場合は input 
W ^ v^o SELECTOR で選択します)。 

□ □□□ マルチコント□ールボタンで直接選 
択することもでをます。 

また、必要に応じて音声入力信号の 
種類を選びます。「音声入力信号の切 
り換え」（一42ページ） 

b お好みのリスニングモードを選ぶ。 

ST ^ DA^R ru スこングモードでいろいろなちを 

©四回因楽しむ」卜 48 ペース 

_因_ 

6 再生機器の再生を開始ずる。 


7 


な .5 

曰呈 



消音 


音量にごし1て 


MCACC などにより正確にチヤンネルレベルを補正した場合、0 dB び映 
画館での再生音量とほぼ同等になりまず。 （0 dB は大音量です。近路住宅 
やルさなお子様などへのご配慮をお願いします。） 

大音量び出力されないよラに、最大音量を制限することびでさます。「音量 
制限を設定する」（―10□ページ)をご覧ください。 


再 

を 


音量を調節ずる。 

- 80 dB 履ル値）から+12 dB (最大値） 
の範囲で調節でをます（本体の場合は 
MASTER VOLUME で調節します)。 
一時的に音を消したいとさは、消音ボタン 
を押します。ち5—度押すか、音量を調節 
することで解除します。 
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基本再を 


音声入力信号の切り換え 


本機では各入力についてアナ□グとデジタルの入力信号を切り換えることびできます。 



の 

回 

国 

2 

-0 

回 

S 


回 

茵 

& 


回 1 

m 

回 


PQLS 

1 〜1 r" 11 "1 r^i 

1 

邑声 S の CH 

TV CTRL IAV7 ンフ 1 
( 1 1 1 


1 _ 1 _ 1 

リ モコ ;/ SS 



r . デジタル入力端子、および HDMI び割り当てら 
れていない機器の音声入力は、 ANALOG に固 
定されていまず。 

• 非対応のデジタル信号は再生でさません。そ 
の場合はアナ□グ接続を行い、音声入力で 
AN ALO 曰を選択してください。 

. カラオケ機器のマイク音声、およびアナ□グ 
オーディオのみ収録されている LD の音声はデ 
ジタル出力されません。これらを再生するには 
必ず ANALOG を選択して < ださい。 


1查?]リモコンを AV アンプ操作モードにする。 


2 严吉切換 再生したい入力信号を選択ずる。 

4 I 音声切換ボタンを押すたびに、し U 下のよラ 
に切り換わります。 

广 AUTO 一 ANALOG 一 DIGITAL 
I- PCM «- HDMI «-1 

• AUTO にしたときは、 HDMI 一 DIGITAL 一 
ANAL 日 G の優先順位で自動的に入力信号を選 
択します。 

• AUT 日が選択されていると CD などの PCM 音 
声を再生したとさに巧の頭が切れることがあ 
ります。その場含は PCM を選択してください。 

• PCM 選択時は、 PCM 音声のみ出力します。 
PCM 音声専巧のため、 PCMU (外の信号では 
音が出ずにノイズが出ることがあります。 

•「 HDM 眉声出力の設定」（一己8ぺージ）で 
「 THR 日 U 白 H 」 を設定してし^ると、音声は本機 
からではな<テレビから出力されます。 


. 音声切換ボタンで AN 冉 LOG を還おした状態で DTS 対応の LD を再生 
すると、 DTS の原信号びそのまま再生されるため、ノイズび発生しま 
す。入力信号は必ず DIGITAL を選択して < ださい。 

. DVD プレーヤーの機種によっては、再生で去るデジタル信号に制限 
びありまず ( DTS 信号を出力しないなど)。詳しくは、お使いの DVD プ 
レーヤーの取扱説明書をご覧<ださい。 


へツドホンで聴く 




〇 


〇 



m 


1 へッドホンを PHONES 端子に差し&む。 

差し込むとスピーカーからは音び出なくなります。 


な A 

. IJ スニングモードは 「 STEREO 」、「 ALC」、「PURE DIRECT 」 または 「PHONES 
SURROUND 」 び選おできまず。 

. 各 U スニングモードの効果は 2 ch にダウン S ックスされまず。 

• へッ ドホンを差し込むとスピーカーからは音び出なくなります。ただし、 
MULTI CH IN 入力のときはサブウーファーからのみ音び出まず。 

. MULTI 巳 H IN 入力のとをは、 L / R チヤンネルの音声のみをヘッドホンか 
ら出力します。 

. へッ ドホンを差し込んでいるとさは、ホーム六ニュー画面で各種設定を行 
ラことはでをません。 
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iPod をつないで再生する 


iPod の再を 


本機と iPod を接続して、 iPod の音楽や映像を本機で楽しむことができます。 
iPod の接続については、 「 iPod を接続する」 （-^34 ページ)をご覧ください。 



.楽を再をする 


2 


入力なお 

•© 


DVD 己 D DVR HDMI 

□ □ □ □ 

TV CD CD-R VIDEO 

□ □ □ □ 
iPod US 巳 _ 入力切巧 

-■ 因因 



IHDDI IDVDI I 〇 I I >rj 
THX PHASE CTRL がな届弦 

rTr\ -- 


PQLS 

I「■■ 11 ■] r^i 


2 


メインゾーン 



ゾーン吕 



本機とテレビの電源を入れる。 


2 



iPod USB iPod US 己ボタンを押ず。 

フ□ントパネルの表示部に 「 Loading 」 と 
表示され、 iPod び正しく接続されているか 
どラかの確認び巧われます。 

接続び完了すると、テレビ画面に iPod の 
トップメニューび表示されます。 

• iPod USB ボタンを押したあとに 「No Device 」 

と表示された場合は、電源を切ってから本機 再 
と iPod の接続をやり直してみてください。 gi 


再生したいカテゴリーを選んでミ夫定ずる。 

カテ3 U —はし:!下の中から選びます。 

選んだカテ 3 U —の U ストび表示されます。 

Playlists 

Artists 

Albums 

Songs 

Podcasts 

Genres 

Composers 

Audiobooks 

Shuffle Songs 

再生したいリスト（ジャンル、アルバム 
など)を選んでミ夫定ずる。 


已手順 4 を繰り返して、聞きたい巧を再生ずる。 

再生機能を使っていろいろな再生び可能です。詳し<は 
r 再生機能について」（一44ページ)をご覧ください。 



本機は 、 iPod nanoJPod classicJPod touch 、 iPhone の音声および映儘の再生に対応しています。第已世代切降の iPod は音声 
の再生のみ対応しています。ただし、モデルによっては一部機能び制限されまず。 
iPod shuffle には対応しておりません。 

iPod のソフトウェアびちいと正常に動作しないことびありまず。必ず最新の iPod ソフトウェアでお使いください。 

iPod は、善作権のないマテ U アル、または法的に複製•再生を許諾されたマテリアルを個人び私的に複製•再生するために使巧許諾 

されるをのです。善作権の侵害は法律上禁止されています。 

パイオニア製品から iPod のイコライヴーを操作することはできません。本機に iPod を接続する前に、 iPod のイコライヴーを「才 
フ」に設定することをお勧めします。 

本機と iPod を組み合わせてご使巧の際、 iPod のデータに不具合び生じても、当社は一切の責任を負ラことびでをませんのであらか 
じめご了承 < ださい。 

本機の GUI 画面で表示でをない文字び iPod に記録されている場合、その文宇は「#」で表示されます。また、ゾーン2画面で表おでを 
る文字は英数字のみです。 
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iPod の再を 

再生機能について 


■ 再生画面について 

フアイルの再生を行ラと！;!下の画面び表示されます。 


メインゾーン 



ゾーン2 


► Play 


: xxx/xx: 


Track Title- 


IShuffle Songs 


1111111111111111111111111 


Album Title - 


■ ffl 番号 
-ファイル情報 
曲名 
I - 再生モード 
再生時間表示 
アーティスト名 
アルバム名 


■ iPod の操作について 

マルチコント□-ルボタンの iPod US 目を巧すと U モコンが iPod US 目操作モードになり、 U モコンで！; i 下の操作が 
でをます。 


ボタン 

機能 

ボタン 

機能 

► 

再生を開始します。 

表示 

フ□ントパネル表示の内容を切り換えます。 

II 

-時停止/-時停止解除します。 


押し続けている間、早戻しまたは早送0をします。 

W 一 

フオルダー/ファイルリストの階層を前後へ 
切り撰えます。 


再生中のトラックの先頭に戻ります。続けて 
押すと、前のトラックに戻ります。 

►►1 

次のトラックの先頭に進みます。 

t/l 

Audiobook を再生中に再生の速さを変更します。 
やや速く ー ノーマル ー やや遅く 

〇 

1」ピート再生を設定します。巧すたびに 

1曲リピート、 U ピートオール、 U ピートオフ 
に切り換わります。 

トップ 
メ ニュー 

トップメニューを表示します。 

乂 

シャッフル再生を設定します。押すたびに 
シャッフル曲、シャッフルアルバム、 

シャッフルオフに切0換わ0ます。 

戻る 

前の画面に戻0ます。 


iPod の操作を切り換える 


iPod の操作を本機と iPod 本体とで切り換えることびできます。 



な 

iPod CTRL 


iPod CTRL を押して、操作を iPod 側に 
切り換える。 

iPod 本体で操作できるようになり、本体画 
面び表示されます。本機での操作はできな 
<なり、 GUI 画面は表示されません。 


2 


■Q- 

iPod CTRL 


もラー度 iPod CTRL を押して、操作を 
本機側に切り換える。 
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USB メモ U —を再生する 


USB メモリーの再を 


お手持ちの US 目;><モリーを本機に接続することで、 US 目;モリーに記録されている音楽ファイルや写真ファイル 
を本機で再生することができます。音楽ファイルはステレオまたはモノラル音声で再生します。 

US 目メモ U —の再生可能なファイルフ オー マットは r 入カファンクシヨンの対応フ オー マット」（一108ページ） 
をご覧ください。 

US 目メモ U —の接続については、 rus 目メモ U —を接続する」（一34ページ)をご覧ください。 


1 - 

AV アンプ 入力待お 

—ゆ • @ 

2 

DVD BD DVR HDMI 

□ □ □ □ 

TV CD CD-R VIDEO 

□ □ □ □ 
iPod USB 人力切巧 

- ■ 因囚 


2 


• メインゾーン 


USB Top 

AV ァ: 

CM 

をスライドシ 3-19 ち 


1/3 


• ゾーン2 


TIlUIMU 
I [ Photos 


ク [Slideshow Setup 


1/3 


1 本機とテレビの電源を入れる。 


2 ip^B iPod US 己ボタンを押ず。 

— フ□ントパネルの表示部に 「 Loadin 巨」と 
表示され 、 USB メモ U —び正しく接続され 
ているかどラかの確認び行われます。 

接続び完了すると、テレビ画面に USB トッ 
プメニューび表示されます。 

• 音楽の再生については、「音楽ファイルを再 g 
生する」（一4日ページ）を、写真の再生につ生 
いては「写真ファイルを再生する」（一47ぺ一 
ジ)をご覧ください。 


■ エラーメッセージについて 

USB メモ U —の消費電力び大をすざると rover Current 」 と表示 
されます。この場合、下記の操作を行ってみてください。 

. 本機の電源を切ってか5、再度電源を入れてみてください。 

. 本機の電源を切ってか 5 USB メモ U - をな击再度 US 目メモ 
U —を接続して電源を入れてみてください。 

. AC アダプターび付属している US 目メモ U —をお使いの場合 
は、 AC アダプターを接続して使用してみてください。 

上記の操作を行っても rover Current 」 び表おされるときは、 
USB メモリーび本機に対応していません。 


な - - -..-. A 

• 本機とパソコンを US 巨ケースレで接続して音楽ファイルを再生することはできません。本機び対応している US 日;^モ U - は、外付 
け从ードディスクや携帯フラッシュメモリー、デジタルオーディオ再生機 ( FAT 1 2、 F 冉 T 1 6、 FAT 32 のフォーマットに対応)など 
の US 巨マスストレージクラスに属する機器です。 

• 本機ではずべての USB メモリーの再生、および電源の f 共給を保罰でをない場合びあります。また、本機と接続したことで 、 USB メモ 
リーのファイルび万一損失した場合、当社は一切の責任を負ラことびでをませんので、あらかじめご了承ください。 

• 容量の大きい US 巨メモリーを接続したときは、読み込みに多み時間びかかることびあります。 

. 本機は USBA プには対応していません。 

• 本機で再生できないファイルび選択された場合は、自動的に次の再生巧能なファイルび再生されまず。 

• 曲のタイトルびファイルに記録されていない場合は、ファイル名び GU 陋面に表示されまず。アルバム名やアーティスト名び記録 
されていない場合は、それらは表示されません。 

. 本機の GUI 画面で表おでをない文字び US 巨メモリーに記録されている場合、その文字は「#」で表示されます。また、ゾーン2画面で 
表をでさる文字は英数字のみです。 

. 白 U 晒面を表示させるには、本機の映儘出力端子とテレビの入力端子を HDVII ケーブルまたはビデオ〕ードで接続してください。 

. USB 六モ U - に収録された最後の曲まで再生ずると、再生び終了します。 

. 善作権保護のかかった音楽ファイルは再生できません。 
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USB メモリーの再を 


楽ファイルを再をする 


US 巨メモ1」一に収録されている音楽ファイルを再生します。8階層のフォルダーまで、30 000フォルダー/ファ 
イルまで表示' 再生でをます。 



US 己トップメニューか5恒期を選ん 
でみ定ずる。 



2 




再生したいフォルダを選んでミ夫定ずる。 


3 手順吕を繰り返して、聞きたい曲を再生ずる。 


音楽再生機能について 


■ 再生画面について 

ファイルの再生を行ラと下の画面が表示されます。 


みイン、 J'-V 


因トッか二 

XXXX/XXXX 


アー テイストち - 
アルバム名 - 


I 曲 " 口 ’ 

I ランプムオン 


戻る因 


-曲名またはファイル名 
-再生時間表示 


^再生モード 
アーティスト名 
アルバム名 

-ファイル情報 
-瞄号 


ゾーン2 


Track Title 


PC s=> 
ndom On 


困 mmmimmmmi 


Artist Name - 
Album Title - 


■曲名またはファイル名 
■曲番号 

一巧生モード 
再生時間表示 

アルバム名 
アーティスト名 


■ USB メモリーの操作について 

マルチコント□-ルボタンの iPod US 目を巧すと U モコンが iPod US 目操作モードになり、 U モコンで政下の操作が 
でをます。 


ボタン 

機能 

ポタン 

機能 

► 

再生を開始します。 

乂 

ランダム再生を設定します。押すたびに 

II 

一時停止/一時停止辭除します。 

ランダムオン、ランダムオフに切り換わります。 


押し続けている間、早戻しまたは早送りをします。 

表示 

フ□ントパネル表示の内容を切り換えます。 


再生中のトラックの先頭に戻0ます。続けて 


押すと、前のトラックに戻ります。 

和/^ 

フォルダー/ファイルリストの階層を前搂へ 

►►1 

次のトラックの先頭に進みまず。 

切り換えます。 


U ピート再生を設定しまず。巧ずたびに 
] 曲1」ピート、 U ピートフオルダー、 

リピートオール、リピートオフに切0換わ0 
まず。 

トップ 
メ ニユー 

USB TOP メニューを表示します。 

戻る 

前の画面に戻ります。 
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USB メモリーの再を 


写真ファイルを再をする 


US 巨メモ U - に収録されてし巧写真ファイルを再生します。8階層のフォルダーまで、30 000フォルダー/ファ 
イルまで表示' 再生でをます。 


USB Top 

AV アンプ 

亡音楽 


をスライドシ3-6定 

2/3 



r . スライドシヨーを一時停止したまま已分経過す 
ると、 U スト画面に房りまず。 

I . 写真ファイルはサブゾーンでは再生でをません。 



US 己トップメニューか5 [写貴を選ん 
で巧定ずる。 


2 



再生したいフォルダを選んでミ夫定ずる。 


3 手順2を繰り返して、見たい写真を再生ずる。 

選んだ写真び再生され、全画面表示でスライドショー再 
生び始まります。 

■ 写真ファイルの操作について 

写真ファイル再生中は];|下の操作びでさます。 


ボタン 

機能 

ミ夫定、 ► 

写真の表示とスライドショー再生を始めまず。 

戻る、和 

再生を停止し、 U スト画面に戻ります。 

1◄◄丰 

前の写真に戻ります。 


次の写真に進みます。 

II * 

スライドショーを一時停止/一時停止解除します。 

表示* 

写真情報を表示します。 


* スライド シヨー 設定のテーマび 「Normal ( OFF )」 に設定されてしぶ 
とさのみ使用でさます。 


スライド シヨーの 設定を巧ラ 

写真ファイルのスライドシヨー再生につしてを種設定を行しほす。 



2 


因 トップ x こュ- スライドシヨー設を 




US 己トップメニューか5[スライド 
シヨー設定]を選んでミ夫定ずる。 


2 



t ♦で設定したい項目を選んで、和- ► 
で設定を変更ずる。 

テーマ：スライドシヨーに効果を加えます。 
表术間隔： スフイドシヨーのま zn : 間隔を設 
定します。テーマの設定によっては、この 
項目は設定でをないことびあります。 

BGM : USB メモ U - に収録された曲を再 
生しなびら、写真を表示します。 

音楽選択： BGM を ON にしたときに、再 
生する曲を選択します。 


3 S 戻るボタンを押して終了ずる。 

H USB トップメニューに戻ります。 
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y スニングモード 


リスニングモードでいろいろな音を楽しむ 


再生機器からの信号にし巧いろな音場効果を加えることびできます。 


AUTO/ALC/ メ-ユ ー 

DIRECT STEREO STANDARD ADVSURR 

QE9 EP 


THX f riirtoc レ I nL かぉ化 6* 

■afi > I 回 


回囚回回 


音青表を 


□ □ 







2 


I 」モコン 


DIRECT STEREO STANDARD ADVSURR THX 

IHDd) (dVd) I I 卜 I 


本体 


STREAM DIRECT STEREO SURROUND SURROUND HOMETHX 

o o o o o 


1 呈^ リモコンを AV アンプ操作モード 
_ にずる。 


2 リスニングモードを選ぶ。 

タイプによっては、ボタンを押すたびにモードの 
種類を切り換えて選択でをます。 

それぞれの1」スニングモードについて！;(下の設定 
び選べます。 


モードのタイプボタン 


リモコン 


HOMETHX 


THX 


nuM 亡 inA 

〇 


映画の再生に適したモードでず。 

デコード処理楼 THX 独自技術を付加するこ 
とで、映画館や収録スタジオの音場び再現さ 
れます。 

* THX 時は、けーデイオ調整機能」の一部 
使用び制限されます。 

(入力信号や設定により、1」スニングモードの 
選択肢び変わります。） 


■2 ch 信号入力時 

□□Pro Logic llx MOVIE+THX CINEMA 
□□Pro Logic+THX CINEMA 
Neo : 目 CINEMA+THX CINEMA 
□□Pro Logic llx MUSIC+THX MUSIC 
Neo :6 MUSIC+THX MUSIC 
□□Pro Logic llx GAME+THX GAMES ゲーム 
THX Selects GAMES 


映画 

ちい映画 
映画 
音楽 
音楽 


■マルチチヤンネル信号入力時 

THX Surround EX 

□□Pro Logic llx MOVIE+THX CINEMA 

THX Select 2 CINEMA 

□□Pro Logic llx MUS に +THX MUSIC 

THX Select 2 MUSIC 

THX Selects GAMES 


ゲーム 

映画/音楽 

映画 

映画 

音楽 

音楽 

ゲーム 


STANDARD 

SURROUND 


リモコン 

STANDARD 

直) 


STANDARD 

SURROUND 


〇 


いつでもサラウンド再生で楽しみたい方に適 
したモードでず。 

サラウンド再生のためのデコードを行います。 
2 ch ソースはマト1」ックスサラウンド‘デコー 
ドをします。 

(入力信号や設定により、 U スニングモードの 
選択肢び変わります。） 

-サラウンドバックスピーカーび1本の接続 
馈駐の場合、日.1 ch 信号人力時でも 
皿 Pro Logic llx MOV 旧ま選択でさません。 


■2 ch 信号入力時 

皿 Pro Logic llx MOVIE 映画 

皿 Pro Lo 邑 ic llx MUS に 音楽 

皿 Pro Lo 邑 ic llx GAME ゲーム 

□□Pro Logic ちい映画 

Neo : 目 CINEMA 映画 

Neo : 目 MUSIC 音楽 

Neural THX 音楽 

■マルチチヤンネル信号入力時 
皿 Pro Logic llx MOVIE 映画 

皿 Pro Lo 邑 ic llx MUS に 音楽 

Dolby Digital EX 映画/音楽 

DTS-ES 映画/音楽 

DTS Neo ：6 映画/音楽 
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y スニングモード 


モードのタイプ 

ボタン 

概要 

選択肢 

用途 

ADVANCED 

SURROUND 

リモコン 

メニユ ー 

ADV SURR 

因 

本体 

ADVANCED 

SURROUND 

o 

ソースに応じた多彩なサラウンドび楽しめる 
モードでず。 

デコード処理とノ くイオニア独自の技術を組み合 
わせたサラウンド再をモードです。 

数種類からの選択び巧能です。 

(デコード処理を変更することはでさません。） 

ACTION 

DRAMA 

SCI-FI 

MON 日円 LM 

ENT.SHOW 

EXPANDED 

TV SURROUND 
ADVANCED GAME 
SPORTS 

CLASSICAL 

ROCK/POP 

UNPLUGGED 

EXT.STEREO 

PHONES SURROUND 

アクション映画 
ドラマ 

SF 映画 

モノラル音声の映画 

ミュージカル/映画 

映画/音楽 

TV 放送 
ゲーム 
ス ポー ジ 
クラシック 
音楽 

アコースティック 

音楽 

ヘッドホン使用時 

STEREO 

u モコン 

STEREO 

[ d ^ 

本体 

STEREO 

o 

すべての信号を 2 ch (最大 2. 1 ch ) で再をしまず。 

通常のステレオ再生のほかに、フ□ントサラウ 
ンド•アドノ（ンスではフ□ント左ちの2本のスピ 
一力一だけでサラウンド感を楽しめます。 

• STERE 日モードでは、設定や入カソースに 
よっては、サブウーファーか5も音び出力さ 
れる場合びあります。 

STEREO 

1= S.SURR FOCUS 
F . S.SURR WIDE 

音楽 

映画/音楽 

映画/音楽 

AUTO 

u モコン 

AUTO/ALC/ 

DIRECT 

入力信号に収録されたチャンネル数に応じて、 
再をチャンネル数を自動的に選択します。 

AUTO SURROUND 

すぺてのソース 

SURROUND / 

[ hddJ 

ALC は、 iP 日 d や US 日メモ U -、 レコーダーなど、 

ALC 

音量差のあるソース 

ALC / 

複数のソースを収録した機器の音声を入力し 

DIRECT 

ずぺてのソース 

STREAM 

ているとさに適しています。 

PURE DIRECT 

アナ□グ信号、 

DIRECT 

本体 

(王 場出荷時は AUTO SURROUND び選ばれ 


PCM ソース、 


AUTO SURR/ALC/ 
STREAM DIRECT 

o 

ています。） 


SACD 


より詳しくはのスニングモードの詳細と出カチヤンネル数の一覧」卜 107 ぺージ)をご覧ください。 
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y スニングモード 


HOME THX および STANDARD SURROUND モー 
ドについて 

UTF の4つの条件の組み合わせにより、選択肢び変化します。 

• Suit 日 ack System の設定(一目3ぺージ） 

. 入力信号の種類 

. 接続(設定）したサラウンドバックスピーカーの本数(^93 
ぺージ） 

. SBch 赃理の設定(一已2ページ） 

rU スニングモードの詳細と出カチヤンネル数の一覧」卜107 
ページ)ちご覧 < ださい。 

ADVANCED SURROUND モードにつし、て 

理想の視聴空間形状や、各ソフトに収錄された音声の研究など 
により開発された、パイオニアオリジナルのサラウンドモード 
でず。映画/音楽 / TV 放送/ゲームなど多岐にわたるいかなるソ 
フトでち、快適なサラウンド再生び提供でさるよラ、多種のモー 
ドをご巧意いたしました。备ソースはデコード処理に ch ソース 
はマト U ックス‘デコード処理)後、それぞれに合わせた才1」ジ 
ナルの処理を加えています。 

. デコード処理の方法は、各モードに最適な技術を組み合わせ 
てありまずので、お客様び変更することはで去ません。 

STEREO モードについて 

. 設定や入カソースにより、サブウーファーからを音び出力さ 
れる場含びあります。 

ALC (オートレベルコント□ール)モードについて 

. 音量差を本機で自動的に均一にして再生します。「オーディ 
才調藝」の EFFECT 設定で、効果を調整することびで定ます。 
(一已9ページ） 

FRONT STAGE SURROUND (フ□ントサラウンド- 
ア ドパンス： F.S.SURR) モードについて 

F . S.SURR FOCUS または F . S.SURR WIDE を選,でことで、左 
ちのフ□ントスピーカーとサブウーファーのみで自然なヴラウ 
ンド再生を巧います。それぞれの効果は切下のとおりでず。 

. F . S.SURR FOCUS : 臨場感のある自然なサラウンド効果び 
得られます。フ□ントスピーカーから等距離の直線上(前棲 
は移動可能)で視聴して < ださい。 


. F . S.SURR WIDE : F 0 巳 US モードよりも横に広い範囲でサ 
ラウンド効果び得られます。お二人で横に並んで視聴すると 
きに便利でずにの場合、フルオート MCACC 卜37ぺージ） 
でオートセツトアップを行ラことで、より自然なサラウンド 
効果び得られます)。 


FOCUS (おすすめ） WIDE 


フ□ント左 

フ□ントち 

フ□ント左 

フ□ントち 

スピーカー 

スピーカー 

スピーカー 

スピーカー 

晏 

1 





1 


みみ 


AUTO SURROUND/ALC/STREAM DIRECT モー 
ドについて 

入力信号に収録されたチャンネル数に応じて、再生チャンネル 
数を自動的に選択します。 

. CD などの吕 ch 信号入力時 
ーステレオ再生 

• Dolby Surraund 信号入力時 
-□□Pro Logic llx MOVIE など 
. デジタル已 . Ich 信号入力時 
一 Dolby Di 宫 i 1; al 、 DTS など 

.6.1 ch 再生検出信号付去デジタルマルチ ch 信号入力時 
-^□□Pro Logic llx MOVIE、Dolby Digital EX 、 DTS-ES 

AUTO SURROUND.ALC. DIRECT. PURE 
DIRECT の 4 種類について、詳しくは r リスニングモー 
ドの詳細と 出カチャンネル数の一覧 J (一 1 07 ページ) を 
ご覧ください。 

.PURE DIRE 巳 T モードでは、スピーカー日からは音び出ません。 
.PURE □旧 ECT モードで PCM じ ( がのソースを再生すると、再 
生直前にノイズび出ることびあります。この場合は□旧 ECT 
か AUTO SURROUND にすることをお勧めします。 


デコードとは 

デジタル信号処理回路などにより、圧縮記録されたデジタル信号を、をとの信号に変換さはる技術です。また、 2 ch の音源をマル 
チ ch 化させたり、已 .1 ch 信号を已 . Ich や 7. Ich に伸長させる技術もデ〕ード（マト U ックス’デコード）と呼ぶことびあります。 
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再を設定 

AUTO SURROUND/ALC/STREAM DIRECT 選択時の音の設定や機能巧応表 

政下の表で〇のついている設定や機能は、設定されているとおりの内容が対応されることを表しています。〇のつ 
いていない設定や機能は対応されないことを表し、 （） で記載されている内容は強制的にその設定になることを表 
します。 



AUTO 

SURROUND 

ALC 

STREAM DIRECT 

DIRECT 

PURE DIRECT 

アナ□グ信号 
入力時-1 

デジタル信号 
入力時 

スピーカーシステム 

〇 

〇 

〇 


〇 

スピーカー出カレベル 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

スピーカーまでの距離 

〇 

〇 

〇 


〇 

Acoustic Cal EQ 

〇 

〇 

〇 


(OFF) 

定在波制御 

〇 

〇 

〇 


(OFF) 

PHASE CONTROL 

〇 

〇 

〇 


(OFF) 

X カーブ 

〇 

〇 

〇 


(OFF) 

サウンドディレイ、才ートディレイ 

〇 

〇 

〇 


〇 

ァナ□グ ATT 

〇 

〇 

〇 


- 

DIGITAL SAFETY 

〇 


〇 


(OFF) 

サラウンドバック ch 処理 

〇 

〇 

(AUTO) 


(AUTO) 

} く’ーチヤルサラウンドゾむ/クモード 

〇 


(OFF) 


(OFF) 

デジタルノイズリダクション機能 

〇 


(OFF) 


(OFF) 

S ッドナイト/ラウドネスモード 

〇 


(OFF) 


(OFF) 

ほ音の調整/高音の調整 

〇 

〇 

(0 祀） 


(0 d 巳） 

ダイア□グエン八ンスメント機能 

〇 


(OFF) 


(OFF) 

ダイナミックレンジコント□ールの設定 

〇 

〇 

に FF) 


(OFF) 

LFE アッテネーターの設定 

〇 

〇 

〇 


o 

SACD ゲインの設定 

〇 

〇 

〇 


o 

サウンドレトリバー機能 

〇 

〇 

(OFF) 


(OFF) 

センターイメージの調整 

〇 


〇 


O 


* 1アナ□グ信号び、 DSP を経由しないで直接アンプに入力されるモードです。 (ANALOG DIRECT) 


.DIRECT と PURE DIRECT モード選択時は、 SBch の理を ON に言受定する 
ことびできません。この場合、 AUTO または OFF び選択されるため、 AUTO 
SURROUND とはデコード状態び蜜わることびあります。詳しくは rU スニン 
グモードの詳細と出カチヤンネル数の一覧」 (一 107ページ)をご覧ください。 
. マルチチヤンネル信号入力睁すべてのスピーカーか日音を出したいときは 
AUTO SURROUND モードにして、 S 巨 ch 処理を日 N に設定することをお勧 
めします。 
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再を設定 


最適な設定でサラウンド再をする 


サラウンドバック ch 処理を切り換える 


サラウンドバックスピーカーを接続しているとき 

SBch ON :サラウンド成分からサラウンドバック成分を生成するマト U ックスデコード処理がオンになります。 
SBch AUTO :サラウンド成分か6サラウンドバック成分を生成するマト U ックスデコード処理を自動で切り 
換えます。入力信号からサラウンドバックチヤンネル信号を検出した場合のみ、マト U ックスデコード処理を行 
います。 

SBch OFF ： サラウンド成分か 6 サラウンドバック成分を生成するマト U ックスデコード処理がオフになりま 
す。 

サラウンドバックスピーカーを接続していないと走 

Virtual SB ON : U スニングモードによって、仮想のサラウンドバックチヤンネル音声を創り出します。 

Virtual SB AUTO : 入力信号や U スニングモードによって、仮想のサラウンドバックチヤンネル音声を創り出します。 
入力信号、 U スニングモードの種類や組み含わせによって、サラウンドバックスピーカーか6の音の出力が異な 
ります。詳しくは ru スニングモードの詳細と出カチヤンネル数の一覧」（一1日7ページ)の表をご覧ください。 
Virtual SB OFF ： 仮想のサラウンドバックチヤンネル音声を創り出しません。 


山回凹 

音き切巧 MCACC ス U - ブ 


山山 




1 IAV アンプ 1 リモコンを AV アンプ操作モードにする。 


2 SBch 処理モードを選がする。 

ボタンを押すたびに、 ON と AUTO および 
OFF び切り換わります。 


さき を示 CH 

□ □ [ZH±] 

_ TV CTRL IAV7V7I _ 

□ □ m-m —— 1 

リモコン居を 


. 切下のときは S 巨 ch 処理モードまたはバーチャルサラウンドバックモー 
ドを切り換えることびできません。 

- MULTI CH IN 入力を選んでいるとき 

-「ス ピー カー設定」（一日3ぺージ)で、サラウンド スピー カーび N □(無 
し）に設定されている、または rSurr Back System の設定」（一日3ぺ一 
ジ)で Speaker 巨 、 Front Bi - Amp.ZONE 2び選ばれているとき 
-はーディオ調整機旨目」卜巳8ぺージ)の HDM 趋声出力を 「 THROUGH 」 
に設定しているとを 

-サラウンドバックスピーカーび吕本接続されている場含に、巨. Ich また 
は 7. 1 ch 信号び入力されているとを 
-へッドホンを挿入しているとき 
- STREAM D 旧 ECT モードのと定 

- STEREO またはフ□ントサラウンド•アドノ くンスモードび還択されてい 
るとさ 

- AUTO SURROUN 肝ードで入力信号び 2 ch のとき 
. サラウンド ch び収録されていないソース(シーン)では、仮想のサラウン 
ドバックチャンネル音声を創り出すことはでをません。 
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再を設定 


UP MIX 機能を使 5 


本来の己. Ich サラウンドチヤンネルは斜め後方から聞こえるように収録されていますが、 7 .Ich サラウンドの推奨 
スピーカー配置では、サラウンドスピーカーをリスニングポジションの真横に配置するため、已 .Ich のサラウンド 
チヤンネル音声が真横から聞こえてしまいます。 UP MIX 機能では、サラウンドチヤンネル音声をサラウンドスピー 
力一とサラウンドバックスピーカーでミックスし、 U スニングポジションの斜め後方から聞こえるように出力します。 
• UP MIX 機能は、 7 .Ich スピーカーを16ぺージの推奨図の通りに配置したときに効果があります。 

• スピーカーの配置場所や再生している音源によっては、効果が得られないことがあります。その場合は日 FF に 
設定してください。 


2 3 4 2 



UP MIX OFF UP MIX ON 


W 画团圆 

巧嚷团圆 

匹♦鲁*函 

四ク鲁〜巧 

画画 

四画 


2 

3 

4 


RESET 4 

HO 

卜 


UP my, 

4CIH 

► 


UP MIX 

イ OH 

卜 

UP MIX 機能オン 

UP MIX 

イ CiFF> 


UP MIX 機能オフ 


- 

. ここでの設定に関わらず、 DTS - HD 信号を再生 
していると却ま 、 UP MIX 機能び ON になります。 
.UP MIX 機能び ON に設定されていても、入力 
信号や U スニングモードによっては、自動的に 
OFF になることびあります。 


1 

電源をスタンバイ状態にずる。 

2 

^^3) ENT 。 

+ 

ENTER を}甲しなび 5わ STANDBY / 
ON ボタンを押ず。 


0 STANDSY/ON 

© 

表示部に RESET ◄NO ► と表示されます。 

3 


t / ♦ボタンを繰り返し押して、 

UP MIX ◄ON ►を表示させる。 

4 

♦ ♦ 

和/-►ボタンを繰り返し押して、 


UP MIX ON または UP MIX OFF を選ぶ。 


UP MIX ON に設定すると、フ□ントパネル表 
示部の UP MIX インジケーターが点なします。 
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再を設定 


—の出カレベルを調整する 


再生している音を聴さなびら、チャンネルごとに出カレベルを調整でさます。 


山山山 

CH レベル 

口 E 己 


-2 


IAV アンプ I 


リモコンを AV アンプ操作モードにする。 



スピーカーのチヤンネルを選択ずる。 

ディスプレイに 「L ◄ +0.5 dB ^」 などと 
表示されます。押すたびにチヤンネルび切 
り換わります。 


出カレベルを調整ずる。 

-10.0(^日から+10.0(^の範囲内で、0.已（^6 
間隔で調整でさまず。 


アナログ入力信号の歪みを1 を減する 


アナ□グ音声信号が過度に入力され(フ□ント表示部の日 VER インジケーターが点打して)音が歪んでしまラとさ、 
入力信号レベルを下げて歪みを低減することがでをます。 



CH レベル 


「• I 「01 r 沫を1 
10 ^11 12 


音再 表示 CH 

□ □ EHI] 

TV CTRL IAV7 ンフ I _ 

□ □ m-m —— 1 

リモコン技を 


リモコンを AV アンプ操作モードにする。 


2 アナ□グ ATT ボタンを押ず。 

押すたびにインプットアッテネーター機能 
の ON と OFF び切り換わり、 ON のとをに 
ATT インジケーターび点灯します。 
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再を設定 


が測こ応じて MCACC のメモリーを使い分ける 


ロルオート MCACC 」 や r マニュアル MCACC 」 で、あらかじめ設定した音場補正 (MCACC MEMORY ) を還おしまず。 


M 1 12 1 r 31 

音黄切 巧 MCACC スリーブ 

ク 

14 1 BX 1 W 1 

SBchm アナ□グ ATT ディマー 

1 7 1 1 8~| 1 9 1 

CH レベル 

日同回 2 


音 青 ぁ示 CH 

TV CTRL IAV7 ンブ I 

1 

I _ I I_I i-iiu 

リモコ:/ ss 

1 


1 リモコンを AV アンプ操作モードにする。 


2 MCACC MEMORY を選ぶ。 

押すたびに MCACC MEMORY び切り換わり 

よ9 0 


スピーカーシステムの設定は、すべての MCACC MEM 曰 RY で共通の設 
定です。 

工場出荷時は rMl : MEVIORYl 」 に設定されていまず。 

MC 冉 CC ボタンを押してか5仁/与ボタンで選ぶこともできます。 

へッドホン使用時には効果びありません。 


いろいろなが況にさわせた音場巧正で最適なサウンドを楽しむ g 

r 映画鑑賞のとさとゲームを楽しむとさで座る位置が違ラ」といラ場をなどは、それぞれの U スニングポジションで生 
MCACC 宿場補正)を行うと、常に最適な状態でサラウンドを楽しむことができます。 

MCACC では目個まで><モリーを持つことができるため、音場ごとにあ6かじめ測定を行い、再生時にそれ6の 
MCACC MEM 日 RY を選択してください。 

活用例 

. 映画はモニターから離れた位置で観たい 
. ゲームはモニターの近くで楽しみたい 

. 普段の U スニングポジションとは違ラ位置のソファーで音楽を聴さたい 

手順例 
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再を設定 


低域の位相乱れを補正する (PHASE CONTROL ) 


マルチチャンネル再生する際 、 LFE (超低域)信号や各チャンネルに含まれる低音成分はサブウーファーや他の最 
適なスピーカーに振り分け6れる処理がされます。しかし、この処理には原理上、位相がズレてしまラ周波数(群 
遅延)が発生するといラ問題があり、低域だけが遅れて聞こえたり他のチャンネルとの干渉により低音が巧ち消さ 
れるなどの現象が発生します。本機では 、 PHASE C 日 NTR 日 L を日 N にすることで、原音に忠実な力強い低音を 
再現でさます。工場出荷時は日 N に設定されています。通常は日 N でのご使用をお勧めします。 

-位相とは2つの音波の時間的関係を表していますぶつの音波の山と山び合っている状態を位ネ目び合っている、合っていない状態を位 
相びズレていると言います。 


PHASE CONTROL OFF 


フ□ン I - スピーカー 

4) い'\4 

却)), A .------- -一一 

サブウーファー 


音源 


リスニング 

ポジション 


補 


• リズムびぼやけてはっきりしない 
• 低音の量感び失われている 
• 楽器の U ア U ティびない 


PHASE CONTROL ON 


フ□ン I - スピーカー 

却)）'' 一'‘ 


U スニング 
ポジション 

1 ( 


/'■'A 

タイミングが : 

'音源4)) ---一''— — 

八 

が}' 

遅れて打ち消しミ 
合っている状態ミ 

サブウーファー 

/V 


本来の音色び 
聞こをる状態 


. U ズムびはつさりする 
. 低音の量感び失われない 
• 楽器の U ア U ティを感じる 


DIRECT STEREO STANDARD ADV SURR 
I HDD I IDVD 〕 I oj I xj 
THX PHASE CTRL 扶鹰巧巧 

囚 tMms- 

囚回 

s ち 表の 

□ □ 


PQLS 

I "1 r …I 

CH 

EH±] 

TV CTRL IAV7 ジプ 1 

□ □ m-m- 

リモコン担ま 


-2 


1璧? J リモコンを AV アンプ操作モードにする。 


2 I … ASECTRL phase control を選ぶ。 

' - 'PHASE CONTROL ィンジケ-夕-び点な 

します。 

ボタンを押すたびに ON と OFF び切り換わ 
ります。 


.PHASE C 曰 NTROL 機能はへッドホン使巧時にも効果びあります。 

. サブウーファー本体に PH 冉 SE 切換スイッチびついているとをはプラス 
側 （0 M 則）に言受定して<ださし、。ただし、本機の PHASE CONTROL を曰 N 
にしても効果びわかりにくいとをは、サブウーファーの固体差び考えられ 
まずので、効果の大きい方を選んでください。また効果びわかりにくいと 
をは、サブウーファーの向をや場所をかしずつ変えてみることちお勧めし 
ます。 

. サブウーファー内蔵の Lowpass フイルタスイッチを OFF にしてくださし)。 
日 FF にでをないサブウーファーの場合は、カットオフ周波数を高く設定して 
<ださい。 

. スピーカーの距離を正しく設定しないと 、 PHASE CONTROL の効果び 
正しく出ない場合びあります。 

• 政下のとをは PHASE CONTROL モードを ON にでさません。 

- PURE D 旧 ECT モードのとき 
- MULTI CH 11\1入力のとき 

-はーデイオ調整機制の HDM 暗声出力を 「 THROU 日 H 」 に設定してい 
るとさ 
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オーディオ調壁機能をほ用する 


オーディオ調整 


ここでは、攻下の表にある音声に関する r 設定項目」をお好みで設定します。それぞれの機能の内容をご確認のラえ、 
お好みで設定する項目を選んで設定を行ってください。 



uint し I 占 It 円占 lAnuMKU AUV 占 um 

(hddi (dvdi I O I I X I 

THX PHASE CTRL 巧店届贸 

因 I ^ I 囚 

PQLS 

囚囚を凹 

音亩 巧示 CH 

□ □ EHH 

_ TV CTRL 15 

□ □ 

リモコンお定 


_ gv アンブ] 


入力信号や本機の設定などによって、調整すること 
びできない項目びあります。その場合は設定項目 
として表示されません。 


1 璧 ? J リモコンを AV アンプ操作モードにする。 


2 才ーデイオ調壁機能にずる。 



設定項目を選ぶ。 

しツ下の表の設定項目から、お好みで調整し 
たい項目を選びます。 



手順 3 で選んだ項目の調整を行ラ。 

し U 下の表の設定内容のとお0にお好みで調再 
整します。 を 


5 科 オーディオ調整を終了ずる。 

ろ 


•:工場出荷時の設定 
(※印び付いている項目には、設定の出現条件や制限 
などびあります。已日ページをご覧くださし、。） 


設定項目 設定-効果の内容 表示と設定 


MCACC MEM 日 R 丫の選択 •MCACC : Ml .MEMORY 1 

( MCACC メモ U —データの名前を変更(一 Ml . MEMORY 1〜 M 目. MEM 日 RY 6 
91ぺージ）しているとさは変更した名前で 
表示されます。） 


選択されている MCACC MEMOR 丫の周波 ♦EQ :日 N 
数特性の補正の日 N / OFF 設定。 OEQ : OFF 

それぞれの MEM 日 R 丫ごとに設定でをます。 


選択されている MCACC MEM 日 R 丫の定在 ♦ S-WAVE :日 N 
波制御の効果の日 N / OFF 設定。 OS-WAVE : OFF 

それぞれの MEM 日 R 丫ごとに設定でをます。 


HM1. MEM0RV 1 ► 

MCACC メモリー 
《1 


EQ 4 邮 ► 


周波数特性の補正 
《1，吕，3 


S-WflUE ^ClH ► 


定在渡制御 
《1，3 


DELAV 0.0 か > 


サウンドディレイの調碧 
《3 


音声全体の遅延時間の調整 •DELAY : O.Ofr 

( DVD ソフトなどで、映像の動さの方びセ I 」日.日 frame 〜1日.日 frame まで 

フなどの音声よ0遅れている場合、音声全（日.]間隔） 

体を遅5せることで、映像の動きと音声と- lf 「 ame =]/3 日秒 （ NTSC ) 
を合わせることびでさます。） 


4MID/LDH 日 FF> 

夜間やル音量再生でち、音量に応じて効果 ♦ MID/LDN : OFF 
を調整し、聴き取りやすくする機能 両機能とわに日 FF 

こ MIDNIGHT :マルチチャンネル再生向き OMIDN に HT : 日 N 

LOUDNESS : 2チャンネル再生向き OLOUDNESS : ON 

S ッドナイト/ラウドネスモート 
《1，3, 4,己 

TONE が YPASS> 

「低音の調整」「高音の調整」をする/しない •TONE :巨 YPASS (日 FF ) 

の設定 OTONE : ON 

1ンコント□—ル 
《1，4, 6, 7 

BASS 4 0dB> 

低音のレベル調整 •BASS :日服 

-目服〜+日 clB ( ld 日間隔） 

イ氏音の調整 
《1，3, 4, 6, 8 


57 














































才ーデイオ調整 


設定項目 設定-効果の内容 表示と設定 


高音のレベル調整 ♦TREBLE :日 d 巨 

-6 cl 目〜+目服 （ 1 dB 間隔) 

高音の調整 
《1，3| 4, 6. 8 


TREBLE ^日北卜 


IS. RTRU ^OFF^ 

サウンドレトリバー機能 
《1,3, 4, 5, 9 


圧縮音声は圧縮処理される隙、削除されてし ♦ S.RTRV : OFF 
まラ部分び発生します。サウンドレト U バー OS.RTRV : ON 
機能を日 N にすると、 DSP 処理によってその 
削除されてしまった部分を補い、音の密度 
感、抑揚感を向上させます。 


IDHR ^0FF^ 

デジタルノイズリダクシヨン 
機能 

《1,3, 4,已 


雑音び多く含まれるソフトのノイズを低減 ♦ DNR : OFF 
する機能（一己目ページ r デジタルノイズ U ODNR : 日 N 
ダクシヨン」参照） 


nTni np F JflCCtl センタ-成分の定位感の調整機能 ♦ DIAL 日 G E : OFF 

し… L … rr r | (映画やドラマのセリフ、または音楽のボー Odial 日 G E :日 N 
ダイア□グエンパンスメント カルを隙立たせ、より聴を取りやすい音に 

機能 します。） 

《 1，3, 4,已 


iDUflL ^ CH1 卜 

デュアルモノラ J レ音声の設定 


]+] デュアルモノラル信号入力時、どち5 ♦DUAL : CH 1 
の 音青を再生させる かの 設定(一已日 ぺージ ODUAL : CH 2 
「1+1デュアルモノラル信号とは」参照） ODUAL : CH 1 CH 2( 左も同時再生) 


IDRC 欄刪 

ダイナ S ツクレンジコント□一 
ルの設定 
《1，3| 4,10 


音量の最わかさい部分と最わ大をい部分の 
圧縮比率の調整 

(ダイナミックレンジを圧縮すると、音量を 
下げて映画などを楽しむ場合でを、微小な 
音び聴さ取りやす < な日ますび、大さい音 
量で楽しむとさは、日 Fn こすることをお勧 


めします。) 


•DRC : AUTO (ドルビー TrueHD 信 
号に巧してのみ圧縮） 

ODRC : MAX (最大圧縮） 

ODRC : MID 

ODRC : OFF (圧縮無し：高音質再生) 


ILFE ^ SdB 

LFE アツテ ネーターの 設定 


ドルビーデジタルや DTS 音声には 、 LFE ♦ LFE : 加 B 

(超低域音青成分）び含まれていることびあ一已服、一]日服、一]已服 

ります。 LFE レベルび大きくて、スピーカ-2日服、日 FF から選択 

からの音声に歪みび生じるときは、 LFE レ 
ベルをアツテネート(減衰）します。 


ISflCD GAIhM 0 卜 

SACD ゲインの設定 
《1,3,白 


SACD を歪みなく再生するための調整 参 SACD GAIN :日 

(工場出荷時の「0」は、高レベルで記録され日：音声び歪む場合 
ているディスクを再生してち音び歪まない+目：高音質再生を望む場を 
設定になっています。 r + 色」に設定すると、 

SAC □のデジタル処理に+目 dB のゲインを 
持たせ、 SACD ディスクの情報をより忠実 
に引さ出すことびでさ、高音質再生び可能 
になります。） 


unMT 4 QMP HDMI IN に入力された音青を、どのように ♦ HDMI:AMP 

I 口…11， ————^再生するかの設定 本機と接続したスピーカーで再生 

HDMI 音声出力の設定 「 THROUGH 」 に設定したときは、本機か5 OHDMI : THROUGH 

《11 は音び出なくなりまず。 HDMI OUT と接続したテレビ(フラッ 

トテレビなど)で再生 


n riFI QV JflFFtl HDMI どうしで接続された機器に巧ずる機 • A.DELAY : OFF 
| n . UGLriT ,urr r\ 能で、音声と映像の遅延時間を自動で調整 Oa.DELAY : ON 

オートデイレイ し、映像の動去と音声を自動で合わせます。 

(才ートリップシンク)の設定 
※に 


センターチヤンネルの音青を左ちのフ□ン参 C . WIDTH :3 
_ トスピーカーにどの程度お0分けるかの調〇〜7 

センター幅の調整 整（音色の不一致を緩和して、音楽再生に適0 :センタースピーカー占、弓のみち生 

(□□PLIIx MUSIC 時のみ） した音場を創り出すことびでをまず。） 7 :すべて左ちのフ□ントスピーカー 

《 1,4,13 に振り分け 


C. WIDTH ^3^ 
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才ーデイオ調整 


設定項目 設定-効果の内容 表示と設定 


DIHEHSIOH 4 0 卜 


ディメンションの調整 
(□□PLIIx MUS に時のみ) 
《 1，4 


音場の強さのバランス調整 •□IMENSI 日 N : 日 

(お好みの音場を創 0 出すことびでさます。）一 3 〜 +3 

一 3 :後方の音場び強<なる 
+3 :前方の音場び強くなる 


PQkiriDQMQ jnrrti 前方の音場を左ちに大をく回り込ませ、サ参 panorama : 日 ff 
[rnMUP.ni in … rr n ラウンド ch につなばるような効果を加える OPANORAMA : ON 

パノラマ調整 機能(正確な定位よりを雰囲気を楽しむた 

(□□PLIIx MUS に時のみ） めの機能です。） 

《 1，4 


C. IMAGE 4 


センターイメージの調整 
( Neo :6 CINEMA または 
Neo :6 MUSIC 時のみ） 

《 1 ， 4 ■ 13 


センターチヤンネルの音靑を左ちのフロント 
スピーカーにどの程度振り分けるかの調整 
(音色の不一致び緩和された音楽再生に適 
した音場を創り出すことびでをます。） 


•C.IMAGE 

: Ne 日:目 CINEMA 10 
: Ne 日:目 MUSIC 3 

日〜]日 

日：ほぼすベて左ちのフ□ントスピー 
カーに 振り分け 

1 日： 主に センタースピーカーから 再生 


EFFECT 4 己 


ADVANCED SURROUND 
モードや ALC モードの効果の調整 
《 1，4 


現在選択している ADVANCED •EFFECT : 己日 

SURROUND の各モード、または ALC モー 10 〜白〇 

ドの効果の調整 (EXTENDED STEREO のみ日日び初 

期値） 


再 

を 


《1 HDMI 音声出力の設定び 「 THROUGH 」 のと去は選択できません。 

《2 EQ OFF を選択すると、 MCACC インジケーターび消なしまず。 

《3 U スニングモードび PURE D 旧 ECT モードのとをは調整でさません。 

《4 U スニングモードび STREAM D 旧 ECT モードのとをは選択でさません。 

※巳各入力ごとに設定できます。 

※日 MULTI CH IN 入力では選択でをません。 

※フ IJ スニングモードび STEREO、AUTO SURROUND ( STEREO 時 )、 ALC ( STEREO 時）のみ選択でさまず。 

※扫 TONE を ON にしたとをのみ調整でをまず。 

※曰 iPod / USB 入力のと去の工場出荷時の設定は ON です。 

《10ダイナミックレンジコントロール対応のドルビーデジタル、ドルビーデジタルプラス、ドルビー TrueHD 、 DTS 、 DTS-HD 
Master Audio 信号にのみ効果びあります。 

《11アンプ達動モードを使巧していると去は切り換えることびでをません（^目已ぺージ）。本機の電源びスタンバイの状態で 
HDMI の音声と映像をテレビから出力したいと去は、アンプ連動モードを ON にする必要びありまず（一已已ページ)。 

《12 HDMI で接続された U ップシンク対応のディスプレイにのみ有効でず。日 N に設定しても音声全体の遅延時間び改善されないと 
さは、 OFF に設定して「サウンドディレイの調整」（^日7ぺージ）を手動で調整してください。 

《13 「スピーカー設定」（一目3ページ）で、センタースピーカーび N 0 (無し）に設定されているときは選択できません。 


1+1デュアルモノラル信号とは 

モノラルの音声チヤンネルを2つ持つデジタル信号の名称です。 

. 巨 S デジタル放を ( MPEG - 吕 AAC ) のモノラルの二力国語放送や音声多重放送など 
. 二力国語放送などを DVD レコーダーのドルビーデジタル•デュアルモノラルモードで録画したをの 
. ステレオの二力国語放送などは、デュアルモノラルとは異なるフ オーマツ トになります。 

. 録画モードの名称は機器によって異なります。詳しくは、 DVD レコーダーの取掘説明書をご覧ください。 


デジタルノイズリダクシヨン 

• 政下の場合は、 ON にして电ノイズび十分にな減されないことがありまず。 

-突然のノイズ 
-極端に大をいノイズ 
-高い周波数成分を非常にをく含む信号 
-ちともとノイズのみない錄音状態の良い信号 
. 各音源に巧し、デジタルノイズ U ダクシヨンは UTF のような改善効果びあります。 
ステレオ再生時 

-アナ□グ入力...10 dB -18 dB 
-デジタル入力...10 d 日〜]已服 

.STREAM □旧 ECT モードび ON になっているときは使用でさません。 

心 
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ビデオ調整 


ビデオ調壁機能をほ用する 


ここでは、政下の表にある映像に関する「設定項目」をお好みで設定します。それぞれの機能の内容をご確認のラえ、 
お好みで設定する項目を選んで設定を行ってください。 

• ビデオ調整機能は、 iPod / us 目、 CD 、 CD - R 、 目 D 、 HDMIl 〜4入力のときは使用できません。 


トティ砸 

因： 

皆-‘ . 


:イスクナビ ツ ー J 



)STANDARD ADVSURH 


AU 。 眾_ 

卜 DD」 [dVd| 〔。] [乂 I 
THX 

囚 


PHASE CTRL 巧おほ巧 

因 


PQLS 

r^i I ■■ 1 I 「…1 

音亩 表示 CH 

□ □ (zra 

TV CTRL 防/アンプ I 

□ □ 


f 入力信号や本機の設定などによって、調整すること 
びできない項目びあります。その場合は設定項目 
として表示されません。 


1望?！ リモコンを AV アンプ操作モードにする。 


2 貴 f ビデオ 調舊機能に ずる。 



設定項目を選ぶ。 

し U 下の表の設定項目から、お好みで調整し 
たい項目を選びます。 



手順3で選んだ項目の調整を行ラ。 

1；(下の表の設定内容のとおりにお好みで調 
整します。 


5 ^ ビデオ調壁を終了ずる。 

ろ 


♦:工場出荷時の設定 
(※印び付いている項目には、設定の出現条件や制限 
などびあ0ます。目1ページをご覧ください。） 


設定項目 設定-効果の内容 表示と設定 


IU.C0HU ^0H ► 

ビデオコンバーターの設定 


HDM ん U 外の映像入力信号を MONITOR • V.CONV : ON 
日 UT に対してビデオコンバートする機能 OV.CONV : OFF 
(ソース機器とテレビモニターを違う種類 
のコードで接続していてち、映像を出力す 
ることびでをる便利な機能です。）（一22 
ぺージ） 


じ(下の項目は、ビデオコンバーターの設定び ON のとさのみ調養でさます。 


RES ^flUT0 ► 

入力信号を出力する隙の解像度の設定 ♦RES 

(RES : 480 P は、 480 p / 已7巨 P の角军像度 ORES 
指定を指しまず。） ORES 

ORES 

ORES 

ORES 

AUTO 

PURE 

480 P 

720 P 
] 080 i 

1080 P 

解像度の設定 
《 1 

ASP ^THR0UGH^ 

モニター出力映極のアスぺクト比(縦横比） ^ASP : THROUGH 
の設定 OASP : NORMAL 

(THR 日 UGH は入力した映像信号をそのま 
ま出力します。 N 日 RMAL は上下または左ち 
に黒帯を付加します。） 

アスぺクト比の設定 
《 2 


PCIHEMA 4AUTi> 


PURE CINEMA モードの設定 
《3, 4.已 


映画素材の映像をプ□グレッシブ映像に変 ♦PCINEMA : AUTO 
換出力する設定 OPCINEMA : PAL 

(通常は AUT 日に設定しますび、映像び乱れ OPCINEMA : OFF 
る場合は日 FF にしてくださし、。 PAL は PAL 
映画(已7目0の映像を入力し、変換出力する 
のに適した設定です。） 
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ビデオ調整 


設定項目 設定-効果の内容 表示と設定 


プ□グレッシブ映像に効果を与える設定 ♦ P . M 日 TI 日 N :日 

(プ□グレッシブ映像の動画や静止画び鮮 一4〜+4 
プ□グレッシブモーションの調藝 明になるよラに調整します。） 

《3, 4 


入力信号の輝度 ( Y ) 信号のノイズを軽減す ♦ YNR : 日 
る調整 日〜+8 


VHR 


輝度信号の調整 
《3 


P.HOTIOH 4 0 卜 


DETOT し i Q 卜 画像の輪郭強調の調整 ♦DETAIL :〇 

I- _4〜+ 4 

デイ テールの 調整 
《3 


SHARP 4 


シャープネスの調整 
《3, 6 


画像の輪郭をはっきりさせたり、ぼかした •SHARP : 0 
りする調整 一4〜+4 


BRIGHT 4 


画面全体の明るさの調整 


画像の明るさの調整 
《3 


参巨 RI 白 HT : 0 
-目(暗し、)〜+目(明るし、) 


COHTRAS 。 


画質のコントラスト調藝 
《3 


画面の最を明るい部分と最ち暗い部分との 
明るさの比率調整 


• CONTRAST :0 

一目让ヒ率最ノ J \)〜+目(比率最大) 


再 

を 


|_||jr ^ Q 卜 緑色と赤色のバっンス詞整 

画質の色あい調藝 
《3, 7 


• HUE :0 

一日(緑強調)〜+目(ホ強調) 


CHROMA i 0 H e ® 濃さを調整 


彩度の調整 
《3 


• CHROMA :0 
—日(薄し、)〜+目(濃し、) 


《1-テレビ（モニター）びが応していない解儘度に設定した場合は映像び出なくなります。そのときは設定を蜜更し直してください。 
また、 DVI 対応機器から映像を入力した場合や、テレビ（モニター）の能力によっては、設定した解像度で出力されない場合 
わ i あります。 ]080 p への 変換は入力信号が: 480 i / 己7卸/480 P / 已 76 p のとさのみです。已7卸 ( PAL ) /己7巨 p / 72 Op 己0/ 
] 08 Oi 已〇の映像を入力して出力するには、対応したテレビび必要です。 

.「 AUTO 」 を選択すると HDMI で接続されたテレビ（モニター)の能力に合わせて自動的に解像度び選ばれます。また、 「 PURE 」 
を選択すると、入力された解像度そのままで出力されます（このとを、入力された映像端子と同じ種類の映儘出力端デか5の 
み映儘を出力します)。 

-テレビ（モニター)を HDMI で接続していて、解像度の設定を PURE 政州こ設定ずると、480 i / 己7卸アナ□グ信号入力時、 
コンポーネント / D 4 出力端テからは 480 p / 已 76 p 信号び出力されます。 

※吕-稱像度の設定を PURE に設定しているときは調整できません。 

-アナ□グビデオ入力を HDMI 出力する隙に有効な設定です。 

- HDMI 出力にのみに有効です。 

- N 日 RVI 冉 L の設定は、480ン已 76 i または480 P/ 已7巨 P 信号を入力しているときのみ表示されます。 

《3 480 i / 已7封信号を入力しているとさのみ表示されます。 

《4 HDMI およびコンポーネント / D 4 出力に有効です。 

※巳 AUTO または PAL を選択したときに映像び正しく表示されない場合は、 OFF を選択してください。 

※日 HDMI 出力には無効です。 

※フコンポジット入力のとさのみ表示されまず。 
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KURD LINK 


KURD LINK 機能で HDMI 機器を連動動作をせる 


KURO LINK 対応のパイオニア製フラットテレビやプルーレイディスクプレーヤー、または KURD LINK と互換性 
のある他社製品などを、 HDMI ケーブルで本機と接続することでこれらの機器との連動動作が巧能になります。具 
体的な操作や設定方法などについては、それぞれの機器の取扱説明書をあわせてご覧ください。 



KURO LINK 巧応機器を接続する 


本機には KURO LINK 対応テレビのほかに、最大4台の HDMI 機器を接続して連動動作させることがでさます。接続 
には Hi 呂 h Speed HDMI ™ ケーブルをご使用ください。接続方法については、 「 HDMI で接続する」（一23ぺージ) 
をご覧ください。接続び終わったら 「 KUR 日 LINK モードを設定する」（^63ぺージ)を行ってくださぃ。 


.KURO LINK 対応機器の接続終了禮、本機の電源コードをコンセントに差し込むと本機の電源び入ります。この隙、 HDMI に関する初 
期化動作を2秒から10砂程度行います。初期化中は HDMI インジケーターが点ミ威しまず。本機の操作は点滅び終了してか6行って< 
ださい 。 「KURO LINK モードを設定する」卜已3ぺージ)で KURO LINK 機能を OFF にすることで、この処理は行われなくなります。 

. 本機の KURO LINK 機能を十分に発揮するために、 HDM 職器は本機に直接接続してください。 

.KURO LINK 対応テレビの音声出力と本機の音声入力を接続し 、 KURO LINK 対応テレビの U モコンでアンプ連動モードにするこ 
とで、テレビのチヤンネルを切り換えたとをなど、本機の入力び自動で切り換わり本機から音び出るよラになりまず。このときテレ 
ビの音声は消音されまず。接続は光デジタルまたはアナ□グのいずれかで接続して < ださい。 


[kuro link にごいてのごま意 

. 本機とテレビは直接接続してください。本機政がのアンプや AV コンバーター ( HDMI スイッチ)などに接続してから本機に接続ず 
ると、誤動作の原因となります。 

. 本機の HDMI 入力にはソース機器（ブルーレイディスクプレーヤーなど）を直接接続してください。本機政外のアンプや AV コン 
バーター ( HDMI スイッチ)などを接続すると誤動作の原因となりまず。 

.KURO LINK 機能を使用する場合、本機とテレビの接続には HDMI OUT ] 端デをご使用くださし 、。 HDMI 0 UT 2 端デに KURO 
LINK 対応機器を接続すると、誤動作することびあります 。 HDMI 0 UT 2 端子に KURO LINK 対応機器を接続する場合は 、 KURO 
LINK 対応機器の KURO LINK 設定を曰 FF にしてください。 

.KURO LINK を ON に設定すると、入力端子の設定の HDMI 入力 (HDVIl In 叫 t ) は自動的に OFF になります。 

. PQLS 効果び有効のときに 、 AUTO SURR 曰 UND ' ALC ' D 旧 ECT'PURE D 旧 ECT 、 STEREO な外の U スニングモードを選ぶと、 
PQLS 効果は無効になります。 

• HDM 聴続での P 日 LS に対応したパイオニア製プレーヤーと本機を HDMI ケーブルで接続し、 CD を再生したときや HDM 陌認 
証 ( HDMI インジケーターび点滅)を行ったときに P 日 LS 効果は有効となり、 U スニングモードび AUTO SURR 日 UND 、 AL 仁、 
DIRECT.PURE □旧 ECTU (がのときは AUTO SURROUND になります。 

. 本機の KURO LINK モードび ON のときは、本機の電源がスタンバイ状態であっても 、 KURO LINK 対応機器（ブルーレイディスクプ 
レーヤーなど）と対応テレビで接続しているとをのみ、本機から音を出さずにプレーヤーからの音声と映儘を HDMI を通してテレビ 
に出力で定ます。このとを本機の電源はオンの状態となり、 STANDBY / ON インジケーターと HDMI インジケーターび点なします。 


KURO LINK と互換性のある他社製品との接続について 

本機の KURO LINK と互換性のある他社製テレビと接続してお使いになると、下記の連動動作がでさます。（お使 
いのテレビによっては、すべての KURO LINK 機能が働くわけではありません。） 

• テレビの;><ニュー画面で、本機に接続したスピーカーから音を出すか、テレビのスピーカーから音を出すか、ど 
ちらかに設定でをます。 

• テレビのリモコンで、本機の音量調節や消音(ミュート)操作ができます。 

• テレビの電源をスタンバイ状態にすると、本機の電源もスタンバイ状態になります。体機に HDM 胺続されて 
いる機器の入力を選択しているとさや、テレビを視聴している場をのみ。） 

• テレビ放送やテレビに接続した外部入力の音声も、本機に接続したスピーカーか6出力できます。 （ HDMI ケー 
ブルのほかに光デジタルケーブルなどの接続が必要です。） 

本機の KURO LINK と互換性のある他社製プレーヤーやレコーダーと接続してお使いになると、下記の連動動作 
びでをます。 

62 • プレーヤーやレコーダーの再生を開始すると、本機の入力がその機器を接続している HDMI 入力に切り換わります。 























KURD LINK 


本機の KURD LINK 機能を有効にするかどうかを設定します 。 KURD LINK 機能を有効にした場合 、 Display 
Power 0け機能により、テレビの電源をオフにしたとをに本機の電源ち連動して電源オフ(一斉電源オフ）にする 
かどラかの設定びでをます。本機の設定！;1外にち、本機と接続する KURD LINK 対応機器の設定ち必要です。詳 
し< は、それぞれの機器の取扱説明書をご覧< ださい。 


3〜7 
8 
2 


6 

7- 


6 


1 

IAV アンプ 1 

リモコンを AV アンプ操作モードにする。 

y 

な 

ホー ム 

ホームメニュー ボタンを押ず。 



メ ニュー 

ホームメニュー画面び表示されます。 

3 

[4. システム設定]を選んで巧定ずる。 

4 

[ d . その他の設定]を選んでミ夫定ずる。 

已 

[1. 

KURO LINK 設定]を選んでミ夫定ずる。 


7 


KURO LINK 機能の ON / OFF を選択ずる。 

ON ； KURO LINK 機能び有効になります。 

OFF ； KURO LINK 機能は無効になり、連動動作するこ 
とはでをません。 

(手順6で ON を選択したときのみ ） Display 
Power 0 斤機能の YES / NO を選択ずる。 

YES ： テレビの電源オフに連動して、本機の電源もオフに 
なりまず。この機能は、 HDMI で接続している機器の入力 
を選んでいる場合や、テレビを見ている場合のみ有効でず。 
N 0 :テレビを電源オフにしても、本機の電源は連動し 
ません。 


8 


戻る 


戻るボタンを押ず。 

KURO LINK モードの設定を終了します。 
ホームメニューを終了するとをは、回お-を 
押します。 


4d1.KUR0 LINK 監を 




ろ 


[kuro link と互換性のある他な製品 

. 切下の他社製テレビと互換性びあります。（順不同） 

-シャープ製 A 曰 U 0 S ファミリンク対応の液晶テレビ「アクオス」 

-パナソニック製ビエラ U ンク対応のテレビ 
-東芝製レグザ U ンク対応のテレビ 
-日立製 Wooo リンク対応のテレビ 

• 政下の他社製プレーヤーやレコーダーと旦換性びあります。（順不同） 

-シャープ製 A 日 U 日 S ファミ U ンク対応のデジタル八イビジョンレコーダ ー 「A 日 UOSA イビジョンレコーダー」、スレーレイディスク 
レコーダ ー 「A 日 U 0 S プルーレイ」（シャープ製 AQU 0 S ファミリンク対応の液晶テレビ r アクオス」とあわせてお使いのときのみ） 

-パナソニック製ビエラリンク対応のプレーヤーおよびレコーダー(パナソニック製ビエラ U ンク対応テレビとあわせてお使いの 
とをのみ） 

-東芝製レグヴ U ンク対応のプレーヤーおよびレコーダー(東芝製レグヴリンク対応テレビとあわせてお使いのときのみ） 

-曰立製 WoooU ンク対応のレコータ’一(曰立製 W □日 0 リンク対応テレビとあわせてお使いのとをのみ） 

. 上記がの他社製テレビやプレーヤー、レコーダーとの連動動作は保証外です。 

. 互換性のある他社製品の型名など最新の情報については、バイオニアホームページをご覧ください。 

《 AQU 0 S ファミ U ンクは、シャープ株式会社の登録商標です。 

《その他文中の商品名、技術名および会社名等は、当社や各社の商標または登録商標です。 


KURO LINK モー ドを設定する 


応用操作 


の 


































KURD LINK 


PQLS の設定を巧ラ 


本機は P 日 LS 機能に対応しています 。 PQLS ( Precision 日 uartz L 日 ck System ) とは、 KUR 日 LINK 機能を使つ 
たデジタル音声の伝送制御巧術です。より高音質な再生を行ラため、本機から PQLS 対応プレーヤーなどに対して、 
音声信号を制御します。これにより、音質に悪影響をおよぼす伝送時に発生するジッターの影響を除までをます。 
ここではその機能を自動で有効にするか、日 FF にするかを切り換えます。 

• P 日 LS マルチサラウンド機能に対応したプレーヤーと接続した場合、プレーヤーか6出力されるすべてのソー 
スで PQLS 機能が働をます。プレーヤーの音声出力を U ニア PCM に設定してください。 

• PQLS 2 ch オーディオ機能に対応したプレーヤーと接続した場を、プレーヤーで音楽 CD を再生しているとさ 
に P 日 LS 機能が働さます。 

この機能は 、 KURO LINK 機能をオンにしたとさのみ有効です。 



2 [ PQLS AUTO 


PQLS OFF 


r . プレーヤーの取扱説日月書ちあわせてご覧くだ 
さし、。 

. P 曰 LS 機能に対応するプレーヤーについては、 
パイオニアホームページをご覧ください。 


1 IAV アンプ I リモコンを AV アンプ操作モードにする。 


2 PQLS PQLS の設定を選ぶ。 

ボタンを押すたびに下のよラに設定が切 
り撰わります。設定はフ□ントパネルに表 
示されます。 

PQLS AUTO : HDMI の機能として P 日 LS 
に対応したプレーヤーで上記の対応ソースを再 
生した場合、 PQLS 機能が有効になります。 
PQLS OFF : PQLS 機能は働をません。 


連動動 1 乍を開始する前に動作確設 

すする 

接続と設定が終了した6、下記の確認作業を必ず行ってください。 

1 

ずべての機器をスタンバイ状態にずる。 

已 

本機の入力を HDMI 機器び接続された 
HDMI 入力に切り換える。 

2 ~ 

テレビむがのずべての機器の電源を才 
ンにずる。 


6 

手順已で選んだ H D M 1 入力に接続した機 
器を再生ずる。 

テレビに映像び表示されることを確認します。 

~3 

テレビの電源をオンにずる。 


子 

テレビの入力を本機び接続された 
HDMI 入力に切り換える。 

7 

手順 5 〜 6 を繰り返し、ずべての HDMI 
入力を確認ずる。 
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KURD LINK 



=— ドを使ラ 


KURO LINK 対応テレビの U モコンでアンプ連動モードにすることがでさます。アンプ連動モードでの動作は！; TF 
の説明をご覧ください。これらの機能はテレビの;><ニュー画面で設定します。詳しくは、 KURO LINK 対応テレビ 
の取扱説明書をご覧ください。 

アンプ連動モードでの連動動作について 

アンプ連動モード使用中は、本機と接続した KURO LINK 対応機器が！; TF のよラに連動動作します。 

-テレビのリモコンで、本機の音量調節や消音(ミュート)操作がでさます。 

-テレビの電源をスタンバイ状態にすると、本機の電源をスタンバイ状態になります。（本纖こ HDM 胺続されて 
いる機器の入力を選択しているとさや、テレビを視聴している場合のみ。） 

- KURO LINK 対応機器の再生操作に連動して、本機の入力が自動的に切り換わります。 

-テレビのチャンネルを切り換えると、本機の入力が連動して切り換わります。 

-本機の入力を HDM 似がに切り換えてを連動モードは継続されます。 

八"イオニア製 KURO LINK 対応フラットテレビでは liTF の動作ち巧能です。 

-本機の音量、消音などを操作したとさに、その状態をフラットテレビの画面に表示します。 

-フラットテレビで;><ニュー言語を切り換えると、本機の言語設定を連動して切り換わります。 


アンプ連動モードの解除 


アンプ連動モードを解除すると、テレビで HDMI 入力またはテレビ放送を視聴していた場合、本機の電源が切れます。 
アンプ連動モードのときに、本機の電源を切ることでアンプ連動モードは解除されます。このとさ再度アンプ 
連動モードにするには、テレビの U モコンでアンプ連動を選びます。 

アンプ連動モードのとをに、テレビのニュー画面等でテレビから音を出すよラに操作すると、アンプ連動モー 
ドび解除されます。 


応用操作 


妨 






いろいろな機能 


スピーカーシステムを切り換える 


スピーカーシステム A / 巨を切り換えると、再生されるスピーカーが切り換わります。必要に応じて使用するスピー 
カーシステムを選択してください。 



ff ^ 

. ヘッドホンを PH 曰 NES 端子に差し込んでい 

る間は自動的に OFF に切り換わります。（ただ 
し、 「 Speaker 巨」に設定されているときは、ス 
ピーカー端モ回か5は音び出ます。） 

. U スニングモードをピュアダイレクトモード 
にしていると去は、スピーカー日からは音び出 
ません。（一已0ページ） 


\ SPEAKERS スピーカーシステムを切り換える。 

「 Suit Back System の設定」(-►目3ぺージ) 
によって選択できるモードが異なります。 
ボタンを押すたびに、切下のよラに切り操わ 
ります。 

「ノーマル」に設定している場含 



「 Speaker 目」に設定している場合 

I—— ► AON - ► BON 

- OFF A - A+BON 



[Front Bi - AmpJ に設定している場含 



「ZONE 2」に設定している場合 



るスピーカーシステム選択時の出力音声について 

r ノーマル」に設定している場含 

A ( SP ^ A ) :すべての スピーカーか 6出力されます。 

[Speaker B」 に設定している場合 

A ( SP ^ A ) :スピーカー端子回に接続されたスピーカーから出力されます。（サラウンド再生が巧能です。） 
目 （ SP ►目） :スピーカー端子回に接続されたスピーカーからのみ出力されます。に ch ステレオ再生のみ巧 

能です 。） MULTI CH IN では音が出力されません。 

A+B ( SP ^ AB ) :上記 A ( SP ^ A ) と目 （ SP ►目)の音声が同時に出力されます。 

「Front Bi-Amp」 に設定している場を 

A + 目但 P ^ AB ) :すべてのスピーカーか6出力されます。スピーカー端子回か6出力される音声はスピーカー 
端子因のフ□ント出力と同じ音声です。 

「ZONE 2」に設定している場台 

A 但 P > A ) :スピーカー端子四に接続されたスピーカーから、インゾーンで選択されている音が出力さ 

れます 。 ZONE 2が日 N のときはスピーカー端子回に接続されたスピーカーから Z 日 NE 2 
で選択されている音が出力されます。 


上記の全設定共通 

OFF ( SP ^ ) :スピーカーから出力されません。このときに UIT 目 ackSystem の設定」 （一 93ぺージ)を 
「 Z 日 NE 2」に設定していて 、 ZONE 2が日 N のときは、 SP ►目か6音が出ます。 

(プ U アウト端子か6は常に音声が出力されているため、サブウーファーか6は音が出る場合 
があります。） 


































いろいろな機能 


別の部屋で本機の音や映像を再をする〜マルチゾ-ン機能〜 


本機を操作して、本機のある部屋(メインゾーン）とは別の部屋(サブゾーン)で本機につないだ機器の再生を楽し 
めます(マルチゾーン機能)。本機ではインゾーンとは別に ZONE 2 と ZONE 3 の 2 つのシステムを構築するこ 
とがでさます。インゾーンとサブゾーンで同時に同じソースを再生することはをちろん、別々のソースを再生 
することもできます。 Suit Back System の設定でに日 NE 2」を選択しているときは、スピーカー端子からの音 
声出力ちでさます。 

ヴプゾーンで再生巧能な入力信号はし^下の通0です。 


ヴプゾーン 

曰ド 

映像 

ZONE 2 

ステレオ(アナ□グ)音声が再生巧能です。 

コンポジット出力のみ対応します。 

iPod US 目ファンクシヨンで」 PEG ファイルを再 

生しているとさは、映像は出力されません。 

ZONE 3 

ステレオ(アナ□グ)音声が再生巧能です。ただし、 
iPod US 目フアンクシヨンは選択できません。 

映像は出力されません。 


サブゾーンでは、 HDMI で入力された音声は再生でさません 。 MULTI CH INI 入力はフ□ントし R の 2 ch のみの再生となります。ま 
た、 U スニングモードや低音/高音調整などの各種音声磯能は使えません。 

旧レシーバーびあると去は、旧 Z 曰 NE 吕 IN 端子に旧レシーバーを接続してさらに旧 OUT 端子に機器をつなぐと、その機器も旧レ 
シーバーで操作することびでさます。 


マルチゾーンの設定 


ヴプゾーンの音声出力方法の設定 ( ZONE オーディオ設定)を行います。 



阿アンプ I リモコンを AV アンプ操作モードにする C 


音ち 表示 CH 

□ □ EHI] 

TV CTRL IAV7 ジプ 1 

□ □ 

リモコン涅ま 



Suit Back System の設定び ！ "ZONE 2」のときは、 
手順日で r 固定」を選択でをません。 


6 


2 


■Q- 


泣 


ホームメニュー ボタンを押ず。 

ホームメニュー画面び表示されます。 


3 [4 .システム設定]を選んでミ夫定ずる。 

斗 [ d . その他の設定]を選んでミ夫定ずる。 
b [3. ZONE 才ーデイオ設定]を選んでミ夫定ずる。 


ZONE 吕および ZONE 3の音量設定を選択ずる。 

巧変： 本機で音量の調整をする場合(サブゾーンのアン 
プをノのーアンプとして音声出力する場合)に選びます。 
固定： サブゾーンのアンプを使って音量の調整をする場 
合に選びます。（本機のサブゾーン側の音量は最大にな 
ります。） 


A 

ミ主意 


「固定」を還んだ場合、本機の音量は最大 
で固定されます。大音量での出力を避ける 
ため、必、ずサブゾーンのアンプを使って適 
切な音量に調整してください。 


7 


ろ 


戻るボタンを押ず。 

に日 NE オーディオ設定]を終了します。 
ホームメこユーを終了するときは、因 g - を 
押します。 


応用操作 
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いろいろな機能 


フ□ントクはルでマルチゾーンの操作をずる 


フ□ントパネルのボタンを使用して、サブゾーンの入力や音量を操作します。 




. マルチゾーン機能では、電源の入/切わメイ 
ンゾーンとサブゾーンで別になりまず。 

. マルチゾーンの設定で「固定」び選ばれている 
とを、本機では音量を調整で去ません。 

. ス1」ープ機能び働くとメインゾーンとサブ 
ゾーンの両方の電源がスタン ; f くイになります。 
• ホームメ ニュー 画面表示中は、マルチゾーン 
操作はで去ません。 


1 MULTI-ZONE ON / OFF を押ず。 

押すたびにしツ下のよラに切り換わります。 

ZONE 2 ON ； ZONE 2のマルチゾーン機能をオンにし 
ます。 

ZONE 2 & 3 ON ； ZONE 2と ZONE 3のマルチゾーン 
機能をオンにします。 

ZONE 3 ON : ZONE 3のマルチゾーン機能をオンにし 
ます。 

MULTI ZONE OFF : マルチゾーン機能をオフにします。 
マルチゾーン機能びオンのとをは、表示部の multi ¬ 
zone インジケーターび点な します。 


2 MULTI-ZONE CONTROL を押す。 

押すたびに、メインゾーン操作とサブゾーン操作び切り 
換わります 。 ZONE 2と ZONE 3の両方を ON にしている 
とさは ZONE 2と ZONE 3を切り換えることびでをます。 


10秋間操作びないと自動的にマルチゾーンコント□ールモードび 
終了します。 


3 INPUT SELECTOR で入カファンクシ3ンを切 
り換える。 

たとえば、手順2で ZONE 2を選び、手順3で DVD を選 
ぶと、 DVD 入力の音声と映像を ZONE 2で楽しむこと 
がでをます D 

4 MASTER VOLUME ダイヤルで音量を調節ずる。 

-80 dB (最ル値)から0 dB (最大値)の範囲で調節で 
をます。 

ただしに ONE 2音量」または 「ZONE 3音量」び個定」 
のとをは0 dB に固定されます。 


已 MULTI-ZONE CONTROL を押す。 

マルチゾーンの操作を終了します。 

6 選んだ機器の再生をずる。 
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u モコンでマルチゾーンの操作をずる 


いろいろな機能 


I 」モコンを使用して、サブゾーンの入力や音量を操作します。 


W - 


入力なお 

-/,|、、 


心 


DVD BD DVR HDMI 

■ □ ■ □ 

TV CD CD-R VIDEO 

■ ■ ■ ■ 

iPod USB 入力切巧 

■ 田田 


_ _ 册 Ml OUT 

r 1 ]r 21 1 3 i 

きき切巧 MCACC ス U - ブ 

をを 

アナログ ATT ディマー 

田回 

_ CH レベル _ 

「■ ] I 0 I I ミ央定 I 


回凶 

テレビコント□ール 

庭ルを 

白白 


音量 

目 

消音 


TV CTRL 巧 V 了ンフ I 

1_1 □ LJ 困 

リモコン担を 


"転 


[AV アンフ I 


-2 

3 


4 


阻 

■ ' メィンソ ''j 


マルチゾーン切り換えスイッチをゾー 
ン 2 またはゾーン 3 にずる。 

ゾーン2にすると U モコンび ZONE 2の操 
作モード、ゾーン3にすると ZONE 3の操 
作モードに切り換わりまず。 

メインゾーン操作モードに戻すとさはメイ 
ンに切り換えます。 


2 AV アンプむボタンを押してマルチゾー 
(む)ン機能の電源を入れる。 

3 入カフアンクシヨンを切り換える。 

入力切換ボタンで機器を選びます。 


4 


な .5 

曰呈 


消音 


音量を調節ずる。 

- 80 d 目（最小値）から日 d 目（最大値） 
の範囲で調節でをます。 

(本体の場含は 、 MASTER V 日 LUME で調 
節します） 

一時的に音を消したいとさは、消音ボタン 
を押します。ちラー度押すか、音量を調節 
することで解除します。 


本機の U モコンでし:1下のサブゾーン操作びでさます。 

AV アンプ0 :本機の電源切り換え 
入力切換 ：入カフアンクションの選択 

音量+/— :音量調整(ただし、 「 ZONE オーディオ設定」（一巨7ペー 

ジ)で[固を]び選ばれているとをは調整でさません。） 

消音 ：音を消しまず。 

パイオニア製アンプをサブゾーンで使巧する場合は、本機のリモコン操作 
で同時にアンプび動作してしまいまず。旧レシーバーでのマルチルーム操 
作をすると去は、メインゾーン(本機)の U モコンモードを2〜4のいずれ 
かに設定することで、同時に動作することを防ぐことびできます。（^73、 
] 01ぺージ） 


応用操作 
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いろいろな機能 


7ルチチヤンネルアナ□グ再生する 


マルチチャンネルアナ□グ入力で接続した機器の音声を本機で聞さます。 

マルチチヤンネルアナ□グ接続については、 r マルチチヤンネルアナ□グ機器の接続」（一28ページ)をご覧ください。 



1ち MULTI CH IN 入力にずる。 

^ ^入力切換ボタンを繰り返し押すか、本体の 
INPUT SELECT 日 R ダイヤルを回して入力 
を切り換えます。 


. DVD プレーヤーにぶってはサブウーファーチャンネルのアナ□グ出カレ 
ベルびルさいちのびあります。この場をは「その他の設定」の「マルチチャ 
ンネル入力設定」で、サブウーファーの入カレベルを10 d 巨上げることび 
できます。詳しくは「マルチチャンネル入力を設定する」卜99ぺージ)を 
ご覧ください。 

.MULTI CH IN 入力で映像を同時に再生することびでをます。詳しくは「マ 
ルチチャンネル入力を設定する」（^99ぺージ)をご覧ください。 


接続した機器間で録音/録画をする 


本機を通して録音/録画を行ラ場を、入出力それぞれの機器は同じタイプのコードで接続されている必要があります。 
録音/録画端子では、音声のアナ□グ/デジタルのタイプを一致させ、映像はそれぞれの機器とコンポジットで接 
続してください。 


AV アンプ 入力沒お 

@ •© 

— 

DVD BD DVR HDMI 

■ ■ ■ ■ 

TV CD CD-R VIDEO ' 

■ ■■国 

iPod USB { 入 刀 助巧 

■ J 因曰 

HDMI OUT 

M 1 1 21 1 31 

有 «!» MCACC ス U- プ 

1 ^ 1 1 w 1 

SBchffla アナログ ATT ディマー 

nn 181191 

百 寅 坂示 CH 

TV CTRL IAV7 ンプ 1 

1 - 1 1 - ' rsr-i 


1_1 1_1 1 .マ.1 

リモコ:/ ss 



1 积アンプ I リモコンを AV アンプ操作モードにする。 


2 

録音/録画ずるソースを選ぶ。 

3 

音亩切換 

4 

入力信号を選択する。 

デジタル録音するときは、 DIGITAL を選択 
します。詳しくは r 音声入力信号の切り換え」 
(一42ページ）をご覧ください。 

4 

録音/録画機器の録音/録画を開始ずる。 

已 

た - 

録音/録画ずるソースを再生ずる。 

- ^ 


• 本機の音量、チヤンネルレベル、オーディオ調整機能、ビデオ調整機能、サ 
ラウンドの設定などは、録音信号には効果びありません。 


. 市販ソフトの録音/録画は、個人で楽しむ場合を除いて、著作権法上認め 
られていません。また、コピーガード信号により録音/録画のできないを 
のちあります。 

. デジタル録音について、ソフトによってはコピー回数制限のあるものびあ 
ります。詳しくは、録音機器の取振説明書をご覧ください。 

. MCACC 測定中は、緑音/録画を巧わないでください。 

.MULTI CH ll \ I 端子に入力された音声は、フ□ントし R の 2 ch のみ録音す 
ることびでをます。 

心 -1} 
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フ□ントパネル表示部の明るをを調壁する 


いろいろな機能 


フ□ントバネル表示部の明るさを4段階に調整することびでさます。 


の 

音き韻 

の 


回 

スリーブ 

囚 


SBch 把理アナ ClifATT ディマー 

の田 El - 

_ CH レベル _ 

山’。山"凹。 

邑寅 巧示 CH 

_ TV CTRL 区 V7V?I _ 

戸口 


-2 


リモコンを AV アンプ操作モードにする。 


2 


デイフ- 


9 


デイマーボタンを押してお好みの明る 
さに調整ずる。 

押すたびに表示部の明るさが4段階で切り 
換わります。 


明るさを一番暗い設定にしたとさは、ボ U ューム表おと ST 冉 ND 巨 Y イ 
ンジケーターを残して、すべてを消なします。 

設定した明るさにかかわらず、何かの操作をしたと去は明るく点打し、 
数利> 棲に元の明るさに戻ります。 

本体や U モコンで操作時や、エラー表おおよび禁止メッセージ発生時は、 
この設定にかかわらず明る<表示されます。 


XU —プタイマーを設定する 


指定した時間が経過すると、本機の電源が切れるよラに設定でさます。 


_ _ HDMI OUT 

M 1 I 2 l I 3~1 

き青切 巧 MCACC ストプ 

_回 B - 

アナログ ATT ディマー 

田回 

_ CH レベル _ 

山 1。 叫’脚。 

有寅 巧お CH 

_ TV CTRL 巧 V 7 ジプ I _ 

□ m - m - 


2 


リモコンを AV アンプ操作モードにする。 


2 


ス U - プ 

m 


スリープボタンを押してタイマーを設定 
ずる。 

押すたびにス U —プタイマーの時間び UTF 
のよラに切り換わります。 

ス U —プタイマーび設定されると SLEEP 
インジケーターび点なします。 


ご 


SLEEP 30 min - ► SLEEP 60 min 

SLEEP OFF ◄ — SLEEP 90 min 


ス u —プタイマーを設定したあとにス u —プボタンを]回巧すと、残り時 
間び表示されます。 

マルチゾーン機能い67ぺージ)び ON のときにス IJ - プタイマーを設定 
すると、すべてのゾーンの電源び同時に切れます。 


応用操作 
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1」モコンの状態巧認ボタンを巧すことで、ち記の情報を認ずることびで 
をます。確認項目は本体のディスプレイに表示されまず。ち記の情報はを 
入力ごとに確認することびでをます。 


-2 


防。ンプ I リモコンを AV アンプ操作モードにする。 


P 找態確認 

回 


設定内容を確認ずる。 

ディスプレイに上記の情報び表示されます。 
表示は3秒ごとに切り換わります。 

もう一度ボタンを巧ずと、通常表示に戻りまず。 


いろいろな機能 


HDMI 出力を切り換える 


HDMI 出力端子か6映像/音声を出力すると击 HDMI 日 UT 1 と HDMI 日 UT 2 のどち6の端子か6出力するかを設 
定します。工場出荷時は HDMI 日 UT ALU こ設定されていて、どちらの端子からを映像/音声を出力します。 

HDMI 日 UT 1 端子は KUR 日 LINK 機能に対応しています。 HDMI 日 UT 2 端子に接続したテレビで視聴するとさは、 
KURO LINK 設定を日 FF にすることをお勧がします。 


1 リモコンを AV アンプ操作モードにする。 


2 hd5^t hDMI out ボタンを押して HDMI 出力 
3 I を切り換える。 

[Please wait ...J と表示されている間、し 
ばらくお待ちください。 

押すたびに 「 HDMI 日 UT 1」、「 HDMI 日 UT 2」 
と 「 HDMI 日 UT ALL 」 が切り換わります。 


. HDMI 出力を切り換えるとアンプ連動モード(一目已ページ)は解除され 
ます。アンプ連動モードを使いたいときは HDMI 0 UT 1 に切り換え、フ 
ラットテレビの U モコンでアンプ連動モードを選択します。 

.HDMI 0 UT 1 と HDMI 曰 UT 吕の両方の端子に磯器を接続していると 
を 、 「HDMI OUT 冉 LU に設定ずると機器の状態により映像の解像度な 
どび制限されることびありまず。また 、 「HDMI OUT ALU 設定時に、い 
ずれかのテレビの電源をオン/オフすると、もラー方のテレビの画儘、音 
声び一瞬とざれます。 


再生中の音声や設定内容を確認する（ステータス表示) 


m 回 EE- 

音き切巧 _MCACC ス y - フ 

I 5~1 16 I 

アナログ ATT ディマー 

の回 

_ ご H レベル _ 

山’。叫,脚。 

ちち ち示 CH 

□ □ [ ZH ±] 

TV CTRL IAV 7 ンブ I 

□ □ m - m - 

リモコン括ち 


-2 


入力信号 

♦ 

サンプリング周波数 

♦ 

S 目 ch 処理モード 

♦ 

MCACC MEMORY 

♦ 

ZONE 2入力 

4 r 

ZONE 3入力 

♦ 

KURO LINK 
HDMI 出力 


I 恩 R 回 


置 f 



窗 
留 


i 四趙回田 □ 
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リモコンによる他機器の操作 


リモコンで複数のパイオニア製アンプを操作する 


付属の U モコンで、本機のほかに 3 台のアンプを別々に操作でさます(操作可能なアンプは、本機と同型機のみです)。 
リモコンにプ U セツトコードを入力して、操作するアンプを指定します。 

• この機能を使用する前に、操作したいアンプに U モコンモードを設定してください。詳しくは ru モコンモード 
を設定する」0101ぺージ)をご覧ください。 



マルチゾーン切り換えスイッチびメイン 
になっていることを確認ずる。 


师 

'' メイン ’‘ 


2 リモコンを AV アンプ操作モードにする。 


3 


リモコン設定 


リモコン設定ボタンを押し続け 、 LED 
ランプび吕回点滅した5指を離ず。 


斗数字ボタン （1 〜 0) で、操作したいアンプに対応し 
た己おの番号を入力ずる。 

操作するアンプの U モコンモードによってけ下のま号を 
入力します。 

• アンプ！：巨19 3 已 （工場出荷状態） 

• アンプ2:巨2巨30 
• アンプ3 :巨2巨31 
• アンプ4:巨 2 色32 

番号を已析目まで入力すると LED ランプび 2 回点滅して、 
設定は完了になります。 

他のアンプを操作する場合は、上記手順1からちラー度 
操作して番号を入力し直してください。 


本機よりを前に発売されたパイオニア製アンプをお使いの場合でち、一部機 
能は本機の U モコンで操作で去ることびありまず(電源オン/オフ、入力切り 
換え、音量操作など）。この場合、お使いのアンプをアンプ]として使用し、本 
機をアンプ2〜4に設定することで、別々に操作することびでさます。 


リモコン 
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リモコンによる他機器の操作 


U モコンで他機器を操作する 


付属の U モコンを使って、本機!;(外のパイオニア製品や他社の機器(ビデオデッキ、テレビ、 DVD 、 CD プレーヤー 
など)を操作でさます。他機器を操作する前に、操作したい機器のプ U セットコードを U モコンに設定してください。 


他機器のリモコン信号を本機のリモコンに呼び出ず(プリセットコード設定) 


本機付属のリモコンには、複数の A V 機器(他社製品を含む)のプ U セツトコードび登録されています。操作巧能な他 
機器のプ U セツトコードー覧は121ページをご覧ください。 

• 各ボタンの役害 Ij は r 他機器の操作について」（一76ぺージ)をご覧ください。 



1 操作したい機器のマルチコント□ールボタンを押ず。 

テレビ基本操作ボタンでお手持ちのテレビを操作したい 
場合は、ここで TV CTRL ボタンを押します。 

U モコンのに D ランプび点抑こ変わります。 


2 ( ~~ I リモコン設定ボタンを押し続け 、 LED 

リモコ： / S 定 ランプび2回点滅した5指を離す。 


3 数字ボタン （ 1〜 0) で、操作したい機器に対応した 
己おの番号を入力ずる。 

番号を已析目まで入力すると LED ランプび2回光って、 
設定は完了になります。馈定び正しく行われなかった 
場合は、 LED ランプび1回光ります。） 

機器を登録し直したい場合や、他のマルチコントロール 
ボタンに機器を登録する場合は、上記手順1から同様に 
操作してください。 


4 他機器を操作でさることを確認ずる。 

入力機器むボタンを押したとさに、機器の電源をオン/ 
オフでをることを確認してください。操作でをない場合、 
プ U セツトコードー覧に複数のコードびある場合は、他 
のコードを入力して試してみてください。 


. パイオニアのフラツトテレビやフラツトパネルディスプレイを操作する I 
場合は、 TV または TV CTRL ボタンに政下のプ U セツトコードを割り当て 
て < ださい。 

13001 ( KRP - 已〇 OA ' KRP - 巨00 A ) 

13003 ( KRP - 已〇 OM 、 KRP - 已〇 0 M ) 

.iPod US 巨ボタンにはプ U セツトコードを登録することびできません。 

. 正しく設定でさているよラでち、一部のボタンのみ違ラコード番号ち複数 
あります。実際に操作でをるかを醒認してください。 
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L ! モコンの設定を a セットする 


リモコンによる他機器の操作 


DIRECT STEREO STANDARD ADVSURR 

[hDDI I DVD I I O I I 叫 
THX PHASE CTRL. が®巧强 

を r > I 包 
回囚囚回 



Pioneer 

ンプ〕 


消音 

□ 



入力なお 
■ /,1、、 


@ --心 

DVD 己 D DVR HDMI 
□ □ □ □ 
TV CD CD-R VIDEO 

□ □ □ □ 

入力切巧 

因因 



「•1「0 I I * を I 



05 J 凶 

テレビコント□ール 

白白 


I 」モコンの設定をずべて U セツトして、工場出荷時の巧態に戻します。 


3,4 


4 


ゾーン 2. 


I 


2 


3 


4 


OD] 

メイン 


-ゾーン3 


マルチゾーン切り換えスイッチがメイン 
になっていることを確認ずる。 


リモコンを AV アンプ操作モードにする。 


リモコン設定ボタンを押し続け 、 LED 
リモコン設定 ランプび吕回点滅した5指を離ず。 


数字ボタンの9、8、1を順まに押す。 

LED ランプび4回点滅して、 U モコンの設定び工場出荷 
時の状態に戻ります。 

• 工場出荷時にボタンに割り当てられているプリセット 
コードは下の通りです。 


ボタン 

プ u セットコード 

DVD 

3] 己 7] 

BD 

32442 

DVR 

2230白 

HDMI 

32442 

TV 

13000 

CD 

70468 

CD-R 

71087 

VIDEO 

200已8 

TV CTRL 

13000 

|AV アンプ 1 

色]白3巳 


y モ n ン 


3 21 
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、撫鉛成 STEREO STANDARD A 爲麻 ; 

； 

: J 白スニこ二を肛 BE ご t 证ニニ在勘度£ 

田 am a; 

POLS ! 

田田 n 田 j 

-きぞ -- 綺 .CH. , 

■ ■ Mi 

IV し ihL^te^f 

。 LJ LJ 团 

Iモコ:/!巧 

ゾ—ン2^7^ゾーン3 

■一 loneer 

[AV アンプI 


AV でノ J 乂ノ J 巧’ 

@ • @— 

DVD BD DVR HDMI 

□ □ □ □ 

TV CD CD-R VIDEO 

□ □ □ □ 

iPod USB 入力 切巧 _ 

LJ 因 


リモコンによる他機器の操作 


じ(下のリモコン操作を巧う口ま、あらかじめ操作したい機器の U モコンコードを登録しておくぶ、要があります。詳し 
くは「他機器の U モコン信号を本機の U モコンに呼び出す(プリセツトコード設定)」（一74ぺージ)をご覧ください。 
実隙に操作を始める前に、操作したい機器の他機器操作ボタンを巧して、 U モコンをその機器の操作モードに 
してください。各機器の詳しい機能については、それぞれの取扱説明書をご覧ください。 

機種によっては操作でさないボタンをあります。 


1 


DVD プレーヤーによっては、1日攻上を選ぶときに+10方式ではなく ENTER 方式で番号を決める機種があり 
ますが、その機種を本機 U モコンでは. （10) ボタンで操作することができます。 


\ 撒器 

ボタン\ 

テレビ 

テレビ(モニター） 

ブルーレイ 
ディスクプレーヤー 
/ DVD ブ レーャー 

HDD/DVD 

レコーダー 

入力機器む 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

数字ボタン 
(1〜0) 

チャンネルの選択 

数字の入力 

数字の入力 

チヤンネルの選択 

•(10) 

10 

• 

ク U ァ 

10 

決を (12) 

12 

CH ENTER 

決を 

12 

い一/決定 

♦ t 如崎/決定 

り如一/決定 

It 仁今/決定 

い和一/決定 

X 

元の画面 

元の画面 

トップメニュー 

トップメニュー 
/ディスクナビ 


番組表 

USER MENU 

ツール 

番組表 

か 

ホームメニュー 

HOME MENU 

すームメニュー 

ムにュー 

ろ 

戻る 

戻る 

戻る 

戻る 

HDD C 青） 

青ボタン 

青ポタン 

— 

HDD 

DVD (赤） 

ホボタン 

ホボタン 

- 

DVD 

〇偏） 

緑ボタン 

緑ボタン 

- 

ビデォ 

乂横） 

黄ボタン 

黄ボタン 

メニュー 

にュー 

► 



► 

► 

II 



II 

II 

■ 



■ 

■ 

◄◄ 



◄◄ 

◄◄ 

►► 



►► 

►► 











■ + ►► 





音声 

音声切換 

音黄切換 

音声切換 

音黄切換 

表示 

表お切換 

表お切換 

表示切換 

表示切換 

CH +/- 

チャンネル切換 

CH +/- 

解像度切換 +/- 

チヤンネル切換 


化機器の操作について 


IB 挡を晋_ 

UBIQiS 

圍 oio og 


富 


の I0SII 

ai 査 l iji 


P 
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リモコンによる他機器の操作 


\ 機器 

ボタン'\ 

ビデオデッキ 

衛星チューナー 
/ケープルテレビ 
チュー了一 

L □プレーヤー 

C □プレーヤー 
/巳 D レ〕ーダー 
/ SACD プレーャー 

MD プレーヤー 
DAT プレーャー 

カセットデッキ 

入力機器む 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

数字ボタン 
(1〜0) 

チヤンネルの選択 

数字の入力 

数字の入力 

数字の入力 

数字の入力 

— 

•(10) 

10 

本 

+ 10 

>10/ク|」ァ 

ク1」ア 
( MD ) 

ク1」ァ 

ミ央定 （12) 

12 

- 

決を 

ディスク/ミ关定 

OPEN/CLOSE 

( MD ) 

決定 

■ It 和今/ミ夫定 


仁^/決定 

■ It 和4 /決定 

- 

- 

■ ■/■/ イイ/ ►► 

X 


ナビ 

トップメニユー 

瞧 

一 

MS - 

よ 


番組表 


LEGATO LINK 
( SACD ) 

- 

MS 一 

な 


メニュー 


SACD SETUP 
( SACD ) 

— 

- 

ろ 


戻る 

戻る 

- 

- 

- 

HDD (青） 


青ボタン 


- 

- 

- 

DVD (赤） 


赤ボタン 


- 

- 

- 

〇縮） 


緑ボタン 


- 

- 

— 

乂馈） 


黄ボタン 


- 

墨 

- 

► 

► 

► 

► 

► 

► 

► 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

◄◄ 

◄◄ 

◄◄ 

◄◄ 

◄◄ 

◄◄ 

◄◄ 

►► 

►► 

►► 

►► 

►► 

►► 

►► 








►►1 


►►1 

►►1 

►►1 

►►1 

►►1 



録画 


- 

- 

- 

音声 

音黄切換 

音靑切換 

音声切換 

PURE AUDIO 

— 

- 

表お 


表示切換 

表お切換 

TIME 

— 

- 

巳 H +/- 

チャンネル切換 

CH +/- 


— 

- 

- 


y モ n ン 
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音の詳細設定 


本機で設定でまること 


本機のホーム^ニュー (HOME MENU ) で設定でさる全項目です。 


I □ 7^ (ンスド 

I (サラウンドな 
■ 詳細な手動設; 


.ド MCACC 

(サラウンドの自動設定/ 
詳細な手動設定） 


advanced 


MCACC データチエック 

(MCACC メモ U - の確認） 


M 


1フルオート MCACC 

1(サラウンドの自動設定） 

すべての MCACC 項目 


すべての MCACC 項目の自動測定 一37ぺージ 


—才ート MCACC 

’U (個別項目選択巧能なサラウンドの自動設定） 

全項目/スピーカーシステム保持 音場補正の全項目を自動測定 -81 ページ 


スピーカー設定 
スピーカー出カ レベル 
スピーカーまでの 距離 
EQ Pros 定在放制御 

—マニュアル MCACC 

' « (詳細なサラウンドの自動設定） 

D 円 ne Channel Level 
已円 ne SP Distance 
□ 定在波制御 
凸 EQ の調藝 


|EQ プ□フェツシヨナル 


I 残響特性の測定 


I 残響特性の確認 


I アドバンスド EQ セットアップ 


スピーカーシステムの自動設定 -81 ページ 
スピーカー出カレベルの自動設定 -81 ページ 

スピーカーまでの 距離の自動設定 -81 ページ 

残響特性を考慮した周波数特性の自動補正および 
定在波の自動制御 -81 ページ 


聴感によるさチヤンネ J レの出カレべ>1レの微調整 
一83ぺージ 

聴感にぶる各 スピーカーまでの 距離の微調整 
一84ぺージ 


定在波制御の設定^8曰ページ 
聴感による周波数特性補正カープの調整 -86 ページ 
部屋の残響特性の測定と残響を考慮した補正 -87 ページ 
部屋の残響特性の測定 一87ページ 
残響特性測定結果の確認 一88ページ 
残響特性を考慮した音場補正^88ページ 


I ら^は-卜 MCACC のデモ） 


デモなので設定は反映されません 
一82ぺージ 


•且 スピーカー 設定 
-田スピーカー 出カレベル 
-田 スピーカーまでの 距離 
•田定在波制御 
-且 Acoustic EQ 
- n パソコンへ転送 


スピーカー接続の有り/無し、低域再生 
能力などの確認一日日ページ 

各チヤンネルの出カレベルの確認一目日ページ 
各スピーカーまでの距離の確認 -90 ページ 
定在波制御設定値の確認 -90 ページ 
周波数特性の補正値の確認 -90 ページ 
各種データのパソコンへの転送一目日ページ 








































音の詳細設定 



データ管理 

(MCACC メモ U - の 
データ 管理） 


システム設定 

(本機のさまざまな設定） 





I マニュアルスピーカー設定 

I (スピーカーの構成やサラウンド環境の手動設定） 


I 扫 urr Back System 


I (サラウンドバックシステムの設定） 

B スピーカー設定 
□ スピーカー出カレベル 
EI スピーカーまでの距離 
且 X 力ーブ 
且 THX 才ーディオ 


SPEAKER 回端子の巧途設定 一93ページ 

スピーカー接続の有り/無し、低域再生能力 
などの設定 -93 ページ 

各チヤンネ J レの出カレべ J レの設定一9己ページ 

各スピーカーまでの距離の設定（最適な 
ディレイ値に設定）一日目ページ 
部屋の大ささにをわせた高音域の減衰カープ 
の設定一白6ページ 

THX オーディオについての各種設定一白7ページ 


-田入力端子の設定 

□ OSD 言語の設定 

□ その化の設定 

□ KURO LINK 設定 
且マルチチヤンネル入力設定 
且 ZONE 才ーディオ設定 
□ 電源オン時音量設定 
且音量制限設定 
且リモコンモード設定 
B Flicker Reduction 設定 


-旦 MCACC メモリーのち称変更 
-□ MCACC メモリーのコピー 
B MCACC メモリーの消去 


各入力の音声入力や映像入力の切0換え、入力名の 
変更などの設定 一4日、98、99ページ 


OSD 言語の表示言語の設定^1日2ページ 


KURO LINK 機能に対応したパイオニア製品と 
連動操作するための設定 一63ページ 

マルチチヤンネル入力の設定 一99ページ 
マルチゾーン機能での音声設定 一67ページ 

電源をオンしたとさの音量の設定日日ページ 

ボリユーム操作をしたときの最大音量を 
制限する設定一1日日ページ 

本機側の U モコンモードの設定一101ページ 
GUI 画面の見え乃の調整一1日]ぺージ 

MCACC メモリーの名前を変更一日1ページ 
MCACC メモ U —のコピー -92 ページ 
MCACC メモリーを消ま一日2ページ 


応用設定 
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音の詳細設定 


リスニンク •損 境の設定について 〜ヴラウンド再をのための設定〜 


本機のオート MCACC セツトアップ機能では、下記の日つの設定宿場補正)を自動で行うことびできます。 


スピーカー システムの設定 

ソースに含まれる音声成分のすべてを再生するために、 
スピーカー接続の有り/無しや低域再生能力などを設定し 
ます。この項目は、ずべての MCACC MEM 日 RY に共通 
の設定となります。 

スピーカー 出カレベルの設定 

U スニングポジションでの各チャンネルの音量レベルを 
一定に合わせる設定です。 

スピーカーまでの距離の設定 

距離を設定することで各チャンネル間の遅延(ディレイ） 
を算出•補正します。 


定在放制御 

壁などの影響で発生した低域の特定周波数での極端な 
ピーク音を除去します。 

残響特性の測定 

U ス ニン グルームの残響特性を測定し、 MCACC の補正 
精度を向上します。 

視聴環境の周波数特性の補正 （ Ago Cal EQ Pro) 

スピーカーの種類や、部屋の環境差によって生じた各チャ 
ンネル周波数特性のば5つきを浦正します。 EQ 補正の 
カーブち3タイプか5選べます。 



ホームメニュー画面を開くまでの手順です。ここから各設定の操作に進めます。 


入力なお 


© 

DVD 己 D DVR HDMI 
□ □ □ □ 


1 A 戶プ本機とテレビの電源び切れている場合 

( 、の）は、電源を入れる。 

テレビに本機の出力映像び表示されるよラ 
に、テレビ側の入力切換を合わせておさまず。 



iPod CTRL 


2 1^21 リモコンを AV アンプ操作モードにする。 


2 


DIRECT STEHEO STANDARD ADVSUm 
卜 DD 」〔 DVd| 〔。 I 〔乂 I 
THX PHASE CTRL 巧お挂巧 

を r - I 包 

PQLS 

回日山囚 

有串 巧お CH 

_ TV CTRL ンフ I _ 

。。 ■ 图 


リモコン技を 




3 ~ホームメニユーボタンを押ず。 

テレビ画面にホームメニュー画面び表示さ 
れます。 



ホームメニューの操作には、下記のボタンを使います。 


リモコンポタン 

本体ボタン 

用途 

因挡- 

HOME MENU 

1 1 

ホームメニユー画面を開 </ 閉じる 


♦ 夺 

E l 1 ENTER 

カーソル移動と設定値の変更 

選択項目を決定する 


戻る 

ろ 


RETURN 

1つ前の画面に戻る 
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• へッ ドホン使巧中は、ホームメニュー画面は表示で走ません。 

• 約已分間放置するとホームメニュー画面には自動的にスクリーンセーバー機能び働きます。 

. 入力び iPod/us 巨になっているときは、ホーム六ニューの設定を行うことびで去ません。また、 ZONE 2または ZONE 3び ON のと 
さをホームメニューの設定を行ラことびでをません。 

• 一度登録した設定内容は本機に記憶されるため、本機を使巧するたびに設定し直す必要はありません。ただし、スピーカーシステム 
の構成や配置を変更したり、新しくスピーカーを追加したときには、設定し直す必要びあります。 

. ホームメニューの設定中は電源を切らないでください。電源を切るとをはホームメニューの設定を終了してください。 







































































音の詳細設定 


—卜 MCACC で詳細に測定/設定する 


オートセットアップ(フルオート MCACC) の昼本のな使用方法は r スピーカーの自動設定を巧ラ 
MCACC 〜」（一37ページ)をご覧ください。 


'フルオート 


4 


SYMMETRY 
ALL CH ADJ 
FRONT ALIGN 


スピーカー lEC 
スピーカー出カレベル 
M1.MEM0RY1 スピーカーまでの狙 ■ 
M2.MEMORY2 EQ Pro & 定在及 HS 
M3.MEM0 机3 


1 b . 才ート MCACC 

を n 目 

スピーカー BEE 
スピーカー出カレベル 
スビーカーまでの担# 

EQ Pro &定在及 HS 

ALL CH ADJ M2.MEMORY2 

FRONT ALIGN: M3.MEM0RY 3 
TWa ピーカー; NO 

1 スタート 1 


面が 

S る因 


「Aco Cal E 日 Pm 」 （周波数特性の補正)と 
「定在波制御」の効果は、それぞれの MCACC 
MEMORY で ON / OFF を切り換えることび 
でをます。詳しくは r オーディオ調整機能を 
使用する」（^已7ぺージ)をご覧ください。 

各スピーカーと視聴環境との柜互作巧に 
よって、まれに才ート VICACC の測定び正し 
く行われないことびあります。その場合は手 
動で設定を調整することをお勧めします。 


PUSH 日 PEN タブを押して、端テカバーを 
取りがしてください。 

本機の MCACC SETUP M に端子に付属 
セットアップ用マイクを差し込みます。 


I_ 与 



お手持ち 
の云脚 


39などの上にセットアップ巧 
マイクを固定して < ださい。 

U スニングポジションに設置し、 
マイク部をちの高さに合わせ 
て < ださい。 


THX は THX 社の商標です。許巧のをとに 
使用されています。不許複製。その他すベて 
の商標は、それぞれの所有をの所有物です。 


80ぺージの手順1〜3までを行う< 


2 [1 .アドバンスド MCACC ] を選んでミ夫定ずる。 

3 [ b . 才ート MCAC 口を選んでミ夫定ずる。 

オート MCACC 画面び表示されます。 


斗測定/設定の頂目を選択ずる。 

各項目に巧する測定/設定内容は、画面ち側に表示され 
ます。 

[全項目]: すべての項目を測定/設定します。 

[スピーカーシステム巧持]: スピーカーシステムの 設定 
し U 外の全項目を測定/設定します。 

[スピーカー設定 (THX スピーカー)] ([全項目]、[スピー 
力一設定] を選択したとをのみ設定可能）： THX 認証の 
スピーカーを使用しているときは 「YES」 を選択します。 
このとを、[スピーカー設定]はすべてのスピーカーび 
SMALL (ル)になります。 

上記が： それぞれの項目について測定/設定します。 

• [スピーカー設定]は、[全項目]で測定するたびに測定 
結果び更新されます。 

• フルオート MCACC や[全項目]での測定後に U ス ニン 
グポイントを変えて測定したいとさは、[スピーカー 
システムな持]で測定してください。 

• 使用するスピーカーの構成を変更した場合は、フルオー 
卜 MCACC または[全項目]で測定しなおしてください。 

b 保を巧を選択ずる。 

測定/設定した結果のイ呆存先を [Ml.MEMORY1] 〜 
[M 己. MEMORY 己]から選択します。 

• MEMORY 内のデータは上書をされます。 

• 測定終了後、 MCACC ボタンを押して MEMORY を切 
り換えることで、本機を各補正後の状態にすることび 
でをます。（一5已ぺージ） 

6 付属のセットアップ用マイクを接続ずる。 

U スニングポジションにマイクを配置します。マイクの 
接続は左の図をご覧ください。 

• セットアップ用マイクは、云脚などを使用してI」スニン 
グポジションに設置してください。テーブルやソファの 
上などに置くと、正しく測定できない場合びありまず。 

/ [スタート]を選んでミ夫定ずる。 

オート MCACC で選択した項目の自動測定に進みます。 
「M C A C C データチエック」の画面び表示されたら自動測 
定は終了です。測定び終わったら、おずセットアップ用 
マイクを本機から抜いてください。 

測定した内容を確認することびできます。 「MCACC デー 
夕を確認する」（一90ページ)をご覧ください。 


留設定 


別 






































音の詳細設定 

EQ タイプ(視聴損境の周液数特性の補正)について 

E 日タイプは[全項目]、[スピーカーシステム保持]を選択したとさのみ設定巧能です。 

各 E 日タイプの保存先をそれぞれ設定すれば、一度の測定で複数タイプの EQ 補正が行われ、内容が保をされます。 
に丫 MMETRY 」 は常に測定/保をされますが 、 FALL CH ADJ」、「FRONT AUGN 」 は測定を省略できます。 

.「 SYMMETRY 」一 L / R でペアになっているスピーカー]組ごとの周波数特性をフラットに補正しまず。センターな 
どペアでないスピーカーは個別に補正します。位相特性を重視した補正をしたい場合にお勧めします。 

.「ALL CH ADJ 」一 全チャンネルの周波数特性を、それぞれ個別にフラットに補正します。周波数特性を重視した捕正 
をしたい場合にお勧めしまず。 

• 「FRONT AUGN 」ー フ□ント1；{外のスピーカーをフ□ントの特性に合わせこむ補正をします(フ□ントスピーカーは補 
正しません)。フ□ントスピーカーの特性を重視した捕正をしたい場合にお勧めします。 

その他の設定項目について 


「MCACC」 ： 

( はート MCACC 」 で[スピーカー出カレベル]、[スピーカーまでの距離]、 [ E 日 Pm &定在波制御悼選択した 
とをのみ設定巧） 

測定/設定値の保存先を選びます。各項目についてのデータのみ上書さされます。 

「 EQ タィプ」： 

( はート MCACC 」 で [ E 日 Pra &定在波制御]を選択したときのみ設定巧） 

E 日補正カーブ(視聴環境の周波数特性の補正)を1つ選択します(各 EQ 補正カーブの説明は上記をご覧 < ださい)。 

r 定在液制御を点測定」： 

( r 才ート MCACC 」 で [ E 日 Pra &定在波制御]を選択したときのみ設定巧） 

[丫 ES ] にすることでメインの U ス ニン グポジションとそれ外のリス 
ニン グポジション2力所(計3力所）の定在波制御を行ラことができま 
す。設定の手順は GUI 画面に従って、ちのイラストのようにインポ 
ジションでの測定が最後になるよラにセットアップ用マイクを設置し 
ていをます。リスニングポジションを1力所でお楽しみいただくとをは 
[ NO ] にすることをお勧めします。 


フルオート MCACC のデモモードについて 

アドノ（ンスド MCACC の[デモ]を選ぶと、フルオート MCACC のデモモードになります。デモモードはセットアップ 
用マイクを使用せずに行ラことを可能で、スピーカーを接続していればテストトーンち出力されます。デモモード 
での測定内容は本機の設定に反映されず、エラーを発生しません。デモモードは一度開始すると繰り返し行われま 
す （1 回目が終わるとスクリーンセーバーが働きます)。終了させるには戻るボタンを巧してください。 


U スニングポジションリスニングポジション 



メイン U スニングポジション 
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音の詳細設定 


リスニング廣境をお巧みに調壁する〜マニュアル MCACC 〜 


マニュアル MCACC では、設定をより詳しく手動で調整することができます。それぞれの調整を行う前に、下の操 
作を行って調整したい MCACC MEM 日 RY を選びます。 


設定にはセットアップ用マイクを使用するこ 
とびあります。マイクの接続のしかたは、37〜 
38ページをご覧ください。マイクを接続する 
隙は、ホームメニューボタンを押してホームメ 
ニュー画面び表示されている状態で差し込ん 
で < ださい。 

ホームメニュー画面び表示されていない状態 
でマイクを差し込むと、フルオート MCACC の 
スタート画面になります。 


IAV アンプ1 


リモコンを AV アンプ操作モードにする。 


2 


MCACC 


ゥ5 


MCACC MEMORY を選ぶ。 

押すたびに MCACC MEM 日 RY が切り換わ 
ります。 


な 

ホーム 


メニユ- 


3 I A I ホー/、 ホームメニューを表示ずる。 


Channel Level) 


フ□ント左スピーカーを基準として、その他のチヤンネルレベルを調整しまず。還おしたチヤンネルとそのチヤン 
ネルに巧して基準となるチヤンネルからテストトーンび再生されまずので、両方のテスト I -- ンび同じ大きさに聞 
こえるよラに調整します。 




6 


1C. マニュアル MCACC 


AV アンフ 


2. Fine SP Distance 

3. ち在巧 HS 


4. E0 の MB 

5. EQ プ□フIッシ3ナル 


面が 

巧 因 



Id.Fine Channel Level 

AV アンフ 


ま g 


*音量のテストトーンげ出力2れます， 


占巧ち<ださしい’- 

面が 

キ干ンかレ13 


7 


MCACC : M1.MEMORY 1 


が 


'日 


8 


■圆 



サブウーファーからのテストトーンは周波数び低いた 
め、実際のレベルよりちルさく聞こえる場合びあります。 


4 [1 .アドバンスド MCACC ] を選んで巧定ずる。 

b [ C . マニュアル MCACC ] を選んでミ夫定ずる。 

百 [1 .Fine Channel Level ] を選んでミ夫定ずる。 

スピーカー出カレベルの微調整を行ラ画面になります。 

A テストトーンは大さな音で再生されます。 

MASTER VOLUM 曰ま自動的に0.0 d 巨にな 
注 意 り、テストトーンび再生されます 。/ 

/ フ□ント左チャンネルのレベルを調整して巧定ずる。 

フ□ント左チャンネルからテストトーンが出力されます D 
音圧計をお持ちの場含は、音圧レベルを C ウェイト/ス 
□ーモードで7已 d 目 SPL に調整してください。 

8 フ□ントちチャンネルか5順番に、各チャンネルの 
レベルを調整ずる。 

選択したチャンネルとそのチャンネルに巧して基準とな 
るチャンネルから、し U 下のよ5に交互にテストトーンび 
出力されます。両方のテストトーンが同じ大ささになる 
よラに調整します。 

ROL 

COL 

SL な L 

SR な SL 

SBLOSL 

SBROSBL 

SWOL 

一10.0 d 目から +10.0 d 目の範囲内で、0.己 d 目間隔で 
調整することがでをます。 

9 戻るボタンを押す。 

スピーカー出カレベルの微調整を終了します。 


质用設定 


が 






















































音の詳細設定 


スピーカーまでの距離の微調整 (Fine SP Distance) 


フ□ント左スピーカーを基準として、その他のスピーカーの距離を調整します。 
選択したチヤンネルと、そのチヤンネルに対して基準となるチヤンネルからテス 
トパルスが再生されます。その2つのスピーカーに対して U スニングポジション 
からち図のよラに向さ、2つのテストパルスの聞こえるポイントが中央に定位す 
るよラに数値を調整します。このときさ6に細かく中央に定位させたいときは、 
スピーカーの位置を数 mm 単位で動かしたり、向さをかし動かすことでポイント 
を中央に定位させることがでさます。 




6 


1C. マニュアル MCACC 


3. 定在巧冉 S 

4. E0 の MB 

5. EQ プ□フェツシ3ナル 


7 


1c2.Fine SP Distance 

AV ァ: 

MCACC ; Ml .MEMORY 1 — 


が 


'日 


8 



4 

[1 .アドバンスド MCACC ] を選んでミ夫定ずる。 

己 

忙.マニュアル MCACC ] を選んでミ夫定ずる。 

6 

[2. Fine SP Distance ] を選んでミ夫定ずる。 

スピーカーまでの距離の微調整を行5画面になります。 


[ A テストパルスは大をな音で再生されます。 

/1\ MASTER VOLUME は自動的に日.日 dB にな 
注意 り、テストパルスび再生されます。 


7 フ□ント 左 チヤンネルのスピーカーまでの 実測距 
離を入力してミ夫定ずる。 


8 フ□ント ち チャンネルか 5順番に スピーカーまで 
①距離を調整ずる。 

選択したチャンネルとそれに巧して基準となるスピー 
カーから、テストパルスり似下のように出力されます。 

R - L 

C-L 

SL-L 

SR - R 

SBL-SL 

SBR-SR 

SW-L 

0.01 m から 目.0 日 m の範囲内で、 日.日 1 m (1 cm ) 間隔 
で設定でをます。 


スピーカーまでの 距離調整とは 

距離の調整は、映像の「ピント合わせ」によく似て 
います。ピントび合っていない映像はどこで見て 
ちぼやけて見えまずび、ピントび合った映像は遠 
くからでも見ることびでをます。音の焦点も同じ 
で、ある一点(マイクを置いた U スニングポジショ 
ン）に音源からの到達時間をしっかり合わせるこ 
とで、 U スニングポジションー点だけでなくマル 
チチャンネル環境における音場全体を正しくお成 
します。 


9 戻るボタンを押ず。 

スピーカーまでの距離の微調整を終了します。 


. サブウーファーのテストパルスは他 ch と音色び異なります。サブウー I 
ファーの音びはっをり聞こえるように調整してください。また、ヴプウー 
ファーの調藝はお持ちのスピーカーの低域再生能力によって、設定値を上 
下したりスピーカーの位置を変えてを聞こえ方の蜜化びわかりにくい場 
合びありまず。 

. テストパルスの聞こえるポイントびどラしてち中央に定位しないとさは、 
スピーカーと本機の©、©端子び正しく接続されているかを醒認してくだ 
さい。©と©び逆に接続されていると中央に定位しません。 
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定を液フイルターの調整(定在波制御) 


音の詳細設定 


才ーデイオの世界で問題となる定在波 ( Standin 呂 Wave ) は、音波が壁などで反射し、もとの音波と干渉すること 
で発生します。定在波は特定の低域周波数に極端なピークなどが発生したとさ音質に悪影響を与えます。定在波の 
穀響はスピーカーの位置や U スニングポジションによってを変化します。ここでは実際に音楽ソースなどの再生音 
を聴さながら、定在波の影響を制御します。 



4 [1 .アドバンスド MCACC ] を選んで決定ずる。 

b [C. マニュアル MCACC ] を選んで決定ずる。 

6 [3. 定在波制御]を選んで決定ずる。 

定在波制御のフィルター設定画面になります。 


音声入力で HDMI を選んでいるときは、実隙に音 
を聞さなびらの補正を行ラことはでをません。 
オーディオ調整機能の rS - WAVE 」 の項目 
を 「 S - WAVE OFF 」 にしてし、る MCACC 
MEM 日 RY でここでの設定を行うと、自動で 
rS-WAVE ON 」 に切り換わりまず(一已7ぺ一 
ジ)。 


8 


/ 「フィルターチヤンネル」を選ぶ。 

どのチヤンネ J レの定在波を制御するか選択します。 

各チヤンネルごとに用意された、3つのフィルターで定 
在波の霞響を制御します。 

[ MAIN ] :センタースピーカーとサブウーファーし U がの 
すべてのチヤンネル 
に enter ] ；センターチヤンネルのみ 
[ SW ] ；サブウーファーのみ 

フィルター N 0.1か 5 N 0.3 について、各頂目を 
調整ずる。 

freq :各フィルターの中む周波数を、己3 Hz 〜2已0 Hz 
の範囲で調整します。 

Q :各フィルターの帯域幅を 2.0 〜 9.8 の範囲内、 0.2 間 
隔で調整します。数値び大をくなるほど帯域幅はより狭 
くなります。 

ATT : 各フィルターの減衰量を、0.0 dB 〜12.0 dB の 
範囲内、0占肥間隔で設定します。 

•「 TRIM 」 はサブウーファーのレベルを一 12.0 dB 〜 
+1乙0(^8の範囲内、0占 d 日間隔で調整しまず。手順 
7でに W ] を選んだとさのみ調整ずることびでさまず。 

9 戻るボタンを押す。 

定在波フィルターの調整を終了します。 


応用設定 


85 







































音の詳細設定 


チヤンネルごとの周波数特性の補正 ( EQ の調壁) 


補正カーブを手動で調整します。下記の調整を行ラ前に、 MCACC ボタンでどの MCACC MEMORY の E 日値を調 
整するか選んでおをます。 



6 



7 


: n 


1C4.EQ の調整 

AV ア: 


[〇〇 ]1-8.01['6. 〇 ]1 0.0 I[»3.D|I.8.6][»B.5|I*3.0][0.[I |1 0.0] 


U 125 250 500 1k a 4k 8k 16k TRP 
帖阳 ](H2| iml(M«| 阳 I(H:| l"l[Hg| 

面 B7 ■因 


8 


I 0.0 I[.8.q||.6'OI[0.0 い . SIW.5] い 'Oil 0.0 ][b.o I 


4 

[1 .アドバンスド MCACC ] を選んで巧定ずる。 

5 

にマニュアル MCACC ：] を選んでミ夫定ずる。 

6 

[4. EQ の調壁]を選んで巧定ずる。 

浦正カーブの調整画面になります。 


A テスト1ンは大きな音で再生されます。 

/1\ MASTFR Vni UMF はち動的に 0.0 dR に 
注意 なりテスト!''ーンび再生されまず。 


7 調壁したいチャンネルを選ぶ。 


8 調壁したい周波数帯域を選んで調壁する。 

一12.0 dB から +12.0 dB の範囲内で、0.已 dB 間隔で 
調整することびでをます。 


• 調整中に 「 OVER !」 びディスプレイに表示されたと去は、その帯域 
または化の帯域のレベルび高すぎるので、 「 OVER !」 表示び消える 
まで、さまざまな帯域のレベルを下げて < ださい。 

. 「スピーカー設定」（一日3ページ）で SMALL (か）に設定された 
チヤンネルは r 巨3 Hz 」 を選ぶことはでをません。 

.「 TRI VI 」では、それぞれの帯域を調整することで、変わってしまつ 
た全体的なレベルのバランスを再調藝します。 


63 125 250 500 Ik a 化 8k I 吐 TRIM 

帕阳 1 阳 |1 世 1 阳阳 1(H:|1"1 [»:1 

9 手順7〜8を繰り返して、各チャンネルの周波数 
- 帯域を調壁ずる。 


f オーディオ調整機能の 「 E 日」（周波数特性の補 
正）の項目を 「 EQ 曰 FF 」 にしている MCACC 
MEM 日 RY でここでの設定を巧うと、自動でに Q 
曰 N 」 に切り換わりまず。（一已7ページ） 

ん ぶ 


10戻るボタンを押ず。 

チヤンネルごとの周波数特性の補正を終了します。 
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音の詳細設定 


部屋の残響特性の測定と残響をち慮した補正 ( EQ プロフェツシヨナル) 


視聴環境の残響特性(音の響さ方)が 89 ページのケース 1 〜 3 のいずれかに当てはまる場をは、この E 日プ□フェッ 
シヨナルを行ラことで、理想的な音場に補正されます。 

GUI 画面(テレビ画面)に表示される残響特性を参考にしながら、周波数特性の補正を行ラための r 時間軸上の位置」 
をお好みで選択し補正を行ってください。 

また、周波数特性の補正後における視聴環境の残響特性をパソコン画面上で詳し<確認することをでさます。測 
定前にあらかじめ本機とパソコンを RS-232C ケーブルで接続を行ってくださし、。パソコンの接続については 33 
ページをご覧ください。 

r. [アドバンスド EQ セットアッスを行う前に必ずフルオート MCACC (一 37 ページ)を行ってくださし V フルオー I 
卜 MCACC では残響特性の測定か 5 最適な時間位置による EQ 補正を含めすベて自動で行われるため、理想的な環 
境に補正されます。 

.[アドバンスド EQ セットアップ]は、政前に測定したフルオート MCACC (一 37 ページ）またはオート MCACC 
(一 81 ページ)の補正力ーブを上書をしてしまいますのでごま意くださし、過去のデータを残したいときは、別の 
MCACC MEM 日 RY を選んでから[アドバンスド EQ セットアップ]を巧ってください。 

. 「残響特性の確認」では、定在波制御の設定値によって残響特性のグラフに違いび出ることびありまず。フルオート 
MCACC では、定在波の影響を排除した残響特性グラフび表示され、 r 残響特性の測定」では定在波を制御せずに残 
響測定ずるため、定在波の影響を含んだ残響特性グラフび表示されます。 


4 [1 .アドバンスド MCACC ] を選んで巧定ずる。 


5 [ C . マニュアル MCACC ] を選んで決定ずる。 


6 [瓦 EQ プ□フェツシヨナル]を選んで巧定ずる。 


/ [ a . 残響特性の測定]を選んで決定ずる。 


8 [ EQ オフ]または [ EQ オン]を選ぶ。 

• [ E 日オフ]では、 EQ 補正前の残響特性を測定します。 

• [ EQ オン]では、現在選択している MCACC MEMORY 
の E 日で、 E 日補正後の残響特性を測定します。あ 
らかじめ、補正後の残響特性を測定したい MCACC 
MEM 日 Ry を選択したラえで、このメこューへ進んで 
ください。 


9 マイクを接続して残響特性の測定の準備をずる。 


. 付属のセットアップ用マイクを本機に接続したら、=脚などを使 
用して U スニングポジションに設置してください。テープルや 
ソファの上などに置くと、正しく測定でをない場合びあります。 
( TV モニターの近くには設置しないでください。） 

. 測定中は静かにしてください。 

. スピーカーと U スニングポジションの間にある障害物を取り除 
いて < ださい。 


10 [スタート]を選んでミ夫定ずる。 

残響特性の測定になります。測定にはおよそ1〜3分程 
度かか D ます。 

測定終了後、測定結果を GU I 画面で確認するとをは手順 
11へ、パソコン画面で確認するとをは 戻る ボタンを3回 
押してから r 各種測定結果のパソコン表示機能」 （^89 
ページ)へお進み<ださい。測定結果を確認せずに周波 
数特性の補正を行うときは、手順14へお進みください。 


ホームメニューで使用するボタン 

区 V アンプ] 


8 

10 




応用設定 
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音の詳細設定 





. 一度を残響特性の測定を行っていな 
い場合(残響特性データびない場合） 
は 「No Data」 び表示されます。 


14 



5 



17 



本機能の有効活用 

本機の r 残響特性測定およびグラフ表示機能」は、 
視聴環境整備のツールとしてお使いいただけま 
す。スピーカーの L/R (ちも）で特性び大きく異 
なる場台は、片側の設置に問題びあったり、左ち 
の壁の反射び大を<該響している、などび考え S 
れまず。設置の見直しや、吸音材の使巧効果など 
を何度ち確認しなび6、より理想的な視聴環境を 
つ < ることびでをます。 


11出.残響特性の確認]を選んでミ夫定ずる。 

残響特性の測定結果(残響特性グラフ)び表示されます。 


1 g 測定結果を確認したいチャンネル、周波数を選ぶ。 

各チャンネルにおける各周波数の残響特性を確認してく 
ださい。グラフの縦軸はレベル [ d 田、横軸は時間 [ ms ] を 
示しています。 

補正前後の表示を切0換えることびでをます。[補正後] 
は EQ 補正後の残響特性を表示します。[補正前]に比べ、 
各周波数び EQ 補正された時間軸上でそろラことび確認 
でをます。 


13戻るボタンを押ず。 

残響特性の測定結果画面を終了します。 

I部屋の残響特性を改善したいとさはここで吸音材の調整などを見直 
し、視聴環境の整備を行って < ださい。調整禮は再度[残響特性の測 
定]を巧い、その効果を確認することをお勧めします。 


14 [C. アドバンスド EQ セット アップ ] を選んでミ夫定 
ずる。 

補正時間位置を指定する画面になります。 

1ら補正時間位置 (Time Position ) を指定ずる。 

[0-20 ms ] 〜[日 0-80 ms ] の間を 10 ms 間隔で選択でを 
ます。 

補正時間位置のまめ方は8日ページをご覧くださし、。 

16 必要に応じて 「 EQ タイプ J と r 定在波制御を点測 
定」を設定ずる。 

それぞれの詳しい説明は82ページをご覧ください。 

1/ [スタート]を選んでミ夫定ずる。 

手順1已で選んだ時間帯の音で、周波数特性の補正を自 
動で行います。測定にはおよそ2〜4分程度かかります。 


18戻るボタンを押ず。 

部屋の残響特性の測定と残響を考慮した補正に Q プロ 
フェツシヨナル)を終了します。 

[ MCACC データ チェック] (一目日ページ)で測定結果を 
確認でをます。 


f . フルオート MCACC を行った後でち、[残響特性の確認]で捕正前後のI 
残響特性を表示でをます。この時の補正後の鶏響特性は E 日 TYPE： 
SYMMETRY での予測値び表おされます。実測による捕正後を確認した 
い場合は、手順8で [EQ オン]を選んでください。 

.E 日力ープの特性上、 E 日タイプ: SYMMETRY (および FRONT ALIGN) 
の補正媛の鶏響特性は各 L / R のチヤンネルを一組のペア （[Front] など） 
で表示されます。冉 LL CH ADJ ではを個別のチヤンネルごとに表示され 
ます。 
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アドバンスド EQ セツトアップでの補正時問位置の巧め方 


音の詳細設定 


ケース1 ) 周波数ごとに残響特性が異なる場合 

アドノ ンスド EQ セットアップで [3 日-己日 ms ] くらいを指定 
すると、スピーカーか5の直接音(初期反射音を含む)びフ 
ラットになり、聴をやすい音場になります。 



ケース 2) チヤンネルごとに残響特性が異なる場台 

アドバンスド EQ セットアップで [3 日-己日 ms ] く5いを指定 
して補正をすると、直接音の特性びそろつた理想的な音場 
でお楽しみし、ただけるよラになります。 



ケース 3) を体的に残響特性び似ている場合 

アドノくンスド EQ セットアップで陌日 -8 日 ms ] くらいを指定 
して補正することをお勧めします。直接音と残響音をすべ 
て含んだ I -ータ j レでの補正び行われ、理想的な音場空間を 
再現することびでさます。 



る種測定結果のパソコン表示機能 


本機ではアドバンスド MCACC で測定した結果をパソコンに転送して、部屋の補正前後の残響特性の 3 D グラフ 
と MCACC パラ -夕 一( 測定値)をパソコン画面で確認することができます。パソコンの接続については33ぺ一 
ジをご覧ください。 
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2. MCACC データチェック 

AV アンプ 


a . スビーカ ー E 定 
日.スビーカー出カレベル 

c . スビーカーまでめ巧 ■ 

d . をな巧由 JB 

e. Acoustic Cal EQ 


S る回 


データ通信の前に本機の設定で、一度フルオート MCACC 
037ぺージ)を行った状態で RS -232 C ケープルを接続し、「残 
響特性の測定」（一87ページ)を行ってください。 

4 [2. MCACC データチ エック] を選んで決定ずる。 

〇 にパソコンへ転送]を選んで決定ずる。 

パソコンへのデータ転送待ち画面にな0ます。 
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2 f . バソコンへちを 

AV アンプ 


PC の MCACC アブリケーシ3ン5ち B しデータ巧夏«してくださ U。 


国芭了 


キャンセル过 


6 


パソコンの電源を入れて専用の PC アプリケー 
シヨンを起動ずる。 

PC アプ U ケーシヨンの取扱説明書の指示に従い、データ転 
送を行います。 

ノてソコン表示用の残響特性データおよび各ノ パラメーターは、 
本機の電源をオフにしても消去されません。ただし、再度 
残響を測定した場合は、残響特性データは上書さされまず。 


/ 戻るボタンを巧す。 

ノてソコンへのデータ転送を終了します。 


残響特性の表示は、最後に測定した残響特性びに Q オフ」であ 
れば周波数特性の補正前、 「 EQ オン」であれば周波数特性の 
補正後の表示をご覧いただけます。詳し < は、専用アプ I 」ケー 
シヨンの取扱説明書をご覧ください。 

残響特性データは本機に]つしかイ呆存されません。いくつかの 
測定結果を比較したい場合は、鶏響測定を行うたびにパソコン 
にデータを乾送してください。 


质用設定 


说 



































音の詳細設定 


MCACC データをお認する （ MCACC データチ I ック) 


r フルオート MCACC 」 や r 才ート MCACC 」、 r マニュアル MCACC 」 で設定された、政下の各設定項目の内容や設定 
値を確認することがでをます。 


スピーカー設定 
スピーカー出カレベル 
スピーカーまでの距離 
定在波制御 
Acoustic Cal EQ 
パソコンへ転送 


スピーカーシステムの設定 

スピーカー出カレべ J レの設定 

スピーカーまでの 距離 

定在波制御フィルター設定 

視聴環境の周波数特性の補正値 

各種データをパソコンへ転送します。（^89ぺージ） 



t ). スピーカーの 出カレベル 



C . スピーカーまでの 距離 



r ホームメニューで使用するボタン 



1 [2. MCACC データチ エック] を選んでミ夫定ずる。 


確認したい設定項目の選択画面になります。 

2 確認したい設定項目を選んで巧定ずる。 


3 必要に応じて確認したい MCACC MEMORY や 
Ch などを選ぶ。 

ソースを再生しなびら MCACC MEMORY ををえること 
で、各 MEMORY の設定値を確認しなびらそのサウンド 
の変化を確認することびでをます。 

他の設定項目を確認するとをは、戻るボタンを押して手 
順2へ戻ります。 


4 戻るボタンを押ず。 

[ MCACC データチ エック] を終了します。 


d . 定在波制御 


2d . を在波利巧 

AV アンプ 



间耐而向!耐而断!向]而 kioj ) I 



e . 周波数特性の補正 
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MCACC MEMORY のデータ管理をする〜 


音の詳細設定 


r フルオート MCACC 」 や r オート MCACC 」、 「マニュアル MCACC 」 などで設定された各種設定内容や設定値を 
コピー、消ますることができます。また MCACC MEM 日 RY の名前を変更することをでをます。 


設定データのち前をを更する ( MCACC メモリーのち称密更) 


MCACC MEM 日 RY 1 〜日の名前を変更することができます。たとえば、映画を楽しむ U スニングポジションで音場 
補正を行ったときは 「 MOVIE 」、 ゲームを楽しむ U スニングポジションであれば 「 GAME 」 のように変更することがで 
をます。 

変更したい設定データの名前は！; TF の中から選びます。 

[ SYMMETRY ] [ALL ADJ ] [ F . ALIGN ] [ MOVIE ] [ MUSIC ] [ GAME ] [ PARTY ] [ SOFA ] [ SEAT ] 


1[3. データ管理]を選んでミ夫定ずる。 

確認したい設定項目の選択画面になります。 

2 [ a . MCACC メモリーの名称変更]を選んで決定 
ずる。 

名前を変更したい MCACC MEMORY の選択画面になり 
ます。 

3 名前を変更したい MCACC MEMORY を選んで 
名前を変更ずる。 

他にも名前を変更したい MCACC MEMORY びあるとき 
は選んで変更します。 

4 戻るボタンを押す。 

[ MCACC メモ U —の名称変更]を終了します。 



応用設定 
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音の詳細設定 


(MCACC メモ y — のコピ ー) 


3 

コピーずる内容を選ぶ。 

[全デー幻を選ぶと、コピーされる MCACC MEMORY 
のすベての内容をコピーします。 

[レベルと距離のデー列を選ぶと、コピーされる 
MCACC MEMORY のスピーカー出カレベルとスピー 
力一までの距離の設定のみコピーします。 

4 

コピーしたい MCACC MEMORY を選ぶ。 

已 

コピー先の MCACC MEMORY を選ぶ。 

6 

[0 K ] を選んで巧定ずる。 

コピー確認のメッセージび表示されるので、 [ YES ] を選 
びます。 

[ N 0]を選ぶとコピーは行われません。 


r 完了しました」と表示されたらコピーは終了です。 


「フ ルオート MCACC 」 や「才ート MCACC 」、 「マニュアル MCACC 」 で設定された MCACC MEM 日 RY を、他の己つ 
の MEM 日 RY のいずれかにコピーすることがでさます 。 MCACC MEM 日 RY は全部で日つまで設定することがで 
をます。 

1 [3. データ管理]を選んで巧定ずる。 


2 阳. MCACC メモリーの〕ピ ー] を選んで決定ずる。 

コピーしたい MCACC MEM 日 RY (コピー元)と、コピー 
される MCACC MEM 日 RYp ピー先)の選択画面になり 
ます。 


r ホームメニユーでほ用するボタン 




設定データを消去する (MCACC メモ U — の消去) 


日つある MCACC MEMORY の中から、必要のない MEMORY の内容を消モします。 




[3. データ管理]を選んでミ夫定ずる。 


2 [C. MCACC メモリーの消去]を選んで決定ずる。 

消去したし 、 MCACC MEMORY の選択画面になります。 

3 消去したい MCACC MEMORY を選ぶ。 

4 [ OK ] を選んで巧定ずる。 

消去確認のメッセージび表示されるので、 [ YES ] を選び 
ます。 

[ N 0]を選ぶと消去は行われません。 

「完了しました」と表示されたら消去は終了です。 


\ 一// 

34己6 
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5 他にも消去したい MCACC MEMORY びあるとき 
は手順2〜4を繰り返ず。 

















































スピーカーの 詳細設定 


スピーカーの 音を 調 壁す る〜マニュアルスピーヵー設定〜 


r スピーカーの自動設定を行ラ」（一37ページ)でオートセットアップを行った場合は、すでに設定されています。 
必要に応じてお好みで再設定でさます。 



•の使用用途を選がする 



ここではスピーカー端子回(サラウンドバックチャンネル)の使用用途を設定します。1；|下の項目から選択します。 
ンーマル]: -般的なサラウンドバックスピーカー用(目. Ich または 7. Ich システム） 

[Speaker B ] インの己. Ich システムの音を、インとは別に 2 ch ダウンミックスしたステレオ再生用 
[ Front 团 - Amp ] :フ□ントスピーカーのバイアンプ駆動用(已 . Ich システム） 

[ZONE 2] :本機のある部屋けインゾーン)とは別の部屋 (ZONE 2) のステレオ再生用 
詳細については、 r スピーカーの配置/使胤巧ーンを選ぶ」（一1已ぺージ)をご覧ください。 



Speaker 日 ]、 [Front Bi - Amp ]. [ZONE 2] を還 
ぶと、サラウンドバックスピーカーについての各 
種設定を行ラことはでさません。 


1 [4. システム設定]を選んで決定ずる。 

P [ a . マニュアルスピーカー設定]を選んで決定ずる。 

3 [1. Surr Back System ] を選んで決定ずる。 

[ノースレ]と [Speaker 目 ]、 [Front Bi - Amp]、[ZONE 2] 
の選択画面が表示されます。詳しい説明は上記をご覧く 
ださい。 

^ [ノーマル]か [Speaker 巨 ]、 [Front Bi - Amp ]、 
[ZONE 2] のいずれかを選ぶ。 

b [ OK ] を選んで決定ずる。 

「設定を変更しますか？」と確認画面が表示されます。 

6 [ YES ] を選んで決定ずる。 

選択画面に戻って設定し直す場をは、 [ No ] を選んでください。 

/ 戻るボタンを押ず。 

Suit Back System の設定を終了します。 



•接続と低音再を能力を設定する 口と。 • 



各チャンネルに接続されたスピーカーの有無や低域再生能力の大小を設定することで、再生するソースの全音域 
を最適なチャンネルへ配分します。お持ちのスピーカーシステムや視聴環境などに合わせて、正しく設定してく 
ださい。に MALL ] (ル)に設定されたスピーカーがあるとき、何 Hz しの^の低音域を他のスピーカー(サブウーファー 
を含む)で再生するか、または LFE 信号の何下の低音域を再生するかを X . 日 VER (ク□スオーバー周波数)の 
設定で行います。サブウーファーの再生する音域成分については、次ページをご覧ください。 



I [4. システム設定]を選んで決定ずる。 

2 [ a . マニュアルスピーカー設定]を選んで決定ずる。 

3 [2. スピーカー設定]を選んで決定ずる。 

スピーカーシステムの設定になります。 


応用設定 
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スピーカーの詳細設定 


4 



THX 認証のスピーカーシステムをご使用の際は、 
すべて EMALL ] に設定してください。 

工場出荷時、ク□スオーバー周波数は [ SOHz ] に 
設定されています。 

THX スピーカーをご使用の場合、クロスオーバー 
周波数は [80 Hz ] に設定してください。 

それぞれのスピーカーの性能によりますが、ル型 
スピーカーを使用してし、る焉合、ク□スオーバー周 
波数は [200 Hz ] に設定することをお勧めします。 


4 それぞれのスピーカーについて、それ 5 のサイズ 
や再生能力に合わせて設定ずる。 

スピーカーごとにし U 下を選べます。各項目の意味と設定 
方法については、下記の説明をご覧<ださい。 


Front (フ□ント） 

[ LARGE ] [ SMALL ] 

Center ( センター） 

[ LARGE ] [ SMALL ] [ N 0] 

Surr (サラウンド） 

[ LARGE ] [ SMALL ] [ N 0] 

SB (サラウンドバック） 

[LARGE X 2] [LARGE X 1] 
[SMALL X 2] [SMALL X 1] [ N 0] 

SW (サブウーファー） 

[ YES ] [ PLUS ] [ N 0] 

X .0 VER 

(ク□スオーバー周波数） 

[已日 Hz ] [8 日 Hz ][1 日日 Hz ] 

[]已日 Hz ] [200 Hz ] 


5 戻るボタンを押ず。 

[スピーカー設定]を終了します。 


スピーカーシステム設定の目巧 


スピーカーシステム組み合わせ可能一覧 


Front (フ□ント） 

[ SMALL ] 

[ LARGE ] 

Center (センター） 

[ SMALL ] [ NO ] 

[ LARGE ] [ SMALL ] [ NO ] 

Surr (サラウンド） 

[ SMALL ] 

[ NO ] 

[ LARGE ] 

[ SMALL ] 

[ N 0] 

SB (サラウンドバック） 

[SMALL X 2/ X 1] 
[ N 0] 

[ NO ] 

[LARGE X 2/ XI ] 
[SMALL X 2/ XI ] 
[ NO ] 

[SMALL X 2/ XI ] 
[ NO ] 

[ N 0] 

SW (サブウーファー） 

[ YES ] 

[ YES ] [ N 0] [ PLUS ] 


太字：工場出荷時の設定 


に MALL ] :做或再生能力び十分ではないル型スピーカー 

(低音域は他の [ LARGS スピーカー令サブウーファーか5出力） 

[LARGS :低域再生能力のあるフルレンジ-スピーカー 

[ X 2/ X 1] :サラウンドバックスピーカーの接続本数 (2 本または]本） 

[ YES ] :サブウーファーを接続している場合 

[ PLUS ] :フ□ント/センターのほ域成分をサブウーファーからも同時に出力させる、低域の再生量びもっとも多いモード 

常に （2 ch 再生時でも）サブウーファーか5低域び出力されるため、量感のある重低音をお好みの方にお勧 
めの設定（詳しくは下図参照） 

[ N 0] :接続していなし嗎合感当 ch の成分は他のスピーカーより出力） 

サブウーファーの [ PLUS ] はオート MCACC では設定されません。お好みに応じて設定を変更してください。 


サブウーファーの再生する音域ぶ分 


フ□ント、センタースピーカーの設定によってサブウーファーの再生する音域成分は、 l ^ TF のよラになります。 


フ□ント/センター 
スピーカー 

ヴブウーファー 

LFE (超低域効果音)成分 

低域成分 

牛高域成分 

SMALL 

YES 





LARGE 

YES 



LARGE 

N 0 



LARGE 

PLUS 








>サブウーファーの再生音域 
♦ フ□ント/センターの再生音域 


ク□スオー y (—周液数 (工場出荷時: 80 Hz ) 

お手持ちのスピーカーに合わせて設定してください 
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f サブウーファーを [ PLUS ] に設定した場合、サブウーファーの低域成分とフ□ントの低域成分の打ち消し合いび発生し、十分な低音の I 
効果び発巧されないことびあります。このような場合は、才ート MC 冉 CC でスピーカーの距離の設定を行い(一81ぺージ )、 PHASE 
CONTROL モードを rON 」 にして < ださし、（一已已ページ）。 

^ ぶ 



























































スピーカーの詳細設定 



テストトーンを聞いて出カレベルを調整する(スピ • 


U スニングポジションでの各チヤンネルの音量レベルが一定にそろラよラに調整します。実際に出力されるテス 
トトーンを耳で確かめながら、手動で各スピーカーの出カレベルを調整します。 


大 S ■のテストトーンげ出力古れます。 

S 巧 s< ださしい’- 




1 [4. システム設定]を選んでミ夫定ずる。 

2 [ a . マニュアルスピーカー設定]を選んでミ夫定ずる。 

3 [五スピーカー出カレベル]を選んでミ夫定ずる。 

スピーカー出カレべ J レの設定になります。 

斗設定方法を選んでミ夫定ずる。 

[マニュアル]:テスト!ンを出力するスピーカーを手 
動で切り換えて調整します。 

[オート]:テストトーンを出力するスピーカーび自動で 
切り換わります。 


A テストトーンは大さな音で再生されます。 

MASTER VOLUM 曰ま自動的に0.0 d 巨にな 
注意り、テストトーンび再生されます。 


b それぞれのチャンネルレベルを調壁ずる。 

一10.0 dB から +10.0 dB の範囲内で、0占 dB 間隔で 
調整することびでをます。 


サプウーファーからのテスト I ■'ーンは周波数びほいため、実際のレべ 
ルよりもルさく聞こえる場合びありまず。 


音圧計をお持ちの場合は、音圧レベルを C ウェイト/ス 
□-モードで7已 dB SPL に調整してください。 

6 戻るボタンを押す。 

[スピーカー出カレベル]を終了します。 


IAV アンプ1 


CH レベル 


0 



上記操作でを各チャンネルレベルの調整を行ラことびでさます。 
巳 H レベルボタンを巧すたびにチャンネルび切り換わります。 

(この場含 GUI 表示はされません。） 


応用設定 
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スピーカーの詳細設定 



—までの距離を調整する 



—までの距離) 


U スニングポジションか6スピーカーまでの距離を設定することにより、各チヤンネルの遅延時間が自動的に算 
出され、 U スニングポジションで適切なサラウンド効果を得ることがでさます。手動で設定する場合は、それぞ 
れのスピーカーから U スニングポジションまでの距離を測り、ここで指定してください。 


ホームメニューでほ用するボタン 

IAV アンプ I ,~ . 

□ ►因越- ► 


4 




f より正醒な距離の調整は、 r スピーカーまでの距 
離の微調劃い84ぺージ)をご覧ください。音像 
や定位感びさらに向上します。 


1 

[4. システム設定]を選んで巧定ずる。 

2 

[ a . マニュアルスピーカー設定]を選んで巧定ずる。 

3 

[4. スピーカーまでの距離]を選んでミ夫定ずる。 

スピーカーまでの距離の設定になります。 

4 

設定ずるスピーカーを選んでスピーカーまでの距 
離を設定ずる。 


0.01 m から目.0日 m の範囲内で、日.01 m (1 cm ) 間隔 
で設定でをます。 


5 戻るボタンを}甲ず。 

[スピーカーまでの距離]を終了します。 




域を抑制する 


広いネ見聴環境では、聴感上高域びきつく聞こえてしまラ傾向びあります。 X カーブは高域に kHzU (上)の周波数を 
減衰させる力ーブで、減衰の傾きは-0占 d 巨/ oct 〜-3.0祀/〇がの.巳 d 巨ステップ)の日種類から還お巧能です。 
しソ下の表を目まに、部屋の広さや聴感によって、自由に調節してください。 

この補正は 「 E 日の調整」（一8日ページ)の補正値には影響しません。 


部屋の広さによるミ咸衰カーブの目ま 


部屋の広さ 

〜吕目 

〜48 

〜6日 

〜72 m 3 

〜300 

〜1000 

減衰カーブ 

-0 .已服 / oct 

—1. OdB/oct 

—1 .已服 / oct 

—2. OdB/oct 

-2.5 dB/oct 

-3. OdB/oct 



4 



1 

[4. システム設定]を選んで巧定ずる。 

2 

[ a . マニュアルスピーカー設定]を選んでミ夫定ずる。 

3 

[已. X 力ーブ]を選んでミ夫定ずる。 

聴感上の高域補正になります。 

4 

和- ► ボタンで高域減衰力ーブを調壁ずる。 

-0 占 dB / oct から-3.0 dB / oct まで、0占祀ステップ 
の日段階で調整することびでをます。 

[ OFF ] を選択すると X 力ーフはフラットになり聴感上の高 
域は補正されません。 
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5 戻るボタンを押す。 

[ X カーフ]を終了します。 




































































スピーカーの詳細設定 


3 [已 . THX 才ーディオ設定]を選んで巧定ずる。 

サラウンドノ（ックスピーカー間の距離の設定になりまず。 

4 「Loudness Plus 」 の [ ON ] または [ OFF ] を選択 
ずる。 

b サラウンドバックスピーカー間の距離を選ぶ。 

の一 0.3 m ]、 [>0.3- 1.2 m ]、[1.2 m < ] のいずれかを 
選びます。 

6 THX Selects SW で [ YES ] を選ぶ。 

[ N 0]を還んだ場合、旧 GC 」 を選択することはできません。 


2 [ a . マニュアルスピーカー設定]を選んで巧定する。 



/ 己 GC を [ ON ] か [ OFF ] のどち5かに選択ずる。 

8 戻るボタンを押す。 

[ THX オーディオ設定]を終了します。 


THX Ultra 2/ Select 2 準拠のサブウーファーとは 

従来の THX 準拠サブウーファーのほ域特性は、3已 Hz な下を12 d 目/ octave で減衰させています。これ 

はルさい部屋では壁面の影響で空間利得び生じ、3已 Hz な下の周波数び自然と持ち上びってしまうためです。 

双方の特性(サブウーファー特性と空間利激により、吕〇 Hz までフラットな周波数特性となります。 

2001年に認可を開始した THX Ultra 2/ Select 2 準拠のサブウーファーは吕〇 Hz までほ域特性を伸ばしていま 

す。よって、1」スナーとサブウーファーの位置によっては、ほ域周波数帯の聴感レベルび極端に大さくなる巧 

能性があります。その場合は Boundary Gain C 曰 mpensation を日 N にすることにより、壁面の影響によっ 

て生じた低域の空間利得を補正し、聴感レベルをフラットにします。 

V — 



•デイオ設定を巧ラ 


ここではし^下の THX オーディオに関する設定を行います。 

Loudness Plus : 

日 N にすることで、音量を下げた状態でをサラウンド感を損なうことなく再生します。詳しくは 「 THX 」 卜10已ぺ一 
ジ)をご覧ください。 

SB SP ポジション 

THX Ultra 2 規格で新規に開発された ASA (Advanced Speaker Array ) 技術を用いた 、 THX Select 2 
Cinema と THX Select 2 Music Mode.THX Select 2 Games Mode に最適な効果をもた 6 すための設定です。 
サラウンドバックスピーカー間の距離(日 m 〜 0.3 m 、 日.3 m 〜 1.2 m 、1.2 ml ； (上の3段階)に応じて処理を変 
化させます。スピーカー設定卜日3ぺージ)でサラウンドバックスピーカーを [ NO ] または [ XI ] で設定したと对ま、 
この項目は選択できません。また、 Suit Back System の設定(一93ぺージ)を「ノーマル」！;(外に選択したときも、 
この項目は選択でさません。 

BGC (Boundary Gain Compensationj : 

THX Ult 「 a 2/ Select 2 準拠のサブウーファーなど、超低域再生能力のあるサブウーファーを家庭で使用すると建 
物の共鳴や定在波の発生などにより、極端に低音が響く音質となってしまいます。このよラなヴプウーファーを 
お使いの方は、旧 GC 」 を [ ON ] にすると、低域成分が補正されます。詳しくは 「 THX 」 （一10已ぺージ)をご覧くだ 
さい。スピーカー設定卜93ぺージ)でサブウーファーを r 無し」で設定したときは、この項目は選択できません。 


ホームメニューで使用するボタン 


[4. システム設妇を選んで巧定ずる。 



応用設定 


45巨7 
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その他の設定 


本機の入力の設定を変更する 


本機の入力の名称表示を変更したり、入力選択時のスキップ設定を行ラことで、入力を選択しやす<でさます。 


デイスプレイに表示をれる入力名をを更する 


ディスプレイに表示される入力名を変更することびできます。 DV 日入力を還おすると、工場出荷時の設定ではの VD 」 
と表示されますび、この表示を自由に変更することびできます。たとえば、接続した機器の名称 ( DVR - WD 7 功な 
どに変更すれば、どの入カフアンクシヨンにどんな機器び接続されているのかを簡単に確認することびでさます。 



1 

[4. システム設定]を選んでミ夫定ずる。 

2 

出.入力端子の設定]を選んで巧定ずる。 

3 

名前を変更したいフアンクシヨンを選ぶ。 



4 r 入力名 J で[名称変更]を選んでミ夫定する。 

工場出荷時に戻したいとさは[初期値]を選んで決定します。 

5 和-►ボタンで カーソルを 動かして、♦♦ボタン 
で入力ずるで字を選ぶ。 

ti •ボタンを押し続けると文字びスクロールします。 


入力でをるのはな下の文字で、最大1□文字までです。 

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ 
abcde 干 ghijkimnopqrstuvwxyz 
0123456789 

!"#$〇/〇&'()*+,-./:;<二>?劑 ¥ r _{\]~ 

( スペース） 


6 手順5を繰り返して入カファンクシヨン名を入力ずる。 

/ミ夫定ボタンを巧して入カファンクシヨン名をミ夫定ずる。 

他にち名前を変更したい入カファンクシヨンびある場合 
は、手順3〜6を繰り返します。 

8 戻るボタンを押ず。 

[入力端テの設定]を終了します。 


入カスキップを設定する 


本体の INPUT SELECT 日 R ダイヤルや U モコンの入力切換ボタンを操作したとさに、接続に使用していない入力 
をスキップすることがでさます。 

• スキップ設定を行ってを、 U モコンのマルチコント□ールボタンを押した場合は、その入力に切り換わります。 


ホームメニューでほ用するボタン 




1 

[4. システム設定]を選んで巧定ずる。 

2 

出.入力端子の設定]を選んでミ夫定ずる。 

3 

入力をスキップしたいフアンクシヨンを選ぶ。 

4 

r 入カスキップ」で [ ON ] を選ぶ。 

スキップさせない場合は、の FF ] を選びます。 

已 

戻るボタンを押ず。 

[入力端子の設定]を終了します。 
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その化の設定をする〜その他の設定〜 


その他の設定 


12 V トリガ. 



設定した入カフアンクシヨンび還ばれたとさに、電源などの操作を連動させるための制御信号び12 V 卜 U ガー端 
モか5出力されます。本機には2つの12 V 卜 U ガー端テびあり、それぞれについて設定でをます。 



1 [4. システム設定]を選んで巧定ずる。 

2 [ b . 入力端子の設定]を選んでミ夫定ずる。 

3 連動設定したい入カファンクシヨンを選ぶ。 

4 12 V Trigger 1または2を選ぶ。 

〇 [ MAIN]、[ZONE 吕 ]、 [ZONE 3]、 [ OFF ] か5選ぶ。 

[ MAIN ] : メインゾーンで、手順3の入カファンクシヨ 

ンび選ばれたときに連動します。 

[ZONE 2] : ZONE 2で、手順3の入カファンクシヨン 
び選ばれたとさに連動します。 

[ZONE 3] : ZONE 3で、手順3の入カファンクシヨン 
び選ばれたとさに連動します。 

[ OFF ] : 連動しません。 

6 戻るボタンを押ず。 

[入力端テの設定]を終了します。 


7ルチチヤンネル入力を設定する 


マルチチヤンネル入力でのサブウーファーレベルを上げることびでさます。また、マルチチヤンネル入力を還おし 
ているとさに、他の入力の映像を見ることびでさます。ここではどの映像入力をマルチチヤンネル入力に割り当て 
るかを設定します。 




1 [4. システム設定]を選んでミ夫定ずる。 

2 [ d . その他の設定]を選んで巧定ずる。 

3 [2 .マルチチャンネル入力設定]を選んで巧定する。 

マルチチャンネル入力の設定になります。 

4 [ SW 入カゲイン]を [+10 犯]にずる。 

サブウーファーの出カレベルび10 dB 上びりまず。収録さ 
れているままのレベルで出力したいとをは [ OdB ] にしまず。 

b [ビデオ入力]の映像入力を選択ずる。 

マルチチャンネル入力のとをに、ここで割り当てられた 
映像入力を見ることびでをます。ここで割り当てられる 
映像入力は、 [ DVD ]' [ TV / SAT ]' [ DVR ]' [ VIDEO ] の 
いずれかです。 


応用設定 


6 戻るボタンを押す。 

[マルチチヤンみレ入力設定]を終了します。 
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その他の設定 


電源オン時の音量を設定する 


電源をオンにしたとをの音量を常に一定にすることびでをます。 


1 [4. システム設定]を選んで巧定ずる。 


2 阳.その他の設定]を選んでミ夫定ずる。 


3 [4. 電源オン時音量設定]を選んで巧定する。 

電源オン時音量の設定になります。 

4 電源オン時の音量設定を選択ずる。 

[前回音量]: 電源オンすると、電源オフする前と同じ音 
量になります。 

[---]: 電源オンすると、電源オン時の音量は最ル音量 
になります。 

卜 80.0 d 功一 [+12 .加功： 電源オンすると、電源オン 

時の音量はここで設定した音量になります。0.已 dB ス 
テツプで設定でをます。 

5 戻るボタンを押ず。 

属源オン時音量設定]を終了します。 


r 音量制限設定」（^下記)で設定した制限値より 
大さい音量に電源オン時音量を設定することは 
でさません。 


4 



r ホームメニユーでほ用するボタン 



音量制限を設定する 


本機か6出力される音量の最大値を制限することびでをまず。 



4 



1 

[4. システム設定]を選んでミ夫定ずる。 

2 

阳.その他の設定]を選んでミ夫定ずる。 

3 

[已.音量制限設定]を選んで決定する。 

音量制限の設定になります D 

4 

音量制限の設定を選がずる。 

[ OFF ] :音量制限しません。 

[-20.0 dB ]/[-10.0 dB ]/[0.0 dB ] :ここで設定した音 
量に最大音量び制限されます。 

5 

戻るボタンを押ず。 

障量制限設定]を終了します。 
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u モコンモードを設定ずる 


その他の設定 


本機と同じアンプを複数使用する際に IJ モコンの誤動作を防ぐために、本機側の1」モコンモードを設定しまず。 


1 [4. システム設茵を選んでミ夫定ずる。 


2 阳.その他の設定]を選んで巧定ずる。 


3 [6 .リモコンモード設定]を選んで巧定する。 

1」モコンモードの設定になります。 

4 リモコンモードの設定を選択ずる。 

通常は1を還択しますび、他に本機と同型機のアンプを 
使用する場合は、設定を変更してください。 

5 「 OKJ を選んでミ夫定ずる。 

設定び変更されます。 


6 U モコン側のリモコンモードを設定ずる。 

詳しくは、「1」モコンで複数のパイオニア製アンプを操 
作する」（一73ページ)をご覧ください。 

/ 戻るボタンを押す。 

[ U モコンモード設定]を終了します。 


GUI 画面の見え方を調整する(円 icker Reduction 設定) 


GU 陋面のち6つき具合を調整することびできまず。 GU 陋面び見えにくいと感じたときは設定を変更してみてく 
ださい。 


1 [4. システム設妇を選んで巧定ずる。 


2 阳.その他の設定]を選んでミ夫定ずる。 

3 [7. Flicker Reduction 設赶を選んで巧定ずる。 

GUI 画面の見えちの調整になります。 

4 Flicker Reduction を調壁ずる。 

4〜 OFF までの間で調整します。4び最ちちらつをを抑 
える設定、 OFF はちらつをびありますびよりくつをり表 
了^します。 

己戻るボタンを押す。 

[Flicker Reduction 設定]を終了します。 

この設定は G U I 画面にのみ影響するをので、映儘 
出力には効果びありません。 



4 



ホームメニューでほ用するボタン 



4 

5 



応用設定 
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その他の設定 


GUI 画面の表巧言語を変更する〜 OSD 言語設定〜 


GUI 画面の表示言語を変更することびでさます。工場出荷時は日本語に設定されてしほす。変更でをる言語は[英語] 
と[日本語]のいずれかです。 


1 [4. システム設定]を選んでミ夫定ずる。 

2 忙 OSD 言語設茵を選んで巧定ずる。 

3 変更したい言語を選ぶ。 

4 「0 K 」 を選んでミ夫定ずる。 

GUI 画面の表示言語び変更されます。 

ホームメニューを終了するとをは、と J 泣-を押します。 
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技術資料 


デジタル音声フォーマツトについて 


DVD やブルーレイディスクソフトのパッケージには！;!下のような表示がされていることがあります。 

け女のディスクに複数の音声が収録されている場合が多く、どの音声を聴くのか選択することができます。 
盾声の選択方法はお手持ちのプレーヤーやディスクによって異なります。） 


風） 


収録音声数 


1. 英語（己. Ich サラウンド） 

2. 日本語（ドルビーサラウンド） 

3. 英語 （ DTS 巳. Ich サラウンド） 

録音方式 


皿 IDOLBYI 

DIGITAL 


ctti 

Diaital Surround 


音声記録バ式 


ドルビーデジタルは DVD の標準音声 フォー マットであるため、単に r 己. Ich サラウンド」と記載されている場をは、「ド 
ルビーデジタル(已 . Ich )」 であることを示します。 

デコードとは 

デジタル信号処理回路などにより、圧縮記録されたデジタル信号を、もとの信号に変換させる巧術です。また、 2 ch の 
音源をマルチ ch 化させる演算技術をマト U ックス-デ〕ードと言い、己. Ich 信号を日. Ich に伸長させる技術もデ〕一 
ドと呼ぶことびあ0ます。 


ドルビー 


田 DOLBY 


TRUETT7 


入力信号 

サラウンドの名称 

デコード方式 

特徴 

HD コンテンツ 

ホ Dolby TrueHD 
ホ Dolby Digital Plus 

ディスク U —卜 

高精細;欠世代音声技術。 HDMI ケープ 
ルで伝送可能。特に Dolby TmeHD 
は、□スレス符号化技術により最高音 
質を実現。 

己 . Ich 

(サラウンドバック ch 
フラグ付） 

Dolby Digital 
Surround EX 

ディスクリート 
+マトリックス 

サラウンドバック ch を使用して、 
Dolby Di 旨 ital よりを臨場感を高めた 
方式 

已 . Ich ディスクリート 

Dolby Digital 

ディスク U —卜 

DVD し U 降の代表的フォーマット 

一般的な 2 ch 
ドルビーサラウンド 

(Dolby Surround ) 
Dolby ProLogic ( llx ) 

マトリックス 

すべてのステレオ信号に対応する万能 
なサラウンド技術 


高音質 

A 


* これ日の音声は8チャンネル！;[上のチャンネル数をサポートしていまずび、現在ブルーレイディスクおよび HD 
DVD のそれぞれの規格では、最大音声チャンネル数び8チャンネルに制限されています。 

詳細な情報はドルビーラボラト I 」ーズのホームページをご覽くださし、。 
http :// www . clolby . co . jp / 


ドルビーラボラト I 」ーズか5の実施権に基づさ製造され 
てし、ます。 Dolby 、 ドルビー 、 Pro Lo 呂 ic、Surround 
EX 、 ダブル D 記号及び AAC □コ'は、ドルビーラボラ 
卜 U - ズの商標です。 


プ□□ジック llx 製品は、プ□□ジック llx の持つさまざ 
まな機能を、選おして搭載することび巧能です。プロ〇 
ジック l ! x 搭載、とキャッチフレーズされた商品でち、必 
ずしもまったく同じ機能を持っているとは限5ないこと 
にごま意ください。 


巧術資料 
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技術資料 




藝 ctts~HD 

Master Audio 


入力信号 

サラウンドの名称 

デコード方式 

特徴 

HD コンテンツ 

- DTS-HD Master Audio 

- DTS-HD High Resolution 

Au 址〇 

ディスク U —卜 

高精細な世代音声技術。 HDMI ケーブ 
ルで伝送巧能。特に DTS-HD Master 
Audi □は、□スレス符号化技術により 
最局音質を実現。 

己 . Ich 

(サラウンドバッ 
ク ch フラグ付） 

- DTS-ES ( Matrix / Discrete ) 

ディスク U —卜 
+マトリックス 

サラウンドバック ch を使用して、臨場 
感を高めた方式 

已 .1 ch 

ディスクリート 

- DTS ( Surround ) 

- DTS 96/24 

ディスク U —卜 

DVDU (降の代表的フオーマット 

一般的な2 ch 
DTS サラウンド 

- Ne 日:目 

7卜 U ックス 

すべてのステレオ信号に対応する万能 
なサラウンド技術 


詳細な情報は DTS のホームページをご覧くださし、。 
http :// www . cltstech . co . jp / 


米国特言午已 4 已 1 白 42 号、已目已目目 74 号、已目 74380 号、巳吕 787 目 2 号、 622661 己号、巨 487 已 3 已号、 7212872 号、 
7333 白 2 目号、 73 白 31 日已号、 7272 巳目 7 号、または、米国およびその他の国での登録済み特許、または特許申請中の 
実施権に基づき製造されています。 DTS は DTS 社の登録商標であり、また、 DTS の□ユ記号、 DTS-HD および DTS- 
HD Master AucHo は DTS 社の商標です。© 1 996-2008 DTS 社不許複製。 


Windows Media Audio 9 Professional 


Plays 

Windows 

Media™ 

Windows Media Audio 9 Professional ( WMA 9 
Pro ) は、マイク□ソフト社が従来の Windows Media 
Audio ( WMA ) のテクノ□ジーをさ 6 に進化させて開 
発したディスクリート-デジタルサラウンドフ オーマッ 
卜です。 WMA は圧縮効率の高さを特徴とし、インター 
ネット配信によるスト U —ミング再生やダウン□ード再 
生など Windows PC での音楽再生に用いられる圧縮音 
声の標準フ オーマッ トとなっています。 

そしてこの Windows Media 9シリーズでは、 WMA の 
特徴を継承しなが6、さらにマルチチャンネル対応にお 
張しました。 WMA 9 Pm ]- デツクは、9目 kHz /24 


Windows Me 幼 a 、 Wind 日 ws □コは、米国 Microsoft 
Corporation の米国およびその他の国における登録 
商標または商標です。 


bit の解像度によるクリアな音質-已 . Ich / V . lch 完全 
ディスク U —卜処理による高い臨場感を確保しながら、 
低ビットレートでデジタルサラウンドサウンドを実現し 
ます。またその高い圧縮効率により、 CD / DVD などの 
デジタルディアだけでなく、高速プ□ードバンド通信 
によるストリーミング配信にち対応しています。 

本機は WMA 9 Pr □デコーダーを内蔵していますの 
で、 WMA 9 P 「 □対応プレーヤー*と同軸または光ファ 
イバーケーブルでデジタル接続することによって、 
WMA 9 Pr 日でエンコードされた音声をデコードして再 
生することができます。 

* WMA 9 Pm 対応プレーヤーとしては、 PC 、 DVD プ 
レーヤー、セットトップボックス等が考え6れます。た 
だし、それ6の機器の同軸または光デジタル出力端子 
か 6 WMA 9 Pra 音声を出力できる場をのみ、本機でデ 
コードして再生することがでさます。 



WMA 

WMA 9 Pro 

最大ディスク IJ - トチヤンネ 

2 ch 

5.1 ch /7.1 ch 

最大量モ化ビット数 

1已 bit 

24 bit 

最大サンプ1」ング周波数 

48 kHz 

96 kHz 

対応ビットレート 

128 kbps 〜1日2 kbps 

128 kbps ~ 768 kbps 

S / PDIF 伝送 

非圧縮 

圧縮 
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THX は r 映画館でをホームシアターでち映画のサウンドトラックは映画監督の意図どおり、忠実に再生して欲し 
い」といラジョージ•ルーカス監督の熱意によって誕生し、音場最適化に関する数々の特許技術を開発しています。 
詳細な情報は THX のホームページをご覧ください。 
http :// www . thx . com / 


FHX 


SE し ECT2’P し us 


I_ RECOMMENDED USE _ | 

Medium Sized Home Theater or Living Room 
I THX CERTIFICATION FEATURES j 

THX Loudness Plus; 

■ Multichannel Spectral Balancing 

■ Dynamic Ambience Preservation 
THX S 
THX C 

■ Re-Equalization 

■ Timbre Matching 

■ Adaptive Decorrelation 

■ ASA Technology 
Boundary Gain Compensation 

I ADDITIONAL THX TECHNOLOGIES j 

Neural-THX Surround 

I THX PERFORMANCE j 

Capable of THX Reference Level up to 9 feet 
(3 meters) viewing/listening distance 

Visit www.thx.com for further technical details. 


認証について 


THX Selects 

THX の認証を受けたホームシアター機器は、所定の特許 
技術、プ U アンプ•パワーアンプの性能、デジタル•アナ 
□グの両分野にわたる何百をの性能要求、操作性に関する 
一連の厳しい試験に合格しています。 


再をモードについて 


THX Cinema 

過去の2チャンネル収録されたソフトに適しています。ご 
家庭と映画館との空間的な違いによる音色の差を補正し、 
映画館の音場を正確に再現します。 

THX Selects Cinema 

マルチチャンネル収録の映画ソースに適してし''ます。信号 
成分を分析し、雰囲気や方向感び最善になるよラに音場を 
つ <0ます。 

THX Music (THX Selects Music) 

音楽専用に S キシングされたマルチチャンネルのソフトに適 
した f ー ドで、音楽に適した楼部の広びり感び得日れます。 

THX Games (THX Selects Games) 

すべてのゲームソフトの音楽再生に適しています。3目ぴ 
取0囲むよラな音響空間を創0出します。 

THX Surround EX 

「THX Surround EX - Dolby Digital Surround EX 」 は 
ドルビーラボラト U — ズと THX 社との共同開発によるを 
のです。 U スナー後方のサラウンドバック ch を最初に実 
現させた技術です。 （* ま)参照 


* 注 

本機は r 白.1再生検出信号 」 （DTS - ES と Dolby Digital 
Surround EX ) を自動検出しまずび、それらの技術を巧いて上 
映された映画でを、 DVD 化の際にこの検出信号を収録してい 
ないをのびあります。この場合は手動で最適なモードに変更し 
てください 。 Surround EX 技術により製作された映画のリス 
卜は各ウェブサイトでご覧になれます。 


THX、THX □コ'および Select 2 円 us は THX 社 
の商標です。許可のちとに使用されています。不 
許複製。その他すベての商標は、それぞれの所有 
ちの所有物です。 


その他の特許技術について 


THX Loudness Plus 

この技術は THX Ultra 2 Plus ™ と THX Select 2 Plus ™ 
の認証を受けた製品の特徴となる新しい音量調節技術で、 
どの音量レベルでを豊かで繊細なホームシアターサラウン 
ド音場を創造します。 

ル音量ち生では音質や空間表現び劣化ずることがあ0ます 
び、各チャンネルの音量や周波数特性を最適化(補正)しまず。 
THX の U スニングモードを選択しているとさは、それぞれの 
コンテンツタイプに応じて自動でこのほ術び適用されまず。 

Re-Equalization 

大型の映画館での上映用に製作された音青をル型のホーム 
シアターでわ正確な音色で再生させる技術です。 

Timbre Matching 

映画館とホームシアターのスピーカー配置の違いか5起こ 
る音色の差を補正し、音のつなびりをスムーズにします。 

Adaptive Decorrelation 

映画館ではサラウンド スピーカーびを 数なのに対し、 ホー 
ム シアターは 通常2本のた め、 この2本の スピーカーでち 
リ ス ニングエ U アを拡大して、映画館と同様の効果び得5 
れるようにする技術です。 

Advanced Speaker Array (ASA) 

ASA 処理は、サラウンドバックスピーカーを 2 本使巧し、 
その2本を近接して設置した場合に最高能力を発揮しま 
す。この巧術は THX Select 2 Cinema、THX Select 2 
Music または THX Selects Games で使用します。 

Boundary Gain Compensation 

ホームシアターでは、壁面の影響で空間利得び生じ、低 
減の周波数帯び自然と持ち上びってしまラ場合びあります 
び、この技術により、超低域再生能力のあるサブウーファー 
などを使用していてち、空間利得を補正し、聴感レベルを 
フラットにすることび巧能です。 


技術資料 
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Neural-THX Surround 


Neural - THX ⑥ Surraund はステレオ素材からマルチチヤンネルサラウンドを創り出します。楽器、音声、背景 
音などの詳細部分をさめ細か<再生し、音像の定位感に優れ、豊かなサラウンドサウンドを創り出します。 


neural 

SURROUND™ 
THX® TECHNOLOGIES 


本製品は 、 Neural Audio Corporation と THX 社か 
らの実施権に基づさ製造されています。パイオ 
ニア株式尝社はユーヴーに対し 、 Neural Audio 
Corporation と THX 社の所有する技術、商標およ 
びアメ U 力と諸外国の特許-出願中特許に基づさ、 
本製品を使用する非独占的かつ譲渡不能な限定的権 
利を許諾します。 

Neural Surround は Neural Audio Corporation 
の商標です。 THX は THX 社の商標です。それらは 
い<つかの所轄権に登録されている場をびあります。 
無断複写-複製-転載を禁じます。 



MPEG-2AAC 


巧 


MPEG -2 オーデイオの標準方式の1つで、目 S デジタル 
や地上デジタル放送で採用されている音声符号化規格 
です。高圧縮率なが6高音質を確保でさる点が特長で、 
番組内容によりマルチチャンネル設定が可能なフオー 
マットです。 


■米国におけるノテントナンバー 


08/937.9 已〇 
己,848,391 
己，291,己己7 
己,4己1,9己4 
己400 433 
己，222,189 
己，3己7,己94 
己752 22已 
己，394,473 
己，己83,9己2 
己，274,740 
己，巨33, 98] 


己297.236 
4.914.701 
己.23已 .671 
07/640.己己0 
巳.巳79.430 
08/678.曰曰巨 
98/03037 
97/0287己 
白7/02874 
98/0303已 
己227,788 
已 .28 已 .4 白8 


己.481.614 
己.已92.已84 
己,781,888 
08/039,478 
08/211,547 
己,703,999 
08/己己7,046 
08/894,844 
己,299,238 
己.299.239 
己.299.240 
己,197,087 


己490.170 
己264.846 
己.268.68己 
己.37己.189 
己.己 81. 6己4 
0己-183,988 
5,548,574 
08/巳0巨.729 
08/已 76.4 白己 
5,717,821 
08/392.7 巳巨 


iPod にごいて 


巧 ] Made for 

別 iPod J 


iPod は、米国およびその他の国々で登録された 
Apple Inc . の商標です。 


「Made for iPod 」 とは、 iPod 専用に接続するよう設計 
され、アップルが定める性能基準を満たしているとデべ 
□ッパによって認定された電子アクセヴ U であることを 
7 JT します。 

[Works with iPhone 」 とは、 iPhone 専用に接続するよ 
う設計され、アップルが定める性能基準を満たしている 
とデべ□ッパによって認定された電子アクセサリである 
ことを术します。 

アップルは、本製品の機能および安全および規格への適 
合について一切の責任を負いません。 
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リスニングモードの詳細と出カチヤンネル数の一覧 


この表は、 U スニングモードに AUTO SURROUND 、 ALC 、 DIRECT . PURE D 旧 ECT を選ん/■ご場合に、出力す 
る最大の出カチヤンネル数を示したもので、厳密なデコード ch 数とは異なります。詳しくは r デジタル音声フォーマツ 
卜について」（一1日3ぺージ)をご覧ください。 

た 

.MULTI CH IN 入力時は、 U スニングモードの効果を加えることはでさません。 

入力信号によっては、サラウンドバック信号を生成できないものびあります。_ J 


ステレオ （2 ch ) 信号入力時 


サラウンドバック 
スピーカー 

入力信号 

冉 UTO SURROUND/ 
ALC 

PURE DIRECT/ 
DIRECT 

信号名称 

インジケーター例 

あ 0 

DOL 日 Y サラウンド 

口ての 

rsn mEH 

画画 
画 

□□ PLIIx Movie 

皿 PLIIx Movie 

DTS サラウンド 

Neo:6 Cinema 

Neo: 巨 Cinema 

そのほかのステレオソース 

口 の 

1 SLI rsRi 

1 XL II XC II XR 1 

画 

ストレートデコード再生 

ストレートデコード再生 

アナ□グ入力 

ANALOG D 旧 ECT (ステレオ） 

なし 

DOL 日 Y サラウンド 

口て面 

rsn rm 

阻陋 

画 

□□ PLII Movie 

□□ PLII Movie 

DTS サラウンド 

Neo:6 Cinema 

Neo:6 Cinema 

そのほかのステレオソース 

口て面 

rsn mEH 

1 XL II XC II XR 1 

画 

ストレートデコード再生 

ストレートデコード再生 

アナ□グ入力 

ANALOG D 旧 ECT (ステレす） 


マルチチヤンネル信号入力時 


サラウンドパ'ック 
スピーカー 

入力信5 

冉 UTO SURROUND/ 
AL 巳 / DIRECT 

PURE DIRECT 

信号名称 

インジケーター例 

あ0 

DOLBY DI 白 ITAL EX 
( 巨 . Ich 再生検出信号付） 

1 L II C II R 1 

rsn rsRi 

□□ DIGITAL EX 
□□ PLIIx Movie *1 

皿 DIGITAL EX 
□□ PLIIx Movie *1 

DTS ES (6.Ich 信号 / 6.Ich 
再生検出信号付） 

1 XL II XC 1 
画 

DTS ES Matrix 

DTS ES Discrete 

DTS ES Matrix 

DTS ES Discrete 

DTS に . Ich 信号等） 

1 L II C II R 1 

rsLi rm 

1 XL II XC II XR 1 

画 

DTS 十 Neo: 目 

ストレートデコード 再生 

DTS-HD 

1 L II C II R 1 

rsui vsr ] 
nailer fxRi 

fLFEl *2 

ストレートデコード 再生 

上記政がの 6.1/7. Ich ソース 

上記！;*(外の己. Ich ソース 

1 L II C II R 1 

rsTi im 

1 XL II XC II XR 1 

画 

皿 DIGITAL EX 
□□ PLIIx Movie *1 

なし 

DVD-Audio 
マルチチヤンネル PCM 

1 L II C II R 1 

rsui rsR ] 
nailer rwi 

.2 

ストレートデコード 再生 

ストレートデコード 再生 

S 冉 CD (已 .Ich 信号） 

1 L II C II R 1 

rsTi im 

1 XL II XC II XR 1 

陋 

上記 m 外の己 1/ 目. 1/7. Ich 
ソース 

1 L II C II R 1 

rsn im 
rxn [XR] 

[LFEl .2 


’1:サラウンドバックスピーカーを1本しか接続していないときは選択できません。 

召：己. ich 信号のときは rxLj rxRj び消打します。巨. ich 信号のときは rxLj rxRj が消なして rxcj び点口します。 
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ンの巧応フオー7 


各入カフアンクシヨンで対応している音声フオーマットはし: TF の通りです。 


入カフアンクシヨン 

対応音声フォーマット 

C 0 AX -1 〜2 

0 PT -1 〜3 

D 曰 Iby Distal 、 DTS 、 MPEG -2 AAC 、 WMA 目 Pr 日 、 PCM (サンプリング周波数： 

32 kHz 、44.1 kHz 、48 kHz 、88.2 kHz 、9 日 kHz 、17 日. 4 kHz 、1 白 2 kHz ) 

HDMI 1〜4 
巨 D 

D 曰 Iby Digital 、 D 曰 IbyTrueHD 、 D 曰 Iby Di 昼 ital 円 us 、 DTS 、 DTS - EXPRESS 、 
DTS-HD Master Audi 曰、 DTS-HD Hi 旨 h Res 曰 luti 曰 n Audi 曰、 MPEG -2 AAC 、 

WMA 9 Pro 、2 ch から最大 8 ch までの U ニア PCM デジタル信号(サンプ U ング周波数 

32 kHz 、44.1 kHz ' 48 kHz . 88.2 kHz 、96 kHz 、176.4 kHz . 192 kHz )、 

SACD ( DSD 信号)、ビデオ CD 、 スーパービデオ CD 、 DVD オーディオ (1 目 2 kHz 含む） 


iPod/USB ( USB >< 
モ U —再生時） 


種別 

拡張テ 

ストリーム 


MP3 

.mp3 

- MPEG-1 

オーディオレイヤー 3 

サンプリング周波数 

8 kHz 〜48 kHz 

量モ化ビット数 

16 bit 



チヤンネル数 

2 ch 




ビット レー ト 

8 kbps 〜320 kbps 




VBR/CBR 

対応/対応 

WAV 

.wav 

- LPCM 

サンプリング周波数 

32 kHz 、 44.1 kHz、48 kHz 

量モ化ビット数 

8 bit 、] 日 bit 




チヤンネル数 

2ch 、 モノラル 

WMA 

.wma 

- WMA8/9 

サンプリング周波数 

8 kHz 〜 48 kHz 

量子化ビット数 

16 bit 




チヤンネル数 

2 ch 




ビット レー ト 

8 kbps 〜320 kbps 




VBR/CBR 

対応/対応 


. 本機び対応している形式のファイルでを再生でをないことびあります。 

. 接続している機器の種類やソフトウェアのバージョンによって働かない機能びあります。 

• MPEG Layer- 3 音声復号化技術は 、 Fraunhofer IIS および Thomson multimedia からライセンスさ 
れています。 


US 目メモ U —再生時の写真ファイルの対応フォーマットは下の通0です。 


種別 

拡張子 

ぁ式 

稱像度 

JPEG 

」 P 旨 

政下の条件に適合していること 

縱 3 日〜 81 目 2 ピクセル 


jpe 旨 

-ベースライン JPEG フオー マット （ Ex げ /DCF フオー マット 

横 4 日〜 81 目 2 ピクセル 


」阳 

で記録されたファイルを含む） 



■jif 

- Y: じ Cr び 4:4:4 、 4:2:2 または 4:2 :日であること 



jfif 

(4:4:4 の場含の再生可能な最大解像度 (Resolution ) は 




己 ] 20X81 目 2 になります。） 



HDMI にごいて 


HDMKHigh-Definition Multimedia Interface ) とは1本のケーブルで 
映像と音声を受信するデジタル伝送規格です。ディスプレイ接続技術の 
DVKDigital Visual Interface ) を家庭向けの才ーディオ機器用にアレン 
ジしたものであり、高い帯域幅のデジタル内容保護 ( HDCP 馆実現した 
な世代テレビ向けのインターフェース規格です。 



HIGH-DEFINITION MULTIMEDIA INTERFACE 
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困つたとを 


苗[障かな？と思った6 


故障かな？と思ったら政下を調べてみてください。意外なミスが故障と思われがちです。また、本機！;!外の原因ち 
考えられます。ご使用の他の機器および同時に使用している電気機器を、あわせてお調べください。 

1；1下の項目を調べてわ直らない場合は、修理をご依頼ください。 


音について 


r 音が出ない」 r 音がおかしい」「ノイズが出る」など、音についての疑問や症状です。 


症げ 

原因 

対応 

参照 

入力切換を合わせても、 

入力端子の接続び正し < ない。 

接続を再確認する。 


音が出ない 

デジタル入力の設定び正し<ない。 

設定を修正する。 

40 


音声入力信号の選択び正しくない。 

音声切換ボタンで正しい入力信号を選おする。 

42 


消音(ミュート)状態盾量インジケーターび点滅） 
になっている。 

U モコンで消音(ミュート)を解除ずる。 

41 


へッドホンび接続されている。 

ヘッドホンを旅く。 

42 


スピーカー出力び OFF になっている。 

SPEAKERS ボタンを押して、 ON ( SP ^ A ) にずる。 

66 


音量び下びっている。 

MASTER VOLUME を調整する。 

41 


オーディオ調整の HDMI 音声出力の設定で 
THR 0 U 白 H を選択してし、る。 

HDMI 音声出力の設定で AMP を選択する。 

58 

フ□ントスピーカー夕午 

スピーカーシステムの設定びフロント ch 切外す 

スピーカーシステムの設定を修正する。 

93 

の音が出ない 

ベて N 0になっている。 




リスニングモードび STEREO またはフ□ントサ 

サラウンド再生用の U スニングモードを選択 

48 


ラウンド•アドバンスモードになっている。 

する。 


サラウンドバックスピー 

S 巨 ch 姐理モードの設定び曰 FF になっている。 

ON を選択する。 

52 

力一から音び出ない 

S 巨 ch 処理モードの設定び AUTO で r 巨. I か再生 
検出信号」の記綠されていないソースを使巧して 
し'!る。 

ON を選択ずる。 

52 


Suit Back System の設定び [Front 团 - Amp ]、 
Speaker 团またはに日 NE 幻になっている。 

レーマル]を還択する。 

93 


スピーカー設定でサラウンドまたはサラウンド 
バック ch の設定び [ NOK 無し)になっている。 

サラウンドバック ch の設定を修正ずる。 

93 


接続び正しくない(サラウンドバック ch を1本の 

接続を再確認する(サラウンドバック ch を1本 

19 


スピーカーで接続していて R ch 側に接続してい 

のスピーカーで接続しているとさは L ch 側に 



る)。 

接続する)。 


特定のスピーカーから音 

スピーカー設定び[ N 0](無し)になっている。 

スピーカーシステムの設定を修正ずる。 

93 

が出ない 

スピーカーの接続びがれている。 

スピーカーの接続を確認ずる。 

18 


ソフトのサウンドトラックび意図的にそのように 

U スニングモードによっては効果音のみ出力 

48 


歸音されている。 

される場合びあります。 



スピーカーの出カレベル設定がルさい。 

スピーカーの出カレベル設定を上げる。 

83,95 


Suit Back System の設定でに peaker 日]び選 

スピーカーシステムで rA + B 」 または旧」にず 

66 


おされているとをのスピーカーシステムの選択び 
合っていない。 

る。 


表示部にマルチチヤンネル 

再生しているソースのプログラムフオーマット 

故障ではありません。収録内容をご確認くださ 


信号のプ□グラムフォー 

にはそのチヤンネルの情報び記録されてし、るび、 

い。 


マットインジケーターが点 
好しているが、音び出てい 
ないスピーカーがある 

そのチヤンネルに音声び収録されていない。 



デジタル機器の音が出ない 

デジタル接続び正し < ない。 

デジタル接続を再確認ずる。 

23〜28 


デジタル入力の設定び正しくない。 

デジタル入力の設定を修正する。 

40 


音声入力信号の選択び正しくない。 

接続されているデジタル機器に応じて、音声切 
換ボタンで D に ITAL を選択ずる。 

42 


デジタル出カレベル調整機能び付いている巳□プ 

プレーヤーのデジタル出力設定を適切に修正 



レーヤーなどのデジタル出カレべ J レ設定び低ず 

する 。 (DTS CD の場をは0.0肥に設定してく 



ざる。 

ださい。） 



再生ソフトのデジタルフオーマットに対応して 

対応フォーマットの音声トラックを選択する 

103 


いないプレーヤーである(または出力しない設定 
になっている)。 

(または出力させる設定にする)。 
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困つたとを 


症状 

原因 

対応 

参照 

PCM がの信号の音が 
出ない 

音声入力信号の選択び口 CM 」 になっている。 

音声切換ボタンで正しい入力信号を還択ずる。 

42 

録音がでさない 

アナ□グ信号をデジタルで、デジタル信号をアナ 
□グで録音しぶラとしている。 

アナ□グ信号はアナ□グ録音、デジタル信号は 
デジタル録音のみ可能です。 

70 


コピープ□テクト信号の入ったデジタル信号で 

コピープ□テクト信号の入ったデジタル信号 
は録音することびでをません。 



REC 端子の接続び正しくない。 

正しく接続し直す。 

28 

無入力でもノイズが聞こ 
无る 

電源そのちのにノイズび残っている。 

パソコンなどのデジタル機器とタコ足配繳こ 
なってし佩いか確認する。 


MULT ! CH IN 端テに接続 
した機器で、 DVD 才ーディ 
才を巧をしたが 2 ch にダ 

MULTI CH IN 端子に接続したものではない信号 
を再生している。(デジタル PCM 出力など） 

入力切換ボタンで入力を切り換え、マルチチヤ 
ンネル入力の再生をずる。 

70 

ウン S ックスされているよ 
ラな音になつている 

プレーヤーの出力設:定び間違っている。 

プレーヤーの取掘説明書をご覧ください。 


スピーカー•の設定をフロ 
ントのみ 「 LARGE 」 とし 
ていてマルチ ch の DVD 
オーディオを再生したが、 
マルチ ch 音青がダウン 

S ックスされなし、 

ダウン S ックス禁止のソフトを再生している。 

故障ではありません。 


DTS CD のサーチ中に 
ノイズが出る 

サーチ中に CD に含まれるデジタル情報を読み 
取ってしまラ。 

故障ではありません。サーチ中はアンプの音量を 
下げ、スピーカーから出る音を抑えてください。 


DTS の LD を再生ずる 
とノイズが出る 

音声入力信号の切り換えで ANALO 日び選巧さ 
れている。 

機器を正しくデジタル接続し、音声切換ボタン 
で D に ITAL を選択ずる。 

42 

最大音量び+1吕 dB まで 
上がらない。 

音量制限び設定されている。 

音量制限の設定をオフにずる。 

100 


サブウーファーの接続/再生について 


音についての問題の中でち、特に接続したサブウーファーについての疑問や症状です。 


症状 

原因 

対応 

参照 

サブウーファーから音が 
出ない 

サブウーファーあり/なしの設定び [ l \ i 日](無し） 

に設定されている。 

r スピーカー設:^」を確認して、サブウーファー 
の設定を [ YES ] 宿り)または [ PLUS ] にする。 

93 


再生しているソース(シーン)や音楽に超な域成 
分 ( LFE チヤンネル)び含まれていない。 

故障ではありません。収録内容をご確認 < ださ 
い。 



接続びがれている(または、間違っている)。 

サブウーファーの接続を確!*召して、列れている 
または間違っているとをは接続し直す。 

19 


サブウーファー側の電源び OFF になっている。 

サブウーファーの電源を確認する。 



サブウーファー側の自動スタンバイ機能び働い 
ている。 

サブウーファーの機能を確認する(詳しくはサ 
プウーファーの取掘説日月書をご覧 < ださい。） 


サブウーファーからの音 
びかさい 

お域成分びない、またはみないソースやディスク 
に D など)を再生している。 

再生しているソースの低域成分び少な<、サ 
プウーファーの音量び不足している場合は、 
「スピーカー設定」でサブウーファーの設定を 
[ PLUS ] にする。 

93 


サブウーファー出カレベルの設定値びルさい。 

「スピーカー出カレべ J レの設定を確認して、適 
切なレベルに調整する。 

83,95 


ク□スオーバー周波数の設定びない。 

「[ X .0 VER 」 の設定を確認して、適切なレベルに 
調整する。 

93 


サブウーファー側のボ U ューム設定びルさい。 

サブウーファーのボ U ュームレべルを上げる。 
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困つたとを 


巧像について 


r 映像が出ない」「；><ニュー画面 ( GU 陋励が表示されない」など映像についての疑問や症状です。 


症が 

原因 

対応 

参照 

入力切換を合わせてち、 
映像が出ない。または違 

TV モニター側の入力切り換え設定び正し < ない。 

TV モニターの取披説明書をお読みになり、正 
しい入力に切り換えて<ださい。 


ラ入力の映像が出る 

ソース機器と HDMI 端デで接続しているび、 TV モ 
ニターを HDMI 端子で接続していない。 

ソース機器と TV モニターは HDMI 端デを使っ 
て本機と接続する。 

23 


ソース機器と TV モニターを接続しているコード 
の種類び違っていて、ビデオ調整機能のビデオコ 
ンノ くーターの設定び OFF になっている。 

ビデオコンノ（ーターの設定を ON にずる。 

60 


映儘によっては著作権の関係で映像び出力され 
ない場合びあ0ます。 

解儘度の設定を変更するか、ビデオコンバー 
ターの設定を OFF にしてください。 

60 


TV モニター側で非対応の映像信号を出力して 
し、る 

解儘度の設定を蜜更するか、ビデオコンバー 
ターの設定を OFF にする。 

60 

コンポーネント端子や D 
端子に接続したソース機 

入力端デの設定の rComp/D In 」 の設定び正しく 
ない。 

入力端デの設定を正しく巧ラ。 

40 

器の映像が出ない 

COMPONENT VIDEO IN I と D 4 VIDEO IN 1 
を同時に接続している。 

COMPONENT VIDEO IN 1と D 4 VIDEO IN 1 
はどちらか一方のみを接続する。 



COMPONENT VIDEO IN 2 と 04 VIDEO IN 2 
を同時に接続している。 

COMPONENT VIDEO IN 2と D 4 VIDEO IN 2 
はどちらか一方のみを接続する。 


録画ができない 

録画磯器とソース機器の接続端子び合っていな 
い。 

-録画機器の接続端子とソース機器の接続端子 
を(コンポジットまたは S ビデオで)合わせる。 

-コピープ□テクト信号の入った映儘信号は録 
画することびでさません。 

70 

コンバート後の出力映像 
び出ない、または乱れる 

コピープ□テクト信号び極端に大きい、または画 
質祟化の激しいビデオテープを再生している。 

コンバート回路またはモニター TV の仕様で 
ず。コンポジットまたは S ビデオ端子の出力映 
儘でお楽しみください。 

22 

コンポーネント端子や D 
端子から映像び出力され 
ない 

480 i のみに対応したテレビ(モニター)をコンポー 
ネントで接続し、同時に HDMI で別のテレビ(モニ 
夕 一) を接続した場合、コンポーネントで接続した 
モニターから映像び出なし、場合びあります。 

- HDMI 接続したテレビ(モニター)の電源を切 
る。 

-ビデオ調整機能の解像度の設定を PUR 曰こ 
する。 

60 


源について 


r 電源び切れる」 r 電源が切れない」など操作時にある疑問や症状です。 


症状 

原因 

対応 

参照 

電源が突然切れて 

PHASE CONTROL イ 
ンジケーターが点滅ずる 

スピーカーの実動作上の最低インピーダンスび 
非常に低いため、保護回路び働いた。または、低周 
波の過大な入力び持続した。 

-ボ U ュームを下げて再生する。 

-チヤンネルごとの周波数特性の補正で低域 
但3 Hz または12己 Hz ) のレベルを下げる。 

- DIGITAL SAFETY 機能を]または2にする 
と、さらに数肥音量び上げられる場合びありま 
す。スタンノ くイモード時に、本体の ENTER ボタ 
ンを押しなびら STAND 臣 Y /0 N ボタンを押し、 
174■で ras 冉 FETY ◄ OFF ►」を選び、仁/* 

で1、2、日 FF を切り換えまず。 （ 1または2を選ぶ 
と一部の機能び使用でをな<なることびあり 
ます） 

86 


スピーカーコードの芯線びスピーカー端テから 
はみ出して J 」 アパネルに接触しているか、 +/- 
び接触し、保護回路び働いている。 

スピーカーコードの芯線をちラー度しっかり 
ねじり直し、アンプまたはスピーカー側のス 
ピーカー端テからはみ出ないよラに接続する。 

18 


本機のアンプ回路の故障です。 

すみやかに使用を停止し、修理を依頼してくだ 
さい。この症状のあとに電源の ON / OFF を繰り 
返ずのはおやめ < ださい。 

120 

電源が切れない 
(ZONE 吕 ON や ZONE 
3 ON、ZONE 2&3 

ON と表示される） 

マルチゾーンびオンになっている。 

フ□ントパネルの MULTI ZONE ON / OFF ボ 
タンを押して電源を切る。 

68 

操作ポタンを押してち動 
作しない 

空気び乾燥して静電気などの該響を受けている。 

電源プラグを一度コンセントか日がして、再び 
差し込む。 
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困つたとを 


症状 

原因 

対応 

参照 

AMP OVERHEAT と表 
示されて電源び切れ、電 
源ボタンのインジケー 
ターび点滅ずる 

本機内部の温度び許容値を超えた。 

通風びよくなるよラに設置を蜜える。 

1分待ってから電源を入れてみる。 

4 

電源ポタンのインジケー 
夕一が点滅して電源が切 
れる 

本機の電源部び故障している可能性びありまず。 

1分後に電源を入れてみて、同じ症状び出た場 
合は、修理を依頼してください。(電源を再度入 
れたとをに、別の症がになることびお0ます。） 


AMP ERR と表示さ 
れて電源が切れる。 
ADVANCED MCACC 
インジケーターが点滅し 
て、電源が入らない 

本機のアンプ回路の故障でず。 

すみやかに使用を停止し、電源コードを抜いて 
修理を依頼してください。この症状のあとに電 
源の ON/OFF を繰り返すのはおやめください。 

120 

電源が突然切れて中央の 
青白いインジケーターが 
点麻ずる 

本機の電源回路の故障です。 

すみやかに使用を停止し、電源コードを抜いて 
修理を依頼してください。この症状のあとに電 
源の ON/OFF を繰り返すのはおやめください。 

120 


操作について 


操作時にある疑問や症状です。 


症状 

原因 

対応 

参照 

12 V TRG ERR と点滅 
表示される 

12 V 卜 U ガー端テに不具合び生じている。 

電源を切って接続を確認してから、ちラー度電 
源を入れてみてください。 

32 

音青切換ボタンを押して 
ち入力が DIGITAL にな 

接続またはデジタル入力の設定び正し<ない。 

機器の接続を再確認し、「デジタル入力の設定」 
を正しく修正する。 

40 

5ない 

MULTI CH IN 入力になっている。 

MULTI CH IN 入力し乂州こ切り換える。 

70 

已 .Ich ソースを再生して 
いるのに、己. Ich 再生さ 

DVD プレーヤーのデジタル出力設定び OFF に 
なっている。 

DVD プレーヤーのデジタル出力設定を ON に 
する。 


れない 

DVD プレーヤーのドルビーデジタルまたは DTS 
出力設定び OFF になっている。 

DVD プレーヤーのドルビーデジタルまたは 
DTS 出力設定を ON にする。 


リモコン操作がでさない 

U モコンの電池び消耗している。 

電池を交換する。 

5 


距離び離れすざている。角度び悪い。 

7 mU (内、左ち 30- 政内で操作する。 

5 


途中に信号を遮る障害物びある。 

障害物を取り除 < か、操作する場所を移動する。 



壁光打などの強い光び U モコン信号受光部に当 
たっている。 

U モコン信号受光部に光び直接当たらないよ 
ラにする。 



U モコンと本機の U モコンモードの設定び異 
なっている。 

U モコンと本機の U モコンコードの設定を一 
致させてください。 

73,101 

他機器をリモコンで操作 

プリセットコードの設定び間違っている。 

正しいプ U セットコードを設定する。 

74 

でさない 

電池切れの期間にメモ U —び消去された。 

もう一度設定を行う。 


旧接続をしているのに相 
手機器がリモコンで動作 

接続でコント□ール端デの IN/C1UT を間違えて 
いる。 

正しく接続し直す。 

32 

しなし、 

コント□-ルコードじ(がの接続をしていない。 

アナ□グのオーディオコードまたは HDK/II ケー 
ブルなどを接続する。 

32 


他社製品の同用途端デと接続している。 

他社製品の動作はサポートしていません。 


KUR0 LINK 機能による 
アンプ連動操作がでさな 
い 

KUR0 LINK 機能び OFF になっている。本機の電 
源をテレビよりを先に ON した。 

- KUR0 LINK 設定で ON を選択する。 

-テレビの電源を ON してから本機の電源を 

ON にする。 

63 

63 


テレビ側の KUR0 LINK 設定び OFF になっている。 

テレビ側の KUR0 LINK 設定を ON にする。 


設定が消えてしまった 

設定中に電源コードを旅いた。 

設定中は電源コードを抜かないでください。感 
定はメインゾーンとサブゾーンびすべて OFF に 
なるとをに記憶されます。電源コードを损く前 
にすベてのゾーンを OFF にしてください。） 


本体の INPUT 
SEl_ECTOR ダイヤルや 
リモコンの入力切換ボタ 

入カスキップの設定びオンになっている。 

入カスキップの設定をオフにする。 

98 

HDMI1 〜3び他の入力に割り当てられている。 

各 HDMI 入力端子の割り当てをやめる。 

40 

ンで、切り換えられない 
入力がある。 

音量をミ关まった値 (-20 
dB/-10dB/0 dB) が 
上げることができない。 

音量制限が設定されている。 

音■制限設定をオフにずる。 

100 
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困つたとを 


イ ンジケーター /表示について 


操作中のインジケーター表示などの疑問や症状です。 


症が 

原因 

対応 

参照 

圧縮デジタル*のソフト 

デジタル接続び正し <ない。 

接続を再確認ずる。 

23 〜 28 

を再生しても、巧応ずる 
インジケーターが点灯し 
ない 

デジタ} レ入力の設定び正しくない。 

デジタル入力の設定を正しく行ラ。 

40 

音声入力信号の選択び正しくない。 

音声切換ボタンで正しい入力を選択する。 

42 

プレーヤーび停止か一時停止になっている。 

再生を開始する。 



プレーヤーの音声出力設定び間違っている。 

プレーヤーの音声出力設定を各フオーマット 
に対応するよラ修正する。 



再生しているトラックび PCM などになっている。 

プレーヤーの音声切り換え機能で圧縮デジタ 
ル*の音声を選択する。 


圧縮デジタル*のソフト 
を再生してちすベてのプ 
□グラム フオー マットイン 
ジケーターび点灯しない 

収歸フォーマットび丘 Ich (または「巨. I か再生検 
出信号」巧応)ではない。 

故障ではありません。再生しているソフトの 
ノ くッケージをご確認ください。 

103 

圧縮デジタル*のソフトを 

デジタル信号が入力されていない。 

音声切換ボタンで AUTO または D に ITAL を選ぶ。 

42 

再生しても、 □□DIGITAL 
または DTS などの表示 
にな百ない 

ソフトの音声び吕 ch フォーマットである。 

ドルビーサラウンドエンコードされたソフトで 
ある。 

故障ではありません。再生しているソフトの 
ノ くッケージをご確認ください。 

103 

Surround EX (または 

DTS ES) ソフト再生時に、 
SBch 処理モードの設定を 
AUTO にしても EX (または 
ES) デコードしない 

「6.1 ch 再生検出信号」び記録されていない 
(劇場公開時と DVD 収録時は、まれに違う場合び 
あります)。 

SBch 処理モードの設定を ON にする。 

52 

Surround EX (または 
DTS ES) ソフトを再生 

r スピーカー設定」で、サラウンドバックチヤンネ 
ルび [ NO ] (無し)に設定されている。 

サラウンドバック ch の設定を、接続したスピー 
カーに合わせて変更する。 

93 

中、 SL、SR のインジケー 
夕一は点灯ずるが、 EX (ま 
たは ES) デコードしない 

U スニングモードび正し < ない。 

S 巨 ch 赃理モードの設定を ON または AUT 日に 
変更し、リスニングでードをサラウンドにして 
再生する。 

48| 口 

DVD オーディオを再生し 
ているのにディスプレイ 
には PCM と表示される 

HDMI 接続をしている入力で、 DV □オーディオを 
再をすると PCK / I と表示されます。 

故障ではありません。 



圧縮デジタル*:ドルビーデジタル、 DTS 、 MPEG -2 AAC などの総称として使用します。 


HDMI 接続/再をにごし、て 


HDMI ケーブルでつないだ機器の音を再生するとをの疑問や症状です。 

HDMI インジケーターが点滅し続けるときは下の症状、原因、対応をご確認ください。 


症が 

原因 

対応 

参照 

映像と音亩の両ちが出な 
い 

本機は HDC 円こ対応しています。ご使巧の機器び 
HDCP 対応かどラかをご確認ください。 

HDCP 非対応のとをはコンポーネントビデオ、 
D 4 ビデオ、 S ビデオ、コンポジットビデオコー 
ドのいずれかで接続してください。 

24 


ソース機器の仕樣によっては、 AV アンプを通し 
ての HDMI 接続びでをない場合があります。 

ソース機器の仕様を確認し、非対応のとをは 
ソース機器と本機をコンポーネントビデオ、 

D 4 ビデオ、 S ビデオ、コンポジットビデオコー 
ドのいずれかで接続して < ださい。 

24 

映像が出ない 

ソース機器によっては、設定した解像度で映儘び 
出力されない場合びあ0ます。 

解像度の設定を変更してみて<ださい。 



映鋭言号は Deep Color だび再生機器び Deep 

Col □「に対応してし、ない。 

□ e 即 Color に対応した機器で再生する。 



映儘信号は Deep Color だび HDM かーブルび 
Deep Color に巧応していない。 

High Speed HDMI ケーブルを使ってくださし、。 



HDMI 出力の設定び、接続している HDMI 日 UT 端 
子と合っていない。 

HDMI 出力の設定を、接続している HDMI OUT 
端子に合わはる。 

72 
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困つたとを 


症状 

原因 

対応 

参照 

音芦が出ない、またはと 
ぎれる 

オーディオ調整機能の HDMI 音声出力の設定び 
「 THROU 曰 H 」 になつてし、る。 

「 AMP 」 に設定してください。 

58 


DVI 機器と接続しているときは、音声び出ません。 

別途音声の接続を巧ってください。 

23〜26 


アナ□グ映像を HDMI 出力しているとをは音声 
接続び必要です。 

別途音声の接続を巧って<ださい。 

23〜26 


ソース機器の設定び正しくない。 

ソース機器を正しく設定してください。 



才ーディオ調整機能の HDM 直声出力の設定び 
riHROUGH 」 で、スレチチヤンネル音声を入力し 
てし质焉合、すべてのチヤンネルの音声は HDMI 
出力されません。 

アナ□グまたはデジタル音声接続を行って< 
ださい。 

23〜26 

映像が乱れる 

ビデオデッキなど映像信号に乱れびあるとさ(早 
をりなど)は映像の品位によって映像び歪んだり 
乱れたり映らなくなることびあります。また、モ 
ニター側の性能によっては同様の症状び出るこ 
とちあ0ます。 

ビデオ調舊機能のビデオコンノ くーターの設定 
を QFF にして入力と同じビデオフオーマット 
(コンポーネントビデオ、 D 4 ビデオ、 S ビデオ、 
コンポジットビデオコードのいずれか)で接続、 
再生して < ださい。 

60 

HDCP ERROR と表示さ 
れる 

HDCP に対応していない機器び接続されている。 

コンポーネントビデオ、 S ビデオ、コンポジット 
ビデオコードのいずれかで接続してください。 
HDC 円こ対応した機器でを表示されることび 
ありますび、映像びとぎれなく出力されている 
ときは不具合ではありません。 


入力端子の設定で HDMI 
Input の入力切り換え設 
定がでをない 

KURO LINK 機能び ON になってし、る。 

KURO LINK 機能を OFF にしてください。 

63 


USB メモ y — の再をについて 


ご使用の USB メモリーもあわせてお調べください。 


症状 

原因 

対応 

参照 

USB メモリーのフオル 
ダーや音楽ファイル、写 

フオルターや音楽ファイル、写真ファイルび FAT 
領域 m 州こ保存されている。 

フオルダーや音楽ファイル、写真ファイルを 

FAT 領域に保をしてください。 

45 

真ファイルが表示されな 
い 

フオルダー内の階層び8階層をこえている。 

フオルダー内の階層を8階層じ(内にしてくだ 
さい。 

45 


US 日メモリーに30 0日0をこえるフオルダー/ 
ファイルび保存されている。 

US 巨メモ U —には30 00日じ|内のフオルダー 
/ファイルになるよラ保存してください。 

45 


US 日メモリーに記録された音楽ファイルに着作 
権保護 ( DRM ) びかけられている。 

着作権保護 ( DRM ) びかけられている音楽ファ 
イルは再生できません。 

45 

USB メモリーを認識で 
をない 

US 日メモ U —び US 巨マスストレージクラスに対 
応していない。 

US 日マスストレージクラスに対応した US 日メ 
モリーをお使いください ( US 巨マスストレージ 
クラスに対応した US 巨メモ U - であっても、本 
機で再生できないをのをあります)。 

34 


US 日メモ1」一のフオーマットび、 NTFS または 

HFS である。 

US 日が」一のフオーマットび FAT 12、 

FAT 1 6または FAT 32 であるかどうか確認し 
てくださし)。 NTFS 、 HFS は本機で再生するこ 
とがでをません。 

34 


US 日メモリーびしっかりと接続されてしない。 

US 巨メモリーの接続を確認してから、本機の電 
源をオンして < ださい。 

34 


ussy V プを使用している。 

本機は USBA プには対応しておりません。 

34 


本機び US 巨メモ U - を不正と認識している。 

一度本機の電源をオフにしたのち、再びオンに 
して < ださい。 


USB メモリーを接続し 
ていて画面には表示され 
るび再をでさない 

本機で正萬に再生できるファイルフオーマットで 
ない。 

再生でさるファイルフオーマットを確認してく 
ださい。 
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困つたとを 


MCACC (音場補正)にごいて 


MCACC (音場補正)に関する疑問や症状です。 


症が 

原因 

対応 

参照 

音場補正の才ート醜を何 

マイクとスピーカーとの間に障害物びある。 

障害物を移動させる。 

37 

度わ r ってちエラーになる 

スピーカーコードの接続び正しくない。 

-スピーカーコードの接続を正しく斤う。 

-サラウンドバックスピーカーを1本だけ接 
続するときは丄 ( Sin 吕 le ) 端デに接続してくだ 
さい。己. Ich のスピーカーセットを接続すると 
きは 、 FRONT L / R 、 CENTER、SURROUND 
L / R おぶび PRE OUT の SU 臣 WOOFERI こ接続 
して < ださい。 

18 

r 逆相と表示される。 

スピーカー接続の極性(十/—)が間違っている可 
酷化びある。 

正しく接続されているか確認する。 

OE し < 接続されていてわ、スピーカーの種類 
や設置方法によっては r 逆相」び表おされるこ 
とびあります。その場含は、[次へ進む]を選んで 
決定ボタンを押して < ださい。） 

116 

測定ち吉果のサブウーファー 

サブウーファー内部□ーバスフィルターの遅延 

MCA 仁 C では、こういった遅延特性を考慮した 

90 

の距離が実際の距離より 

特性の影響で、再生音にディレイびかかってい 

ラえで距離を特定して、正確なデイレイ時間を 


長い 

る。 

設定するよラにしています。 


スピーカーの大、か設定 

耳に聞こえにくし個波数の騒音びある。 

-エアコンなどモーターを使巧した機器の電源 


が誤った設定になる 

マイクの位置によって微妙な音響特性の変化を 

を切ってみる。 



検出している。 

- r スピーカー設定」で正しい設定にする。 

93 

音場補正したび、音がお 
かしい 

スピーカー端子の位相び反転している （+/ —び 
逆に接続されている)。 

正し < 接続する。 

18 

Acoustic Cal EQ で自動 

調整値の組み合わせによっては補正レベルび許 

「日 VER !」 の表ちび消えるまで、さまざまな帯域 

86 

測定された補正カーブを手 
動で調整中に 「OVER!」 び 
ディスプレイに表示される 

容量を超える。 

のレベルを下げる。 



EQ 補正をの残響特性表巧に関する疑問 


癌が 

原因 

巧応 

参照 

パソコンまたは GUI 画面 
上での EQ 補正を残藝周 
放数特性表示のグラフび 
フラットにそろわない 

グラフの傾斜は鶏響特性をおしています。部屋の 
残響特性そのをのは、 EQ 補正だけでは直すこと 
びでさないため、グラフの傾斜角度は補正前後で 
ち同じになります。 

さまざまな原因によって 、 ALL CH ADJ で補正 
を巧ってち周波数特性のグラフはフラットにな 
らないことびあります。 

-補正により、各周波数ごとのグラフび EQ の補 
正分だけ水平移動します。補正の効果は、指定 
した時間軸上にあるポイントでそろラことび確 
認でをます。 

-鶏響特性(グラフの形状)そのをのは、視聴環 
境を改善しないと変化しません。 

MCACC では、無理な補正をせず、音質的に最 
良となるよう自動的に補正を行いまず。 

PC 表お用 
アブ U ケー 
シ ヨン ソフト 
取扱説目月書 

87 

マニュアル MCACC の 
["EQ の調整 J で調整した 
補正量び補正後表示のグ 
ラフに反映されない 

鶏響周波数特性の表示では、各帯域を分析フィル 
夕で分析したものを表示します。一方、 EQ 補正は 
専巧のフィルタを使巧して信号の補正を行って 
おり、分析フィルタと EQ 補正専用フィルタの形 
状の違いびグラフに反映されない原因です。 

問題ありませんはート MCAC 巳の場合は、この 
フィルタ彩伏による違し化考慮したラえで補 
正を行っていまず)。 


スピーカーシステムの 設 
定で [SMALL] と設定さ 
れた スピーカーの 低域び 
補正されていない 

[ SMALL ] に設定されたスピーカーは、 EQ による 
低域の補正は行いませんび、残響特性の表示はス 
ピーカーか5出る音の純俾な特性を示すため、低 
域捕正をしていない状態での特性びそのまま表 
示されまず。 

MCA 仁 C はスピーカーの再生能力に応じて適 
切な補正を巧っているため、 [ SMALL ] に設定 
されたスピーカーの低域補正には問題ありま 
せん。 



上記1日9〜11日ページの対応を試してち解決しないとさや、画面表示が動かなくなったり、リモコンやフロ 
ントパネルのボタンがまったく操作でをない場をは、下の操作を行ってみてください。 

• フ□ントパネルの 6 STAND 目丫 / ON ボタンを押して電源を切って、もう一度電源を入れる。 

• ちしを電源が切れない場合は、む STAND 目丫 / ON ボタンを1日砂！;!上押し続けてください。電源が切れます。 
(この場を、本機の各種設定が消えることがあります。） 
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困つたとを 


エラーメッセージについて 


ホームメニューでの MCACC (音場補正)時に表示されるメッセージの意な 


r マイクを接続してください。 J : 

フ□ントパネルの K/ICACC SETUP IVHC 端子に、付属のセットアップ用マイクを接続してください。 

r 暗騒音が大さずぎまず。 J : 

周辺の騒音び大をすざ、測定に誤差び生じる可能性びありまず。 

. エアコンなどモーターを使用した機器や、超音波ねずみ駆除装置などの電源を、一時的に OFF にするか遠ざけるなどの処置を行ってみ 
て < ださい。 

. 周囲び比較的静かな時間帯に、もラー度やり直してください。 

r マイクをチェックしてください。」： 

マイクからテスト信号び検出でをなくなりました。 

.セットアップ用マイクの接続や接続コードの断線をチェックしてください。 

. スピーカーび正しく接続されているか確認して<ださい。 

• 測定中はでさるだけボ U ュームを変化させないでください。 

r エラー J : 

スピーカー Yes / Na 判定で、拟下のような間違った接続を検出しました。 

. フロントに表示されたとを：スピーカーび L / R そろっていない。 

. サラウンドに表示されたとき：スピーカーび L / R そろっていない。またはサラウンドバックび検出されているのに、サラウンドび検出 
されない。 

. サラウンドバックに表示されたとさ丄 ch 側から検出されず 、 R ch 側から検出しました （1 本のみ接続するとをは 、 L ch 側を使用して 
<ださい)。 

I ■逆相 J : 

スピーカーの極を （+/—) び逆になっている可能性びあります。正しく接続されているか確認してください。接続び間違っていた場合は、 
本機の電源を切ってから電源コードを损き、接続をし直してください(一18ページ)。その後、フルオート MCACC などをやり直してく 
ださい。 

拟下の場合は、スピーカーび正しく接続されていてち「逆相」び表おされる場合びあります。そのとをは r 次へ進む」を選んで、次の測定に進 
んで < ださい。 

. スピーカーびマイク （ U スニングポジション)方向に向いていない場合、またはスピーカーとマイクとの間に障害物びある場合 
. 壁による音の反射び大をい場合 

. ダイ ポールスピーカー または反射型 スピーカーなど、 位相に該響を与える スピーカーを 使用している場合 

r サブウーファーのレベルび大きずぎまず。ボリュームを下げてください。」： 

[ YES ] と設定したサブウーファーの出力信号び大をすざまず。サブウーファー本体のボ U ュームを適正値に下げてください。 

r サブウーファーのレベルびルさずぎまず。ボリュームを上げてください。」： 

[ YES ] と設:定したサプウーファーの出力信号び検出でさません。サブウーファー本体の電源を確認し、ボリュームを適正値に上げて<ださい。 
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困つたとを 



このよラな症状は 

-電源コードや電源プラグが 
異常に熱ぐなる。 

-電源コードにさけめや 
ひび割れびある。 

A 

ご使用 

故障や事故防止のため、ずぐに 
電源を切り、電源プラグをコン 

あ0ませんか 

-電源が入ったり切れたり 


中止 

セントか5抜を、必ず販売店に 


ずる。 

•本体か5異常な音、熱、 
臭いびずる。 



ご相談ください。 


巧 証と アフターサービス 


巧証書（別添） 

保証書は、必ず「販売店名-購入曰」などの記入を確かめ 
て販売店か5受け取っていたださ、内容をよくお読みの 
ラえ、大切に保管してくださし、。 

保証期間はご購入曰か61年間でず。 I 

補修用性能部品の保有期間 

当社は、この製品の補修用性能部品を製造打ち切0後8 
年間保有しています。性能部品とはその製品の機能を維 
持するために必要な部品です。 

修埋に関するご質問、ご相談 

お買い巧めの販売店へご相談-ご依頼ください。 

修埋を巧巧されるとを 

修理を依頼される前に取扱説明書の「故障かな？と思った 
5」の項目をご確認ください。それでち異常のあるときは、 
必ず電源プラグを抜いてから、販売店へご依頼ください。 
ご転居されたり、ご贈答品などで、お買い求めの販売店 
に修理のご依頼びでさない場合は、「ご相談窓口のご案内 • 
修理窓口のご案内」（一12日ぺージ)をご覽になり、修理 
受付センターにご相談くださし、。 


連絡していただをたい的容 

• ご住所： 

• お名前： 

• お電話番号： 

• 製品名： AV マルチチヤンネルアンプ 
• 型番： VSA - L > (已2 
• お買い上げ曰： 

• 故障または異常の内容(できるだけ詳しく）： 

• 訪問ご希望曰： 

• ご自宅までの道順と目標健物や公園など）： 

■ ド i 正期間中げ- 

修理に隙しては、保証書をご提示ください。保罰書に記 
載されている当社の保証規定に基づを修理いたします。 

■ 保証期間び過ぎているときは： 

修理すれば使用でをる製品については、ご希望によ0有 
料で修理いたしまず。 


本製品は家庭用オーディオ機器（オーディオ•ビデオ機 
器）です。下記のま意事項を守ってご使用ください。 

1. 一般家庭用 L 以外での使用（例：店舗などにおける巨 GM 
を目的とした長時間使用、車両•船舶への搭 

載、屋外での使用など）はしないでください。 

2. 音楽信号の再生を目的として設計されていますの 
で、測定器の信号（連続波）などの増幅用には使用し 
ないで < ださい。 

3. 八ウ U ングで製品が故障する恐れびありますので、マイ 
ク□フオンを接続する場合はマイク□フオンをスピーカ 
一に向けたり、音び歪むよラな大音量では使用しない 
で < ださい。 

4. スピーカーの許容入力を超えるよラな大音量で再をし 
ないで < ださい。 

S26_Ja 


長年ご使用の AV 機器の点検を! 


愛情点な 


困つたとを 
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受付月〜金9:30〜1氏00 (王•曰•祝-弊な休業日は除く） 

☆拠点は、±曜も受付目:30〜12:00、 ] 3:00〜18:00 ( 解社休業日は除く） 

022-37 己-4日目6 〒目81 -3] 21仙台市泉区上谷刈 6- 1 0-26 
023-61 己-1627干9白日-日023山あ市松波 1- 日-17 

024-991-7466 〒吕 63-88 日1郡山市鶴見坦 1- 目-2日クレールアヴエニユー伊藤第2ビル1 F D 号 

01 9-6 己 6-7 巨48干02曰-0日己1盛岡市下太田下川原1已 3- 1 

01 7-73 己- 243 S 干03日-日821青森市滕田2- 16-10 

0178-44-3351 〒〇31 - 日8日2八戸市ル中野 3-16-8 

01 8-869-7401 干01 0-0802 争畑巿が脚 I 俘梶の目34己-1 


♦東北地区 

☆東北サービスセンター 
山形サービス認定店 
郡山サービス認定店 
盛岡サービス認定店 
青森サービス認定店 
八戸サービス認定店 
が田サービス認定店 


>東巧都内 

世田谷サービスステーシヨン 
化東京サービスステーション 
を摩サービスステーション 


FAX 03-3419-4234 
FAX 03-3944-7800 
FAX 042-己24-已947 


受付月〜± 9:30〜1日:00 ( 曰•祝•弊な休業日は除く） 

干1己巳-0日3吕世田谷区代;尺 4-2 己-9 
干] 70-0002 豊島区巣鴨 1-9-4 第兰么保ビル 1 F 
干190 -0003 立川市栄町 4-18-1 エクセル立 jlllF 


>関東-甲信越地区 

☆東関東サービスセンター 
ネ公戸サービス認定芭 
水戸サービス認を店 
つ<ばサービス認定店 

☆化関東サービスセンター 
川越サービス認定店 
宇都宮ヴービス認定店 
群馬サービス認定庭 
新漏サービス認定店 
化渡サービス指定店横山電機商尝 

な南関東サービスセンター 
横;'兵サービス認定店 
神奈川西サービス認定店 
兰宅島サービス指定店勝見電磯 
松本ヴービス認定店 
長野サービス認定店 
甲府サービス認定店 


FAX 

043-2 白 7-2 己已己 

FAX 

047-34 曰-己 0 日 2 

FAX 

日2白-2斗 8-1 3日己 

FAX 

日吕98-已 8-1 369 

FAX 

04扫 -6 巳 1-8030 

FAX 

日4目-233-日已81 

FAX 

028-邑已7-已882 

FAX 

027日- 22-1 8己日 

FAX 

曰吕己-374-巳7已6 

FAX 

02日9-扫 3-34 曰0 

FAX 

045-943-3788 

FAX 

曰4己- 348-8661 

FAX 

曰4日-23 1-1209 

FAX 

日4目目 4-6- 1246 

FAX 

曰吕6吕-48-日已7巳 

FAX 

026 -2 吕9-已250 

FAX 

曰己己- 228-80 已3 


受付月〜金9:30〜18:00 (± •曰.祝.弊な休業日は除く） 

☆拠点は、±曜ち受付9:30〜12:0日、13:00〜1狂00 ( 弊社休業日は除く） 

干 263-0014 千葉市稲毛区作草部町1 369-1 椎の実；\イツ1 F 

干 270-0021 松戸市ル金原 4-9 -吕3 

干31 0-0844 水戸市住吉町 307-4 

〒吕日 5-0 日4日つくば市梅園2-吕-臣 

干331-日 S ]2 さいたま市: It 区宮原® J 1-310-1 

干 3已曰-日804 "|越市下広谷1]28-11 

干321-日912宇都宮市石井町 3373-21 

干 372-0801 伊勢崎市宮子町 1191-17 ) V ’サージュ808伊勢崎10 ] 号 
〒日已日-日日82新薦市中央区堀之内南 1-2 日-11 
干9曰 2-1209 化渡市金井町千種11己 8-1 

干 224-0037 横お市都筑区茅ヶ崎南 2-18-1 ベルデュール茅ヶ崎 
〒24日-日日43横お巿保±ヶ谷区坂本町2已日 
〒吕 43-04 吕吕海を名市中新田 4-1 日-5吕中山ビル 1 F 
干]日 0-12]] 兰宅村大字坪田 

于3白日-08巳2お本市大字島立180-巳パイオニア松、本拠点 1 F 
干 380-0935 長野市中御所 1- 吕4 
干4日 0- 日03己甲府巿飯田4-日 -14 


♦中部地区 

☆中部サービスセンター FAX 日己 2-532-1 148 

岡崎サービス認定店 FAX 日已目 4-33-7080 

津ヴービ’ス言親を店 FAX 〇已日-吕] 3-6712 

岐阜サービス認定店 FAX 日已目-吕74-巳2已扫 

誇!岡ヴービ'ス定店 FAX 。已4-吕3日-40巨3 

ミ召ミ車廿ービス言召定店 FAX 曰巳己-9巨 7-84 己巳 

お松ヴービス認定店 FAX 053-422-1401 

金ミ巧廿ービス言君定店 FAX 日7日-吕4日-0已已〇 

富山ヴービ'ス言ち定店 FAX 076-425-3027 

福井サービス認定店 FAX 0776-27-1768 


受付月〜金日:30〜18:00 (± •日-祝-興社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜ち受付9:30〜12:00、13:00〜18:00 ( 弊社休業曰は除く） 
〒斗己 1-00 日3名ち屋市西区押切 2-8- 18 
〒 444-0931 岡崎巿大和町ぞ荒田 36- 1大和ビレッジ己 - 1 
〒己1 4-0821 津市垂水巨22-已 
〒巳日日-83巳6岐阜巿六条江ま 1-1-3 
干 4吕吕 -8034 静岡市驢ミ可区高格 1-17-1 7 
于41日-日876沼津市：]ヒ今お 12-7 
干 430-09] 2おお市中区茄子町3己己-] 

〒白2曰-0362金お市ち府 3-60-1 K 2 ビ J レ1 F 
干 939-8 吕]]富山市二□町1-7-] 

〒日1 0-0001 福井市大願寺3-已 -9 


困つたとを 


サービスステーション U ス 



サービス拠点への電話は、修理受付センター_でお受けします。（沖縄県の方は巧縄サービスステーション） 

また、認定店は不在の場合ちございますので、持ち込みをご希望のお客様は修理受付センターにご確認<ださい。 


M ヒ海道地区 

☆北海道サービスセンター 
姐川サービス認定店 
帯広サービス認定店 
函館ヴービス認定店 


FAX 01 ]-6]1- 已694 
FAX 白16扫 -5 曰-7207 
FAX 01已已-吕 3-77 己7 
FAX 0138 -40-6473 


受付月〜金日:30〜1狂00吐•曰-祝-弊社が業曰は除く） 

☆拠点は.±阻を受付 9:3 日〜 12:0 日、 13:00-18:00 (聘な休業曰は除く） 
〒日 64-0 S 22 札幌市中央区化2乗西2日- 1-3 クワヴワビル 
干日7曰-曰831姐 J I 怖旭町1条1 T 目 438-8 目 
干08日-001曰帯広市西已条南 28 T 目 1-1 
干041 -081 1函館市冨岡町 2-18-7 


X X X X X X X 

A A A A A A A 

F F F F F F F 
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困つたとを 


受付月〜金9:30〜1江00 (± •日-祝.鲜社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜ち受付9:30〜12:00、13:0日〜1致00 ( 辟社休業日は除く） 

日 82-248-9939 干7另〇 -004] に島市中区ノ」\町 2-30 第二有楽ビ J レ] F 

086-244-8748 〒70 0- 日日7已岡山市；!ヒ区今 8- 1巳-21 

□8 己2-吕 2-7779 干69曰-0曰17松江市西津田4-曰 -40 (有）テクピット巧 

0849-31 -2791 干 720-08 1已福山市野上町 3- 1 2-9 

□8 己7-吕 8-8 日]1干680 -0934 鳥取市徳尾422-吕 

日 834-33 -已7日日干74己-日0日6周南市巧富町3-]1森広事務所1 F 

087-861 -4841 干 760-0 日78高お市今里町 1-16-1 

日88-日 69-6076 干 770-8023 徳島市勝占町中須日2-]大检ジョ U 力地下]階1日3号 
□88-8 曰吕 -3321 干 780-0 曰己]高知市愛若町 3-12-1 3晃栄ビ V レ1 F 
089-91 1-已 60 S 干79 ] -80 13松山市山越已 - 1 2-8 


受付月〜金9:30〜1狂00は•曰-祝•弊れ休業日は除く） 

☆拠点は、±曜ち受付9:30〜12:00、13:00〜1汪〇0 ( 弊社休業日は除く） 
092-412-7460 干8 12-001 6福岡市博多区博を駅南 2-12-3 
093-941-8354 干80吕 -0044 化九州市ル倉化区熊本1了目目-4植田ビル 1 F 
092-461-1 643 干81 2-0006 福岡市博多区上牟田吕 -6-7 
□日己 2-20- 1991干 840-0201 化賀市大巧的大字居寺 26 S 8- 1 
0目己-84白-4巨0巨干8己 2-814 已長崎市昭和1了目1吕 -1 日ク U スタル八イツ平野 
096-331 -3323 干 862-0918 熊本市な立已 T 目 14-17 
0目7-已已 1-2049 干 870- 日921大分市软原 3-23-1 己曰商ビ J レ101 
□目8己- 27-3] 36 干 880-082] 宮崎市浮城町 98-1 

099-201-3803 〒扫9日-0046鹿巧島市西田3-曰 -24 ヴこーサイド吕] 1 F 


♦中国-四国地区 

娩•中四国サービスセンター 
岡山サービス認定店 
松江サービス認定店 
福山サービス認定店 
鳥取サービス認定店 
徳山サービス認定店 
高松サービスステーション 
徳島サービス認定店 
高知サービス認定店 
秘山サービス認定店 


•九州地区 

☆九：)、1、1ヴービスセンター 
北九州サービス認定店 
博をサービス認定店 
西九州サービス認定店 
長崎サービス認定店 
熊本サービス認定店 
大分サービス認定店 
宮崎サービス認定店 
鹿児島サービス認定店 


•沖縄県 受付月〜金9:30〜1呂:00化•曰•祝-弊社休業曰は除く） 

沖縄サービスステーション TEL 098-879-1910 〒曰 01-21 13浦添市大平 2-2-6 ひろえ A イツ]曰2 

FAX 0日 8-87 日-13已2 

平成21年4月現在 記載巧容は.予告なく変更させていただくことびあ0ますので予めご了承ください。 


参関西地区 

☆関西サービスセンター 
大阪南サービス認定店 
神戸サービス認定店 
姫路サービス認定店 
和歌山サービス認定店 
京都サービス認定店 
奈良サービス認定店 
福知山サービス認定店 


FAX 

06-6310-9120 

FAX 

0722 -7 己- 2 巨 2 己 

FAX 

已 78-26 己-0832 

FAX 

079吕-己]-吕6巳6 

FA 父 

0734-4 巨-3026 

FAX 

已7己-3己 2-2 己88 

FAX 

0742-36-871 吕 

FAX 

0773 -24 -已37己 


受付月〜金 9:30-18:00 化•曰•祝-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜を受付白:30〜12:00、13:00〜18:0日（製社休業日は除く） 

〒己巨斗- 00 已 2 日欠田市広を 田 了已- 8 

〒己 93-832 吕 巧市西区津义野町 1-8-1 己□-ズマンション ] F 
〒6已1 -00 白3神戸市中央区二宮町1了目1日-1□ーレル兰宮ノースアベニュー1 F 
〒曰 7]- 〇吕吕 4姫路市別所町佐 ±1-1 吕目 
〒641 -0021 和歌山巿和歌浦東 3- 1 -25 

〒曰00 -83 S 2 京都市下京区西洞院通五条東南角ル柳巧日13-£五条义イ呆田ビル 1 F 
〒63日-8132奈良巿大森西町2 1-26 
干 620-0055 福知山巿禱尾新町 2-74 カマ八チマンション 


XXXXXXXXXX 

AAAAAAAAAA 

FFFFFFFFFF 


XXXXXXXXX 

AAAAAAAAA 

FFFFFFFFF 


困つたとを 
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困つたとを 


<を窓□へのお問い合わせの時のごを意> 

roi2oj で始まる招！フ U -〕ー ルおよび函，フ U - ダイヤルは、 PHS 、 携帯電話などか b は、 
ご使用になれません。 

また、【一般電話】は、携帯電話 • PHS などからご利用可能でずび、通話輯びかかります。 


ご相談窓□のご案内 


パイオニア商品の修理•お取り扱い（取0付け-組み合わせなど）については、お買い求めの販売店様へ 
お問い合わせください。 


商品についてのご相談窓 □ 

• 商品のご購入や取り扱い、故障かどラかのご相談窓口およびカタ□グのご請求について 


カスタマーヴポートセンター（全国共通フリーコール） 

受付時間月曜〜金曜日:3日〜 I 日:日日、 

±雇-日曜-祝日目:30〜 I 2:日日、] 3:0日〜 I 7:日日[鹏社休業日は除く） 

■家庭用オーディオ/ビジュアル商品 

la 0120-944-222 一般電言舌03— 己49目一298目 

■ファックス 

日3—3斗9日一已718 

■インターネットホームページ 

http :// pioneer . jp / support / 

※商品についてよくあるお問い合わせ-メールマガジン登録のご案内-お客様登録など 


修理窓□のご案内 


修理をご依頼される場合は、取扱説明書の『故障かな？と思ったら』を一度ご覧になり、故障かどうか 
ご確認ください。それでも正常に動作しない攝合は、①型名®ご購入曰感故障症状を具体的に、ご連絡ください。 

修理についてのご相談窓 □ 


• お買い求姐の販売店に修理の依頼が出来ない攝合 


修理受付センター 


受付時間月曜〜金曜日:30〜18:00、±曜■日曜■祝日日:30〜12:00、13:00〜17:0日（弊社休業日は除く） 

圓電言舌 0 0120-5-81028 一般電言舌 03-5496-2023 

■ファックス 13 日] 2日一己一 8] 日29 

■インターネットホームぺージ http :// pioneer . jp / support / repair.html 

※インターネットによる修理受付対象商品は、家庭巧オーディオ/ビジュアル商品に限りまず 

沖縄 サー ビス ステーシヨン （沖縄県のみ） 


受付時間月曜〜金曜日:30〜18:0日（±曜’日曜’祝曰-弊社休業曰は除く） 

■-般電話 098-879 -1910 

■ファックス 日目 8-87 目一] 352 



部品のご購入についてのごホ目談窓 □ 

•部品（付属品、 I 」モコン、取扱説明書など）のご購入について 


部品受注センター 




受付時間月曜〜金曜日:30〜1狂00、 

±曜日:30〜12:日0、13:00〜18:00 

(日曜’祝日 

弊社休業曰は除く） 

■電話 

画. 0] 吕 0-5-810 日曰 

—般電話 

0己 38-43-] 161 

■ファックス 

日12日一已一81日白目 




平成 21 年4月現在記載内容は、予告なく変更させていただくことびありますので予めご了承ください。 V0L.031 
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付録 


プリ七ットコードー覧表 


政下の六一力ーコードを本機の U モコンにプ U セツトすることで、その機器を本機の U モコンで操作することがで 
さるよラになります。 

一力ーコードにある;><一力一のプ U セツトコードをすべて呼び出してを、；><一力一や機器によっては操作できな 
かったり、異なる働さをすることがあります。 

凡例：メーカー/コード 


DVD プレーヤー 


ブルー レイデ イスクプレーヤー HDD/DVD レコーダー 


Pioneer 3□ 已 71,30142, 30631, 

30 日 32,31 已 71,32442 

Aiwa 30641 

Alco 30790 

Apex Digital 30672 

Blue Parade 30571 

Byd:si 旨 n 30872 

Chan 旨 hong 30627 ,31061 

Denon 30490, 30634, 31634, 322 配 

Emerson 30 已 7 已 

Funai 30 己 7 已 

Hitachi 30664, 31664, 31764 
Hiteker 30672 

JVC 30623, 308 日 7,31164 
jWin 31051 
LG 30741 
Loewe 30511 
Marantz 31 己 27 
Microsoft 32083 
Mitsubishi 31 日 21.31403 
NEC 30785 
Nintaus 31051 

Onkyo 30 日 2 ス 31612,31 769, 32147 

Panasonic 304 日 0, 30 日 32, 31010, 
31011,31641 

Philips 30 巳 3 日， 30 日 4 日， 31354, 320 巳日 . 
32084 

Samsung 30199, 31635 
Schmartz 32367 
乱 arp 30 日 30, 30 己 7 日 ，32250 
Shinco 31472 
Skyworth 30898 

Sony 30533, 31033, 3106 日， 31070. 
31516 

Sylvania 30675 

Toshiba 30503, 31510,31 日 3 日， 

31769 

Xbox 30522, 32083 
Yamaha 30490 


Pioneer 3014 2, 32442 
Denon 32258 
Onkyo 32147 
Philips 32084 

Samsung 30199 
Sharp 32250 

Sony 31516 

HD-DVD プレーヤー 

Microsoft 32083 
Onkyo 31769 
Toshiba 31769 
Xbox 32083 

HDD レコーダー 

Pioneer 2330 6, 234 配， 23466, 
23467 

JVC 21279 
Microsoft 21972 
Panasonic 21244 
Sony 21447, 21448 
Toshiba 20828 

DVD レコーダー 

Pioneer 30631 
Denon 304 弧 
Emerson 30675 
Funai 30675 
Hitachi 31 日日 4,31764 
JVC 31164 
Mitsubishi 31403 
Panasonic 30490 
Philips 30646 

Samsung 31635 
Sharp 30630, 30675 
Sony 31516 
Sylvania 30675 
Toshiba 31639 


円 oneer 23306, 23465, 23466, 

23467 

Emerson 30 巨 7 已 
Hitachi 31764 
Mitsubishi 31403 
Panasonic 30490 

Samsung 31 已 3 巳 
Sharp 30630 
Sony 31033 
Toshiba 31639 

ビデオデッキ内蔵 DVD 
プレーヤー 

円 oneer 30631 
Funai 3067 巳 

ビデオデッキ 

円 oneer 20081,20042, 20□ 日 7 ， 

200 已 8 

Aiwa 20037, 20348. 21291 
Anam 20162. 20037, 2027 日， 2022 日 
Anam National 20162, 21562, 20226 

Audio-Technica 20058 
Blaupunkt 2022 白 
Changhong 20081 
Daewoo 20045. 20278, 20642 
Denon 200 目 1,20042 

Emerson 2003 日， 2003 ス 2004 己 
20000 

Fujitsu 2004 已 
Funai 20000 

GE 200 日 0, 2003 己， 2022 己 
General 20045 

GoldStar 20037, 2003 8, 2022 日 . 

2022 己 

Harman/Kardon 20038 
Hitachi 2003 7, 20000, 20042 
JVC 2004 巳， 200 日 7, 21279 
Kenwood 20067 
Kolin 20043 

LG 2003 ス 2004 己 2004 2, 20038 
Marantz 2003 日， 20081, 20038 
Memorex 2003 7, 20000 , 

Microsoft 21972 巧 

Mitsubishi 200 日 7. 20043. 21343 録 

National 20226 
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NEC 2003 巳 . 2003 ス 200 日 7, 20038. 
21287 

Newave 20037 
Onkyo 20222 

Panasonic 2003 己， 20162, 20000, 
20226, 21162.21244,21293 
Philco 20035. 20000, 2022 日 
Philips 2003 巳， 20081,20000, 20226 
Qishen 旨 20060 

RCA 200 日 0, 2003 巳 . 20000, 20042 ， 
2022邑 

Sampo 20037 
Samsung 200 日 0, 20045 
Sansui 20000 
Sanyo 21330 
Sharp 20807 
Shinco 20000 

Sony 20035, 2003 2, 2003 3, 20000, 
200 日 7, 20226, 2129 日 . 21447 ， 
21448 

Tashiko 20037 
Tatung 2004 日 , 20067 
Technics 2003 巳， 201 蛇 . 20000 
Teco 2003 巳， 2003 7, 20038 
Thomson 20320 
Toshiba 2004 日 ，200001 2004 2, 

200 日 7, 2004 3, 2082 8, 21290 

Victor 20067 
Videomagic 20037 
Villain 20000 
XR-1000 20000 
Yamaha 20038 
Zenith 20039, 20033 
Sharp 30630 

CD プレーヤー 


円 oneer 71063, 70032. 7108 ス 
704 日 8, 73468 

Denon 70626, 70034. 70766 

DMX Electronics 70157 

Hitachi 70032 
Inkel 70180 
JVC 70072 

Kenwood 70 日 2 日， 7002 日， 7003 ス 
7003 白 

Marantz 7062 日， 7002 日， 701 已 7 ， 
70180 

Onkyo 70868, 71327, 70101,70381, 
71322,71323 

Panasonic 7002 日 ，70388 
Philips 70626. 70157 

Sansui 70157 
Sanyo 70087 
SAST 70157 

Sharp 7003 7, 7003 4, 70180 

Silsonic 7003 已 

Sony 70000. 70100, 71364 

Teac 70180 
Technics 70029 

Victor 70072 
Yamaha 7003 日， 712 日 2 


CD レコーダー 

円 oneer 71087 
Denon 7062 6, 70766 
Onkyo 71322,71323 

MD プレーヤー 

円 oneer 71063 
Onkyo 70868 

DAT プレーヤー 

円 oneer 40019 
Onkyo 40019 

カセットデッキ 

円 oneer 40027, 42446 
Denon 4007 日 
Inkel 40070 
JVC 40244 
Kenwood 40070 
Marantz 40029 
Onkyo 40135 
Philips 40029 
Sansui 40029 
Sony 40243 
Victor 40244 
Yamaha 40097 

LD プレーヤー 

円 oneer 30241,32447 
Denon 30241 

ビデオ周迅機器 

円 oneer 01010 
ADB 02586 

Microsoft 01272. 02049 
Motorola 01998 
Now TV 0200 日 
PCCW 0200 日 
SetaBox 01917 
Sharp 01010 
SingTel 01998 
Xbox 0204 日 

ラジオチューナー 

円 oneer 日 2 巳日日,日 2 日郎，已 2 巳巨 7, 
52568, 52569, 52570, 52572 


CATV チユ ーナー 

Pioneer 00144, 00533, 01021 ， 

01 已〇 0,01782, 03782 

ADB01927 

Daeryun 邑 0087 7. 01877, 00008 

DX Antenna 01500 

Fos 有 ate 0027 己 

Fujitsu 01497 

Gehua 00476 

KNC 00008 

LG 00144 

NEC 014 日白 

Panasonic 0014 4, 0010 ス 0000 日， 
0037 己 01488, 01758. 017 巳日， 

017 已 0, 01 日 36. 0193 ス 0193 日 

Samsung 00000 
Sony 01460 
StarHub 01927 

Sumitomo 01500, 01503, 01504 
Toshiba 00000 ,01 日□日 
Trans PX 0027 日 
Zenith 00000. 00525 

衛星チユーナー 

円 oneer 00329 
Hyundai 01416 

JVC 00492, 03 已 07, 0379 3, 03797 
Marantz 00200 
Panasonic 03508 
Philips 00200 

Sanyo 03182 
Sharp 034 目 9, 03513 
SKY PerfecTV! 02299 
Sony 00639 
Toshiba 03501 
Victor 00492 
Zenith 01 祀日 

HDD 内蔵 衛星 チユーナー 

Sharp 03489 

SKY PerfecTV! 02299 
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テレビー般 


円 oneer 10166, 10679, 11260, 11633, 
13271 

Action 10650 
Ad 址 son 10092 

Admiral 10047,1001 ス 100 已 1，10093 
Anam 102 日 0,10180 
Anam National 10250,1 □ 配 0 
Anhua 10051 

AOC 10451, 100 日 3,10180, 10060, 

10178.10092 

Baile 10661 

Beijing 10812,1022 巨 ，10661 
BenQ 11853 

Byd:sign 11309, 12140, 12209 
Chan 旨 Cheng 10051, 10661 
Chan 旨 hong 10156, 11156 
Chimei 11 目 37, 118 巳 2. 12072 
Chin 邑 Tai 10092 
Chun Yun 10000. 10180, 10092 
Chung Hsin 10180, 10053 
Cinema 10672 

Conrowa 10156, 1014 日， 111 巳日 

Daewoo 10154, 104 已 1, 10180 ， 

10178,10092, 10 日 23,10661 
Dayu 10661 
Dell 11264 
DX Antenna 13817 
ECE 10037 

Emerson 1023 6. 10180,10178 
Firstar 1 023 巳 
Fortress 10093 
Fujimaro 11498, 11687 
Fujimaru 11 已 87 
Fujitsu 1068 3, 10809 
Funai 10180, 10171, 13817 
Furi 1014 已 

GE 10047, 10051, 10451, 10180, 

10178. 11454. 10092 
GoldStar 10154, 10178. 10037 

Haier 1003 7, 10587 
Hankook 10180. 10178 

Hannspree 11351 
Havermy 10093 

Hisense 10156, 1014 己， 10556, リ 1 已日 
Hitachi 10156, 1017 日 .1014 巳， ] 12 巳日， 
10092,111 郎 .13 閒 ] 

Hongmei 10093 
Huafa 1014 日 
Huari 1014 己 
Huodateji 10051 
Imperial Crown 10 巨曰 ] 

Jean 101 日日， 100 已 1. 10236,10092 
Jiahua 10051 
Jinfeng 10051,10226 
Jinxing 10054, 10156, 10145. 10556, 
10037 

JVC 10054, 10053, 101 己 0, 13428 

Kan 有 li 10661 
KLL 10037 

Kolin 10180, 10150, 10053, 11240, 
11610 

Konka 10037,10587 
Kunlun 10051, 1022 を 10661 
LG 10060. 10178, 10037,11423 
MAG 11498 
Malata 11812 
Marantz 10054, 10037 


Mastro 10053 
Mermaid 1 0037 

Mitsubishi 10154, 10250, 1009 3, 
10236, 1018 日， 10150, 10178. 

13171 

Mudan 100 日 1, 10226 

National 10051, 10226 
NEC 10154, 101 巳日， 100 巳 1. 100 日 3 ， 
101781 11797 

Newave 10093,10178,10092 
Olevia 11610,1181 3, 12124 

Panasonic 100 日 4, 101 已己 .10250, 
10051,1023 巨 .1003 ス 10650, 

1022 日 .13170 
Panda 10051,10226 
Philco 10180,1017 日 ，10037 
Philips 100 巳 4,10000,10051,10178, 
10037,100 日 2,10605 
Polaroid 11498,11 日 23,11 日日 7,11766 
Proton 10178 

Qingdao 10051,1022 巨 

RCA 10047,10000,10178, 11454, 
10092 

Rowa 10037 

Samp 口 10154, 10093, 10178. 10171, 
10 配 0,10092 

Samsung 101 巳 4,101 己己， 10060, 
10812,1070 2. 10178,10037, 

10226, 10090, 10092,110 日日， 

12051 

Sanyo 1004 7. 10154, 10000, 10156, 
10180, 10145,10037,13974 
Sanyuan 10093 
乱 an 邑 hai 1022 日 
Shaofen 旨 1014 已 

Sharp 10093,106 巳 0,1081 日 .110 日 3. 
13165 

Shen Ying 10092 
Shencai 1014 已 
Shen 邑 Chia 10236 
Skygiant 10180 
Skyworth 10037 

Sony 101 巳 4, 10000,100 日 3, 10 日加， 
13167,]1 日巳 1 

Sowa 101 己 6. 10051, 10060, 10178, 
1022 日 .10092 
SVA 1□ 日 8 ス 108 己己 
Sync 口 10000,10451,10093,10060, 
1017 日 ，10092 

Tacico 10178,10092 
Tashiko 10650,10092 
Tatung 10054,101 巳 4. 101 已日， 100 己 1, 
10060, 11156,11254,117 已日， 

11839,11857 
Technics 102 日 0,10051 
Tec 日 10051, 10093,1017 日 .10092 
Tera 10092 
Tiane 10093 

Toshiba 10154, 10156,100 日 0. 

1014 己 11256. 111 日日 .13169, 

11656,12203 
Tuntex 10092 
Uniden 13122 

Victor 102 日 0,10053,10 日日 0,101 日 0. 
13428 

Vidikron 11398,11633 
Vizio 1220 日 

Warumaia 10661 
Waycon 10156 


プラズ7テレビ 

円 口 neer 11260, 13001,13003, 

13004. 1300 已 

Dell 11264 
Fujitsu 1 0683. 1080 日 
Hitachi 13691 
LG 11423 
Philips 10605 
SVA 10865 
Tatung 117 日巨 

液晶テレビ 

BenQ 11 日日 3 

Byd:si 邑 n 11309,12140,1220 日 

Chimei 11837,11 日日 2,12072 

Dell 11264 

Fujimaru 11 巨 87 

Hitachi 13691 

JVC 13428 

Kolin 11240,11610 

LG 11423 

MAG 11498 

Malata 11812 

NEC 11797 

Olevia 11 日 10,11813,12124 
Polaroid 11 498, 11523,11 日 87, 11766 
Samsung 120 己 ] 

Sharp 1081 日 
SVA 10587 

Tatung 11839, 11857 
Toshiba 12203 
Victor 13428 
Vidikron 11398 
Vizio 12209 

HD テレビ 

Pioneer 1067 日 

DVD プレーヤー内蔵テレビ 

Malata 11812 
Polaroid 11 已 23,11766 

HDD 内蔵テレビ 

Hitachi 13691 

ビデオデッキ内蔵テレビ 

Sanyo 13974 


Yapshe 10250 
Zenith 10017 
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工場出荷時の設定一覧 


設定項目 

初期値 

参照ページ 

Suit Back System の設定 

ノーマル 

93 

スピーカーの有り無し/低域再生能力 

ずべて SMALL (ル） 

93 

サブウーファー 

YES 馆り） 

93 

スピーカー出カレベル （ M ] - M 6) 

0.0 dB (補正無し） 

83195 

スピーカーまでの距離 （ M ] 〜 VI 曰） 

すべて 3.00 m 

84,96 

ク□スオーバー周波数 

呂0 Hz 

93 

定在波制御 

ON (ただし全フィルター 0.0 服、補正無し） 

扣 

視聴環境の周波数特性の補正 （ M ] 〜 M 巨） 

全帯域 0.0 d 巨（補正無し） 

86 

X カーブ 

OFF 

96 

入力の設定 

U アパネル表記のとおり （Input Setup 参照） 

40 

入カフアンクシヨン 

DVD 

41 

入力信号の種類 

AUTO (入力信号により変化します） 

42 

SBch 処理モード 

ON 

52 

IJ スニングモード 

AUTO SURROUND 

48 

MCACC MEMORY 

M 1: MEM 0 RY 1 

55 

PHASE CONTROL 

ON 

56 

オーディオ調整磯能の各項目 

(オーディオ調整のページを参照） 

57 

ビデオ調藝機能の各項目 

(ビデオ調整のページを参照） 

60 

UP MIX 

ON 

53 

D に tAL SAFETY 

OFF 

111 

スピーカーシステム A / 巨 

SP ( A ) : ON 

66 

フ□ントパネル表示部の明るさ 

一番明るい 

71 

KURO LINK 機能 

ON 

63 

HDMI 出力設定 

HDMI OUT ALL 

72 

1 2 V 卜 U ガー端子の連動設定 

すべて OFF 

99 


本機のすべての設定を工場あ巧時に戻ず 


設定オール U セツトは！;(下の手順で実行します。操作は本体フ□ントパネルで行います。 

設定オール U セツトを行ラと、上記のすべての設定び工場出荷時の状態になりますので 十分ごま意ぐださい。 


2 

RESET 

4 HO 

卜 





3 

RESET 

が ESE" 





4 

RESET 

? [ OK 

] 
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. マルチゾーン機能び OFF でないと、オール U セッ 
卜を行うことびできません卜67ぺージ)。 

. オール U セットの前に、 iPod や US 目メモリーを 
本機から取りがしてください。 

• 電源コンセントからコンセントを長時間损いた 
状態にしていてわ、本機で設定した各種設定び 
消去されることはありません。 

心 —— 


1 

電源をスタンバイ状態にずる。 

2 

|1_ II ENTER 

ENTER ポタンを巧しなが 5む STAND - 


+ 

BY/ON ボタンを押す。 


山 STftNDBY/ON 

© 

表示部に RESET ◄NO ► と表示されます。 

3 

占占►ボタンを繰り返し押して、 

RESET ◄RESET ►を選ぶ。 

4 

|1_ II ENTER 

ENTER ボタンを押ず。 

RESET ? OK と表示されます。 

5 

^^31 ENTER 

もラー度 ENTER ボタンを押ず。 


0 K と表示され、本機のすべての設定が工場 
出荷時の状態に戻ります。 
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仕様 


オーディオ部 

実用最大出力 ( J 曰 TA 、] kHz 、 1日％、 6 n) 

フ□ント ...] 白日 W/CH 

センター ... 190 W 

サラウンド.……… ... 190 W/CH 

サラウンドバック ... 190 W/CH 


定格出力に日 Hz 〜2日 kHz 、 日.日日％、8 n ) 

フ□ント . 110 W + 110 W 

センター ... now 

サラウンド..… . 110 W + 1 10 W 

サラウンドバック.. . 110 W + 1 10 W 


全高調波歪 ...0.06 % 

(20 Hz -20 kHz ' ] 日日 W + 1日日 W 、8 0) 

保訝インピーダンス.. . 8 n 〜]目0、 

6 0 ULL 8 0未満(設定び必要) 
SN 比 ( IHF 、 シヨートサーキット、 A ネットワーク） 
LINE 系 . 103服 

周波数特性 . 已 Hz 〜]日0 kHz 、 こ旨 d 目 

(PURE DIRECT モ ー K 時) 
入力端子(感度/インピーダンス） 

LINE 系 ..300 mV /47 kQ 


出力端子 （ レベル/インピーダンス） 

REC OUT 系 . 300 mV /2.2 kO 


ビデオ部 

信号レベル 

コンポジット.. . 1 Vp-p (75 Q ) 

コンポーネント / D 4. Y ： 1.0 Vp-p (7 已 0) 

Cb / Pb . Cr / Pr ； 0.7 Vp-p (7 已 0) 

対応最大解像度 

コンポーネント / D 4.] 日8日 P (1125 p ) 

(ビデオコンノ くーター日 FF ) 


デジタル入出力部 


HDMI 端子 . 19ピン 

HDMI 出力仕様 . 已 V 、100 mA 

US 巨端子 . USB 2.0 Full Speed (A タイプ) 

iPod 端子 . US 目+コンポジットビデオ 


集中コント□ール部 

コント□ール ( SR ) 端子 

. 0 3.己 S ニジャック（モノラル） 

コント□-ル(旧)端モ 

. 0 3.己 S ニジャック（モノラル） 

旧信号 . High Active (High Level : 2.0 V ) 

12 V 卜 U ガー端子 ....... 03.5 ミニジャック（モノラル） 

12 V 卜 U ガー出力 . 12 V . 含計已日 mA 

RS -232 C . 目ピン、ク□スタイプ、メスーメス 


電源部-その他 

電源 .. . . AC ] 日0 V 、巳0 Hz /60 Hz 

消費電力.. . 330 W 

待機時消費電力 .0.4 W ( KUR 0 LINK OFF ) 

0.6 W (KURO LINK ON ) 

外形寸法(幅 X 高さ X 奧行） 

. 42日 mm X 173 mmx 433 mm 


質量 .........13.5 kg 

付属品 

U モ]ン （ AXD 7 己 48). 1 

単3お乾電池 . 2 

セットアップ用マイク（已 m ) ( APM 7009). 1 

iPod ヶーブル ( ADE 7129). 1 

電源]-ド ( XDG 303 2). 1 

保罰書 . 1 

取扱説明書 


♦仕様および外観は改良のため予告なく変更すること 
びあります。 


本機では、画面表示に NEC のフォント 「 FontAvenue 」 
を使用しています。 

FontAvenue は NEC の登録商標でず。 
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さ < いん 


を < いん 


本機を操作するとさの主な用語や表示をまとめました。参照ページに進むと、それぞれに関連する情報びあります。 


五十音順 


お 

アスぺクト比の設定 . 

アドバンスド E 日セットアップ 

アドバンスド’ MCACC. 

アナ□グ入力信号 . 

アンプ達動モード . 

し、 

一般的な接続（スピー カ ー ）.... 

インジケーター . 

インピーダンス . 

元 

映儘 . 

お 

オーディオ調整 . 

才ート VICAC 巳 . 

オートディレイ . 

オートレベルコント□ール ........ 

日:ド: . 

音声入力信号 . 


音量制限設定 . 

か 

觸儘度の設定 . 

画質の明るさ調整 . 

画質の色あい調整 . 

画質のコントラスト調蕾 ........ 

け 

ケーブル . 

高音の調舊 . 

工場出荷時 . 

コード . 

さ 

サービスステーション U スト 

酷 . 

彩度の調整 . 

サウンドディレイの調蕾 ........ 

サウンドレト U バー機能 ........ 

サブウーファー . 

サラウンドバックチトンネル 

残響特性の測定 . 

残響特性の表示 . 

し 

システム設定 . 

周波数特性 . 

周波数特性の補正 . 

1±様 . 

消胃 . 

状態確認 . 


. 呂〇 

. 7扫, 89 

. 78 

. 已4 

. 已已 

. 19 

…113 
. 18, 3已 

. 吕2 

. 已7 

. 7扫, 8] 

. 已8 

. 已〇 

. 21 

. 42 

. 41 

78,100 

. 60 

. 巨0,已] 

. 已] 

. 已] 

. 21. 22 

. 己8 

…124 
. 21. 22 

…118 

. 41 

. 已] 

. 已7 

. 已8 

18. 110 
. 已2, 93 
. 78. 80 
. 78 

. 78 

. 80. 86 

. 已7 

…12已 
. 41. 69 
. 72 


ず 

ステータス表示 . 72 


スピーカー巨 . 

スピーカー . 

スピーカーインピーダンス 
スピーカー出カレベル ........ 

スピーカー設定 . 

スピーカーセッティング…. 

スピーカー配置 . 

スピーカーまでの距離 ........ 


.16. 93 

1己16,17,18, 20, 礼 66, 93 

. 36 

. 已4, 78, 80, 83,白己 

. 78, 93 

. 17 

. 16 

. 78. 8曰，扫4.曰巨 


ス U —プタイマー. 


71 


せ 

センタ ー-r メージの調整 . 已日 

センター幅の調整 . 已8 


そ 

ゾーン2 . 15 

その他の設定 . 78. 99 


た 

ダイア□グエンノVンスメント機能 . 己8 

がたレフオーマツト . 108 

ダイナミックレンジコント□ールの設定 . 己8 


て 

低域の位相乱れを補正する . 已巨 

低音の調整 . 已7 

定在波制御 . 已7, 78, 80, 8已 

定在波制御多点測定 . 82 

ディスプレイ . 98 


ディマー . 71. 72 

ディメンションの調整 . 已日 

データ管理 . 78.日] 

デ〕ード . 50 

デジタル音声 . 103 

デジタルノイズリダクション . 已日 

デジタルノイズ U 夕‘クション機能 . 己8 

デモ . 78, 82 

デュアルモノラル音声の設定 . 已8 

デュアルモノラル信号 . 59 

電源 . 3已，… 

電源オン時音量設定 . 78, ] 曰曰 

と 


Iンコントロール . 已7 

ドルビー . 103 


に 

入カスキップ . 98 

入力端子の設定 . 78 

入カフアンクシヨン . 108 


の 


ノーマルサラウンド . 15 

は 

バーチャルサラウンドバックモード . 已2 

バイアンプ .15. 20 

バイワイヤ接続 . 20 

パソコン . 33 

パノラマ調整 . 已日 


126 



























































































さ < いん 


. 78. 83 

. 78.白3 

29,巨 7. 68,巨日 

. 70 

. 78, 99 

. 57 

. 10 

. 48,107 


… 22. 60 
. 60 

.. 74,121 
37, 78. 81 

. 50 

..... 12, 71 
. 13 


ひ 

ビデオコンバーター . 

ビデオ調整機能 . 

ふ 

プ U セツトコード . 

フルオート MCACC. 

フ□ントサラウンド•アドバンス 

フ□ントパネル . 

フ□ントパネルディスプレイ ....... 

へ 

へツ ドホン . 

ほ 

保証とアフターサービス . 

補正時間位置 . 

ま 

マニュアル MCACC. 

マニュアルスピーカー設定 . 

マルチゾーン . 

マルチチャンネルアナ□グ再生... 

マルチチャンネル入力設定 . 

み 

ミツドナイト/ラウドネスモード 

D 

U ァパネル . 

U スニングモード . 


リモコン . 已 ， 14, 73. 7巨 

U モコンモード設定 . 78,101 

ろ 

録音 . 70 

録画 . 2吕, 7曰 

わ 

割り当て . 21. 40 


アルファベット/数字順 


A 

Acoustic Cal EQ. 78 

ADVANCED SURROUND モードの効果の調藝 . 已9 

AL 巳 . 巳0,己] 

ALL 巳 H ADJ. 82 

AUTO SURROUND. 50,己] 

B 

BGC (Boundary Gain Compensation) . 97 

D 

DIRECT. 已 0, 已] 

DTS.104 

E 

EQ タイプ . 82 

E 曰の調藝 . 78. 86 

EQ プロフェッショナル . 78.87 

F 

F.S.SURR FOCUS. 已曰 

F.S.SURR WIDE. 已〇 

Fine Channel Level. 78,83 

Fine SP Distance. 78. 84 

Flicker Reduction 設定 . 78 

FRONT 冉 LIGN. 82 

FRONT STAGE SURROUND. 已曰 

G 

GUI 画面 . 101, 102 


H 

HDMI. 23. 62. 67.108,113 

HDMI OUT. 72 

HDMI 音声出力の設定 . 已 8 

I 

iPod. 34,43, 106 

旧レシーバー . 31 

K 

KURD LINK. 62, 78 

L 

LFE アッテネーターの設定 . 已 8 

M 

MCACC. 己巳， 82. 83,11 己， 116 

MCACC データチエック . 78,90 

MCACC y モ U-. 已 7 

MCACC y モ U- のコピー . 78. 92 

MCACC y モ U- の消去 . 78. 92 

MCACC 六モ U- の名称変更 . 78,9] 

MPEG- 吕冉 AC. 106 

MULTI 巳 H IN. 28 

N 

Neural-THX Surround.1 〇已 

0 

OSD 言語設定 . 78, 102 

P 

PHASE CONTROL. 已 6 

PQLS. 64 

PURE DIRECT. 已曰，已 1 

S 

SACD ゲインの設定 . 已 8 

S 曰 ch 処理モ ーK. 已2 

SB SP ポジション . 97 

STANDARD SURROUND. 已〇 

STEREO. 已〇 

STREAM DIRECT. 已 0, 已 1 

Suit Back System. 78, 93 

SYMMETRY. 8 吕 

T 

THX. 97 

THX スピーカー . 扫吕 

U 

UP MIX. 已 3 

US 巨 メモ i」_. 34,45,108,114 

V 

Virtual SB. 已 2 

W 

Windows Media Audio 9 Professional.104 

WMA9 Pro. 104 

X 

X.OVER. 93 

X カーブ . 78. 96 

Z 

ZONE 2. 吕曰 ，30, 67 

ZONE 3. 2 白， 67 

之 ONE 才ーディオ設定 . 78 

数字 

12 V 卜 1」ガー . 32, 99 
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インターネットによるお客様登録のお願い 

http;//pioneer.jp/suppoi1/ 


このたびは弊社製品をお買い上げいただを、まことにありび 
とうございました。弊社では、お買い上げいただいたお客様に 
「お客様登録」をお願いしています。左記アドレスからご登録 
いただ < と、ご使用の製品についての重要なお知らせなどを 
お届けいたします。なお、左記アドレスは、困ったとさのよ < あ 
る質問や各種お問い合わせ先の案内、カタ□グや取扱説明書 
の閲覧など、お客様のお役に立てるヴービスの提供を目的と 
したページです。 
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JIS C 目1日日日- 3-2 適合品 


/ J 侶 C 61日0日- 3-2 適合品とは、日本工業規格 r 電磁両立性-\ 
第 3-2 部:限度値一高調波電流発生限度値 (1 相当た0の入力電 
流び20篇攻下の機器)」に基づを、商用電力系統の高調波環境， 
\目標レベルに適合して設計•製造した製品です。 y 
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